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阿見町告示第１４７号 

 平成２２年第３回阿見町議会定例会を次のとおり招集する。 

   平成２２年８月３１日 

                    阿見町長  天 田 富司男 

 

 

 

１ 期 日  平成２２年９月９日 

２ 場 所  阿見町議会議場 
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平成２２年第３回阿見町議会定例会会期日程 

 

日 次 月 日 曜 日 開議時刻 種 別 内     容 

第１日 ９月９日 （木） 午前10時 本会議

・開会 

・議案上程 

・提案理由の説明 

・質疑 

・委員会付託 

第２日 ９月10日 （金） 午前10時 委員会 ・総  務（議案審査） 

第３日 ９月11日 （土） 休    会 ・議案調査 

第４日 ９月12日 （日） 休    会 ・議案調査 

第５日 ９月13日 （月） 午前10時 委員会 ・民生教育（議案審査） 

第６日 ９月14日 （火） 午前10時 委員会 ・産業建設（議案審査） 

第７日 ９月15日 （水） 休    会 ・議案調査 

第８日 ９月16日 （木） 休    会 ・議案調査 

第９日 ９月17日 （金） 休    会 ・議案調査 

第10日 ９月18日 （土） 休    会 ・議案調査 

第11日 ９月19日 （日） 休    会 ・議案調査 
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第12日 ９月20日 （月） 休    会 ・議案調査 

第13日 ９月21日 （火） 午前10時 本会議 ・一般質問 

第14日 ９月22日 （水） 午前10時 本会議 ・一般質問 

第15日 ９月23日 （木） 休    会 ・議案調査 

第16日 ９月24日 （金） 午前10時 本会議

・委員長報告 

・討論 

・採決 

・閉会 

 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第  １  号 

〔 ９ 月 ９ 日 〕 
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平成２２年第３回阿見町議会定例会会議録（第１号） 

 

平成２２年９月９日（第１日） 

 

○出席議員 

              １番  佐 藤 幸 明 君 

              ２番  平 岡   博 君 

              ３番  川 畑 秀 慈 君 

              ４番  難 波 千香子 君 

              ５番  紙 井 和 美 君 

              ６番  久保谷   充 君 

              ７番  石 井 早 苗 君 

              ８番  柴 原 成 一 君 

              ９番  浅 野 栄 子 君 

             １０番  藤 井 孝 幸 君 

             １１番  久保谷   実 君 

             １２番  吉 田 憲 市 君 

             １３番  小松沢 秀 幸 君 

             １４番  倉 持 松 雄 君 

             １５番  大 野 孝 志 君 

             １６番  櫛 田   豊 君 

             １７番  諏訪原   実 君 

             １８番  細 田 正 幸 君 

 

○欠席議員 

             なし 

 

○地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

       町       長  天 田 富司男 君 

       教   育   長  青 山 壽々子 君 

       監 査 委 員           橋 本 英 之 君 

       消   防   長  瀬 尾 房 雄 君 
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       総 務 部 長           坪 田 匡 弘 君 

       民 生 部 長           横 田 健 一 君 

       生 活 産 業 部 長           川 村 忠 男 君 

       都 市 整 備 部 長           横 田 充 新 君 

       教 育 次 長           竿 留 一 美 君 

       会 計 管 理 者 兼          
                  宮 本 寛 則 君 
       会 計 課 長          

       総 務 課 長           篠 原 尚 彦 君 

       企 画 財 政 課 長           篠 﨑 慎 一 君 

       農 業 振 興 課 長 兼          
                  大 塚 芳 夫 君 
       農業委員会事務局長          

       環 境 課 長           大 野 利 明 君 

       建 設 課 長           浅 野 耕 一 君 

       水 道 課 長           坪 田   博 君 

       学 校 教 育 課 長           黒 井   寛 君 

       生 涯 学 習 課 長           建 石 智 久 君 

       警 防 課 長           川 村 益 巳 君 

 

○議会事務局出席者 

       事 務 局 長           小 口 勝 美 

       書       記  大 竹   久 
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平成２２年第３回阿見町議会定例会 

 

議事日程第１号 

 平成２２年９月９日 午前１０時開会・開議 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

日程第２ 会期の決定について 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 常任委員会所管事務調査報告 

日程第５ 議案第６２号 専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定めるこ

とについて） 

日程第６ 議案第６３号 阿見町火災予防条例の一部改正について 

 議案第６４号 阿見町手数料徴収条例の一部改正について 

 議案第６５号 阿見町廃棄物処理条例の一部改正について 

日程第７ 議案第６６号 平成２２年度阿見町一般会計補正予算（第３号） 

 議案第６７号 平成２２年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 議案第６８号 平成２２年度阿見町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 議案第６９号 平成２２年度阿見町老人保健特別会計補正予算（第１号） 

 議案第７０号 平成２２年度阿見町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 議案第７１号 平成２２年度阿見町水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第８ 議案第７２号 平成２１年度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第９ 議案第７３号 平成２１年度阿見町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

 議案第７４号 平成２１年度阿見町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

 議案第７５号 平成２１年度阿見町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 

 議案第７６号 平成２１年度阿見町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 議案第７７号 平成２１年度阿見町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 議案第７８号 平成２１年度阿見町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 議案第７９号 平成２１年度阿見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に
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ついて 

 議案第８０号 平成２１年度阿見町水道事業会計決算認定について 

日程第10 議案第８１号 平成２１年度土浦石岡地方社会教育センター一部事務組合会計歳

入歳出決算の認定について 

日程第11 議案第８２号 農業集落排水資源循環統合補助事業実穀上長地区処理施設機械電

気設備工事請負契約について 

日程第12 議案第８３号 阿見小学校校舎耐震補強工事請負契約について 

日程第13 議案第８４号 阿見中学校校舎耐震補強工事請負契約について 

日程第14 請願第１号 土地改良事業関連予算の確保に関する請願書 

日程第15 休会の件 
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午前１０時００分開会 

○議長（佐藤幸明君） 皆さん，おはようございます。定刻になりましたので，ただいまから，

平成22年第３回阿見町議会定例会を開会します。 

 ただいまの出席議員は18名で，定足数に達しておりますので，会議は成立しました。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事については，お手元に配付しました日程表によって進めたいと思いますので，御

了承願います。 

 これより，議事に入ります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    会議録署名議員の指名について 

 

○議長（佐藤幸明君） 日程第１，会議録署名議員の指名について，本定例会の会議録署名議

員は，会議規則第120条の規定によって， 

      18番  細 田 正 幸 君 

      ２番  平 岡   博 君 

を指名いたします。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    会期の決定について 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第２，会期の決定についてを議題にします。 

 本件については，去る８月31日，議会運営委員会が開かれ協議されましたので，その結果に

ついて議会運営委員会委員長より報告を求めます。 

 議会運営委員会委員長諏訪原実君，登壇願います。 

〔議会運営委員会委員長諏訪原実君登壇〕 

○議会運営委員会委員長（諏訪原実君） 会期の決定の件について御報告を申し上げます。 

 平成22年第３回定例会につきまして，去る８月31日，議会運営委員会を開催いたしました。

出席委員は６名で，執行部から総務課長の出席を得て審議をいたしました。 

 会期は本日から９月24日までの16日間で，日程につきましては，本日本会議，議案上程，提

案理由の説明，質疑，委員会付託。 

 ２日目，９月10日は委員会で，午前10時から総務常任委員会。 

 ３日目から４日目までは休会で議案調査。 

 ５日目，９月13日は委員会で，午前10時から民生教育常任委員会。 
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 ６日目，９月14日は委員会で，午前10時から産業建設常任委員会。 

 ７日目から12日目までは休会で議案調査。 

 13日目，９月21日は午前10時から本会議で一般質問，５名。 

 14日目，９月22日は午前10時から本会議で一般質問，３名。 

 15日目は休会で議案調査。 

 16日目，９月24日は最終日となりますが，午前10時から本会議で委員長報告，討論，採決，

閉会。 

 議会運営委員会といたしましては，以上のような会期日程を作成いたしました。各議員の御

協力をよろしくお願いを申し上げまして，報告といたします。 

○議長（佐藤幸明君） お諮りいたします。本定例会の会期は，ただいまの議会運営委員会委

員長の報告どおり，本日から９月24日までの16日間としたいと思います。 

 御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。よって，会期は本日から９月24日までの16日

間と決定しました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    諸般の報告 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第３，諸般の報告を行います。 

 町長より報告事項の申し入れがありましたので，これを許します。 

 町長天田富司男君，登壇願います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 皆さん，おはようございます。本日，平成22年第３回定例会を招集

しましたところ，議員各位には，公私ともご多用にもかかわらずご出席をいただきまして，こ

こに定例会が開会できますことを心から感謝申し上げます。 

 少し私ごとではございますが，今回の議会，２日間ほど日程を延ばさせていただきました。

本当に，議運委員長を初め，議会の皆様方に対して心から感謝申し上げます。 

 今回，去る７月８日，私が医大において定期健診をしましたところ，胃に２センチほどのが

んが見つかりました。そして８月20日に入院し，23日に手術ということになり，退院がこの９

月７日であります。２日ほどたっておりますので，体調のほうは，このような形になっており

ます。そういう中，本当に町民初め，大変皆様方には御心配をかけたこと，心からお詫び申し

上げます。また今後，町の町民とともに，協働のまちづくり，笑顔のあふれるまちづくりを推
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進していきたい。心から皆様の御支援，御協力をよろしくお願いを申し上げます。 

 以上，私ごとではございますが，私ごとの皆様への御報告であります。 

 さて，早速でありますが，地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項並びに同

法第22条第１項の規定により，平成21年度決算に基づく健全化判断比率並びに資金不足比率に

ついて御報告申し上げます。 

 当町における平成21年度決算に基づく各比率につきましては，議員各位のお手元に配付いた

しました報告のとおりとなっております。 

 なお，財政状況の黄色信号ともいえる，早期健全化段階にあると判断される早期健全化基準

及び経営健全化基準は，お手元の報告に括弧書きで記載した比率であり，その上段に記載して

おります平成21年度決算に基づく当町の各比率はすべて基準以下となっており，健全段階にあ

ると判断されるものであります。 

 以上，御報告申し上げます。 

○議長（佐藤幸明君） 議長より報告いたします。 

 今定例会に提出された案件は，町長提出議案第62号から議案第84号のほか，土地改良事業関

連予算の確保に関する請願書，以上24件であります。 

 次に，本日までに受理した陳情等は，県立高校の存続と高校の30人以下学級実現を求める意

見書提出に関する陳情，安心・安全な国民生活実現のため国土交通省の地方出先機関の存続を

求める陳情書の２件です。内容はお手元に配付した参考資料のとおりです。 

 次に，監査委員から平成22年５月分から７月分に関する例月出納検査結果について報告があ

りましたので，報告いたします。 

 次に，本定例会に説明員として地方自治法第121条の規定により出席を求めた者は，お手元

に配付いたしました名簿のとおりです。 

 次に，閉会中における委員会，協議会等の活動状況は，お手元に配付しました参考資料のと

おりです。 

 次に，平成22年度普通建設等事業進捗状況及び契約状況報告について，９月３日付で町長か

ら報告がありました。内容はお手元に配付いたしました参考資料のとおりです。 

 以上で，諸般の報告を終わります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    常任委員会所管事務調査報告 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第４，常任委員会所管事務調査報告を行います。 

 総務常任委員会では，閉会中における事務調査を実施しました。ここで，委員長より調査結
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果の報告を求めます。 

 総務常任委員会委員長川畑秀慈君，登壇願います。 

〔総務常任委員会委員長川畑秀慈君登壇〕 

○総務常任委員会委員長（川畑秀慈君） 皆様，おはようございます。それでは，命によりま

して，総務常任委員会所管事務調査について御報告申し上げます。 

 当委員会では，去る８月18日，午後１時30分から３時30分まで，神奈川県寒川町にて視察を

してまいりました。出席委員は４名で，議会事務局から小口事務局長，大竹主任，執行部から

坪田総務部長，篠﨑企画財政課長，青山課長補佐に出席いただきました。 

 今回の寒川町には，事業仕分けの実施と外部評価の実施について視察してまいりました。寒

川町からは，古山議長，議会事務局の森事務局長，高橋次長，そして説明員として企画財政部

の小島主任主幹，財政改革推進主査の山口様，主事の小川様に出席をいただきました。 

 寒川町は，予算，人口が当町とほぼ同じであり，平成20年11月に構想日本を活用して事業仕

分けを行っております。その後，平成21年に市民を巻き込んでの外部評価委員会をつくり外部

評価を実施しているため，当町にとっても大いに参考になると考えられたため，視察，研修を

行ってまいりました。 

 初めに，事業仕分けを実施した経緯と流れの説明を受けました。その後，外部評価委員会の

立ち上げと外部評価の実施に関して説明を受けました。また，事前に提出してあった質問に答

えていただき，質疑応答を行いました。 

 質問の主な内容としては，費用対効果と役場担当者，議員，町民の評価はどうであったか。 

 費用は当時，謝礼と当日の実費のみで合計43万円。実施にかかった時間と人数は，11月実施

のため５月から財政改革推進担当２名が準備に当たり，８月に職員研修117名，仕分け対象課

に対する説明会32名，各事業の説明者52名，事務局16名で，多くの人と時間がかかっておりま

す。 

 結果はどのように反映されているかというと，議論の内容を行政運営に活用することが重要

であるとの答弁であり，無駄の削減には直接つながらないと思われました。 

 評価に関しては，町民からは事業仕分けの結果に関しては受けていない。当日聴取したアン

ケートでは，事業仕分けを実施したことについては高評価であった。議員に関しては，18名中

14名が傍聴し，賛否両論であった。担当職員に関しては，新しい考え方や事業の見直しになっ

た。しかし，担当事業の評価結果に悩む職員もおり，フォローが大切であると言っておりまし

た。 

 次に，行政評価と外部評価制度との関連についてはどうなのかという質問に対し，事業仕分

けは毎年，全事業に関して行うべきだという考え方もあるが，内部で各事業を精査することで
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その必要はないと考えられると。しかし，内部評価だけでは不十分であると考え，平成21年度

は，町民の立場から町で行う事業のあり方を検討するため外部評価を実施することにしたとあ

りました。 

 次に，事業仕分けと外部評価の今後の取り組みについては，同年度に両方を行うことは考え

ていない。平成23年度は事業仕分けのみを実施する予定。その後は，外部評価と事業仕分けを

比較し，寒川町としてどちらの手法が適しているのか検討し，今後の取り組みを決定していき

たいと。事業仕分けと外部評価は第三者が評価することにかわりはないが，事業仕分けは町に

全く関係ない者が評価し，外部評価は住民も含めた有識者，町の関係者が評価することになる。

評価する立場がかわるため，評価結果が異なることが考えられる。どちらの手法でも，外部の

視点で事業をどのように評価するのか，評価に至るまでの過程，議論の内容を加味しながら事

業の見直しを図ることが大切とありました。町の担当者の感想では，当町では外部評価のほう

が適していると思われるようだとありました。 

 視察の感想としては，寒川町に限らず，行政評価は事業仕分けか外部評価のどちらがいいの

かということに対しては，明確な判断がされていないと思われました。当委員会と執行部で視

察研修を行ったことを踏まえ，阿見町においては，将来を見据えてどのような行政評価の実施

がよいのか，大いに検討する必要があると思われました。 

 以上が，総務常任委員会の視察研修所管事務調査であります。改めて，関係各位に御礼申し

上げ，御報告といたします。以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で，常任委員会所管事務調査報告を終わります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第６２号 専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定めることに

ついて） 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第５，議案第62号，専決処分の承認を求めることについて

（損害賠償の額を定めることについて）を議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。町長天田富司男君，登壇願います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 議案第62号の損害賠償の額を定めることについて，専決処分の承認

について申し上げます。 

 本件は，平成22年４月28日午後２時ごろ及び同日午後２時40分ごろ，阿見町小池６番地１地

先町道第1237号線を岡見方面から荒川本郷方面へ走行中，強い雨が降っていて水につかってい

た道路上の穴に，左前輪を落とし，２台の車両に損害を与えたので，地方自治法第96条第１項
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第13号の規定に基づき損害賠償の額を定めるものであります。 

 以上，提案理由を申し上げました。慎重審議の上，承認いただきますようお願いを申し上げ

ます。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で，提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第62号については，会議規則第39条第３

項の規定により，委員会への付託を省略することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたします。 

 これから討論に入ります。討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

 これより採決いたします。議案第62号については，原案どおり承認することに御異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。よって，議案第62号は原案どおり承認するこ

とに決しました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第６３号 阿見町火災予防条例の一部改正について 

    議案第６４号 阿見町手数料徴収条例の一部改正について 

    議案第６５号 阿見町廃棄物処理条例の一部改正について 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第６，議案第63号，阿見町火災予防条例の一部改正につい

て，議案第64号，阿見町手数料徴収条例の一部改正について，議案第65号，阿見町廃棄物処理

条例の一部改正について，以上３件を一括議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。町長天田富司男君，登壇願います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 議案第63号から第65号までの条例の一部改正について，提案理由を

申し上げます。 

 まず，議案第63号，阿見町火災予防条例の一部改正について申し上げます。 
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 本案は，住宅用防災機器の設置及び維持に関する条例の制定に関する基準を定める省令及び

火災予防条例の一部が改正されたことに伴い，住宅用防災警報器を設置しないことができる場

合として，複合型居住施設用自動火災報知設備を追加するものであります。 

 次に，議案第64号，阿見町手数料徴収条例の一部改正について申し上げます。 

 本案は，地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部が改正されたことに伴い，容量

1,000キロリットル以上の特定屋外タンク貯蔵所及び容量500キロリットル以上1,000キロリッ

トル未満の準特定屋外タンク貯蔵所の設置許可等に係る手数料額をおおむね９％引き下げるも

のであります。 

 次に，議案第65号，阿見町廃棄物処理条例の一部を改正する条例につきまして申し上げます。 

 本案は，霞クリーンセンターに直接搬入される家庭系及び事業系一般廃棄物の処理手数料に

ついて，それぞれの処理経費並びに近隣自治体の処理手数料を比較した場合，町の処理手数料

が安価であるため，平成23年４月１日からこれらの均衡を図るため，処理手数料において，家

庭系一般廃棄物の処理手数料については，50キロ未満は現行どおり無料といたしましたが，50

キロを超える場合は10キロごとに100円徴収しているところを150円に値上げをし，事業系一般

廃棄物の処理手数料について，10キロ当たり150円徴収しているところを230円に値上げすると

いう改正を行うものであります。 

 改正理由である霞クリーンセンター処理経費についてですが，平成19年度から平成21年度ま

での３カ年の平均をとると，家庭系一般廃棄物について，10キログラム当たり182円の処理経

費を要しております。事業系一般廃棄物については，10キログラム当たり242円の処理経費を

要しております。 

 この改正により，歳入において，平成19年度から平成21年度までの３カ年平均による単純計

算により試算すると，家庭系一般廃棄物について130万円から150万円の増収になります。事業

系一般廃棄物については4,100万円の増が見込まれます。 

 最後に，施行期日についてでありますが，町民，事業者の皆様に十分周知期間が必要と思わ

れますので，平成23年４月１日から実施したいと考えております。 

 以上，提案理由を申し上げました。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で，提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。なお，本案３件については，委員会への付託を予定しております

ので，質疑は簡潔にお願いいたします。質疑を許します。 

 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 議案第65号についてですけれども，さきの全協では値上げの理由の

１つとして，阿見町がほかの市町村より安いので，阿見町以外の事業系のごみがまじっている
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んじゃないかと。で，一回調べたけれども，再度調べるっつうことになっておりましたけれど

も，その結果についてお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） はい，お答えいたします。他市町村からの持ち込みというこ

とで，抜き打ち検査をここ２回実施しております。１回目のところは判明いたしませんでした。

２回目につきましては，やはり他市町村のごみ袋に入ったごみが搬入されてたという事実がこ

こで発生しております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

 13番小松沢秀幸君。 

○１３番（小松沢秀幸君） その他市町村からのごみの搬入があったということについては，

その追跡調査なり，いわゆるどういう経路で入ってくるのか，どういう事情で，いきさつで阿

見に搬入されることになってきたのかということがわかれば，御答弁をお願いをいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） 阿見町のですね，クリーンセンターに搬入する場合，許可証

というものが必要であります。今現在，28の業者に許可証を出しておるわけであります。その

業者がですね，本来なら町内のごみを収集して搬入するということでありますけども，やはり

一部の業者につきましては，町の単価が安いということも恐らくあるんでしょう。他市町村の

ごみをですね，同じように回収して，直接町のほうに搬入しているということで，それがどの

ようなですね，理由についてはですね，まだ確認はとれておりませんけども，いずれにしまし

ても，単価も安いということもありまして町に搬入されているのが事実ということであります。 

○議長（佐藤幸明君） 13番小松沢秀幸君。 

○１３番（小松沢秀幸君） 考え方によっては，それは利益を得るためということになるわけ

ですよね。いわゆる高いごみを阿見町に持ってきて安くするという，そこには差額が出ると。

そういういわゆる，まあ不正ですよね。そういう業者に対する今後の対応というのは，どんな

ふうにしようとしているのか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） はい，お答えいたします。先ほどもですね，市町村ごみがま

じっていたということで，１回目はですね，とりあえずその業者に対しては注意をしたと。で，

２回目については許可の取り消しというようなことも考えていきたいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

 10番藤井孝幸君。 
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○１０番（藤井孝幸君） 先ほどの町長の説明ではですね，値上げの理由として近隣市町村と

の均衡を図るというようなことが何か主だったように聞こえたんですが，これは，さきの全協

でですね，説明があったとおり，この10年前ですか，この値段決めたのが。で，そのコスト，

焼却コストが高くなったから値上げをしますということをお伺いしたんですけど，そのことの

ほうが主目的ではないんですか。 

 で，その近隣の市町村に合わせるとか，何ですかね，あの，他市町村からごみが入ってくる

とかっていう，それは従の目的であって，主目的ちゅうのはコストを合わせるということじゃ

なかったかと，私は認識しているんですけど，もう一度確認をさせてください。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） ただいまの町長の答弁の中にも，改正理由の中に，やはり処

理料がそれだけかかるよということで，一番先にですね，大きい理由の１つとして上げており

ます。そもそもはそういったことも１つのきっかけになったこともありますけども，基本的に

はやはり処理料に合わせることが一番の大きな理由であります。それに合わせることによりま

して，リサイクル化の推進，あるいはひいては，焼却炉の延命化にもつながるということで，

今回の場合は，かなりいろいろな理由があるということ。主に一番大きいのは，やはり処理料

に合わせると。処理料に合わせるということは，近隣市町村も同じそのようなやり方をしてい

るということでありますので，一番のポイントとしては処理料に合わせるということでありま

す。その結果がいずれのほかのメリットも出てくるということであります。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第63号から議案第65号については，

会議規則第39条第１項の規定により，お手元に配付しました議案付託表のとおり，所管常任委

員会に付託することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたします。 

 総務常任委員会，産業建設常任委員会では，付託案件を審査の上，来る９月24日の本会議に

おいて審査の結果を報告されるようお願いいたします。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第６６号 平成２２年度阿見町一般会計補正予算（第３号） 

    議案第６７号 平成２２年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
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    議案第６８号 平成２２年度阿見町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

    議案第６９号 平成２２年度阿見町老人保健特別会計補正予算（第１号） 

    議案第７０号 平成２２年度阿見町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

    議案第７１号 平成２２年度阿見町水道事業会計補正予算（第２号） 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第７，議案第66号，平成22年度阿見町一般会計補正予算

（第３号），議案第67号，平成22年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算（第２号），議案

第68号，平成22年度阿見町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号），議案第69号，平成22

年度阿見町老人保健特別会計補正予算（第１号），議案第70号，平成22年度阿見町介護保険特

別会計補正予算（第２号），議案第71号，平成22年度阿見町水道事業会計補正予算（第２号），

以上６件を一括議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。町長天田富司男君，登壇願います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 議案第66号から第71号の補正予算について，提案理由を申し上げま

す。 

 まず，議案第66号，一般会計補正予算から申し上げます。 

 本案は，既定の予算額に4,636万1,000円を追加し，歳入歳出それぞれ136億4,837万4,000円

とするものであります。 

 まず２ページの第１表，歳入歳出予算補正の歳入の主なものから申し上げます。 

 第10款地方特例交付金では，交付額の確定により児童手当及び子ども手当特例交付金，及び

減収補てん特例交付金を増額するものであります。 

 第11款地方交付税では，交付額の確定により普通交付税を増額する。 

 第16款県支出金では，新型インフルエンザワクチン接種助成費臨時補助金を新規計上。 

 第19款繰入金では，財源調整のため財政調整基金繰入金を減額するほか，減債基金繰入金を

皆減するものであります。 

 第21款諸収入では，阿見吉原地区関連道路整備負担金を新規計上。 

 第22款町債では，社会資本整備総合交付金事業債及び臨時財政対策債を増額するものであり

ます。 

 次に，３ページの歳出について主なものを申し上げます。 

 第２款総務費では，企画費でデマンド交通予約システムの内容の見直しにより，公共交通推

進事業の電算システム委託料及び庁用備品購入代を皆減。 

 第３款民生費では，社会福祉総務費で国民健康保険特別会計繰出金及び介護保険特別会計繰
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出金を増額。障害者福祉費で医療費国庫負担金及び自立支援給付費等国庫負担金の実績精算に

伴い返還金が生じたため，障害福祉事務費の国庫支出金等返還金を新規計上するものでありま

す。 

 第４款衛生費では，予防費で予防接種事業の新型インフルエンザワクチン接種費助成費を新

規計上。塵芥処理費で汚濁物質及び窒素除去装置の回転円板駆動装置修繕のため，さくらクリ

ーンセンター維持管理費の施設等修繕料を増額。 

 第６款商工費では，商工業振興費で商工振興事業のプレミアム付商品券事業補助金を新規計

上。 

 第７款土木費では，阿見吉原土地区画整理事業の事業地区に接続する地区外の町道整備のた

め，道路維持費で道路橋梁維持補修事業の吉原地区関連道路整備委託料及び土地購入費を新規

計上。街路事業費で都市計画道路中郷・寺子線等整備事業の土地購入費を増額するものであり

ます。 

 第９款教育費では，社会教育総務費で放課後子どもプラン事業のコーディネーター報酬，及

び学習アドバイザー報酬を増額するほか，一般事務賃金を新規計上。 

 第12款諸支出金では，収入印紙等購買基金費で繰出金を新規計上するものであります。 

 次に，４ページの第２表，地方債補正については，社会資本整備総合交付金事業債及び臨時

財政対策債の起債限度額を変更するものであります。 

 次に，議案第67号，国民健康保険特別会計補正予算について申し上げます。 

 本案は，既定の予算額に115万円を追加し，歳入歳出それぞれ48億3,425万2,000円とするも

のであります。 

 その内容としましては，人間ドック受診者の増により，疾病予防事業の健康診断等委託料を

増額するものであり，その財源としては一般会計繰入金を充てるものであります。 

 次に，議案第68号，公共下水道事業特別会計補正予算について申し上げます。 

 本案は，既定の予算額に777万円を追加し，歳入歳出それぞれ14億9,462万6,000円とするも

のであります。 

 その内容としましては，公共下水道事業の消費税納付に伴い，下水道事務費の消費税を新規

計上するもので，その財源としては前年度繰越金を充てるものであります。 

 次に議案第69号，老人保健特別会計補正予算について申し上げます。 

 本案は，既定の予算額に66万8,000円を追加し，歳入歳出それぞれ1,566万8,000円とするも

のであります。 

 その内容としましては，老人保健医療給付費等実績精算に伴い，医療費交付金に返還が生じ

たため，国庫支出金等返還金を増額するものであり，その財源としては前年度繰越金を充てる
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ものであります。 

 次に，議案第70号，介護保険特別会計補正予算について申し上げます。 

 本案は，既定の予算額に682万1,000円を追加し，歳入歳出それぞれ21億8,530万5,000円とす

るものであります。 

 その内容としましては，高額医療合算介護サービス費を増額するほか，地域支援事業支援交

付金の実績精算に伴い交付金に返還が生じたため，国庫支出金等返還金を増額するものであり，

その財源としては介護給付費負担金，介護給付費交付金，介護給付費繰入金及び前年度繰越金

を充てるものであります。 

 次に，議案第71号，水道事業会計補正予算について申し上げます。 

 本案は，水道事業会計予算第４条に定めた資本的支出について5,000万円を増額するもので

あります。 

 その内容としましては，配水施設拡張費の委託料，工事請負費等を増額するものであります。 

 なお，資本的収入額が資本的支出額に対し不足する３億9,277万9,000円は，減債積立金から

7,240万1,000円，建設改良積立金から１億5,000万円，過年度分損益勘定留保資金から１の億

7,037万8,000円で補てんをいたします。 

 以上，提案理由を申し上げました。慎重審議の上，議決をいただきますよう，よろしくお願

い申し上げます。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。なお，本案６件については委員会への付託を予定しておりますの

で，質疑は簡潔にお願いいたします。質疑を許します。 

 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 議案第66号の22年度一般会計補正予算の歳出の分，８ページで企画

費ですね。で，13の委託料の減額457万2,000円，それから18の備品購入費の減額853万8,000円

と。補正予算の中で，この企画費の減額が一番大きいわけですけども，この理由を説明をお願

いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。総務部長坪田匡弘君。 

○総務部長（坪田匡弘君） お答えいたします。この減額なんですけども，公共交通の推進事

業ということで，デマンド交通を来年の２月から実施するという予定で，今，作業を進めてい

るため，実施するために予算を計上しているわけなんですけども，その中で交通の予約システ

ム，この経費も民間企業に委託をしまして，予約システムを構築して行うという予定で計上し

たわけなんですけども，６月の議会だったでしょうか，紙井議員のほうから，民間の企業より

も安いシステム，そして使いやすいシステムがあるという，大学のシステムなんですけども，
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そういった御指摘をいただいたものですから，そのシステムを実際，見に行って，検討しまし

て，この方が安く，しかも予約システムとしては十分使えるという判断をいたしまして，そち

らのほうに移行するということをしました。そのため，民間企業に当初，システムの開発とか

ですね，それから備品と，委託費と備品購入とを考えたものを大幅に減額できるようになった

ということで，減額計上をしたものでございます。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第66号から議案第71号については，会議

規則第39条第１項の規定により，お手元に配付しました議案付託表のとおり所管常任委員会に

付託することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたします。 

 各常任委員会では，付託案件を審査の上，来る９月24日の本会議において審査の結果を報告

されるようお願いいたします。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第７２号 平成２１年度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第８，議案第72号，平成21年度阿見町一般会計歳入歳出決

算認定についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。町長天田富司男君，登壇願います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 議案第72号，平成21年度一般会計歳入歳出の決算につきまして，地

方自治法第233条第２項及び第３項の規定により監査委員の意見を付して，ここに提案いたし

ます。 

 なお，議案の詳細な内容等につきましては，総務部長に説明させますので，慎重審議の上，

認定いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 引き続き，監査委員の監査報告を求めます。監査委員橋本英之君，登壇願います。 

〔監査委員橋本英之君登壇〕 

○監査委員（橋本英之君） 決算に関する審査の報告をいたします。 

 平成21年度阿見町一般会計歳入歳出につきまして，地方自治法第233条第２項の規定に基づ
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き，８月４日から８月18日までの延べ６日間審査を行いました。 

 審査に当たりましては，町長から提出されました各会計決算書，附属書類，健全化判断比率，

資金不足比率及びその算定となる事項を記載した書類について，法定様式に従ってされている

かを確認するとともに，計数についても，関係帳簿，証拠書類などの提出を求め，予算の執行

状況並びに決算内容を検討しながら，必要に応じ，関係者の説明を聴取して審査をいたしまし

た。 

 審査の結果，平成21年度一般会計歳入歳出決算について，関係帳簿及び証拠書類と照合した

結果，すべて正当なるものと認めました。 

 以上報告いたします。阿見町監査委員橋本英之。同じく倉持松雄。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で監査報告を終わります。 

 引き続き，担当部長から，議案に対する詳細な説明を求めます。総務部長坪田匡弘君。 

○総務部長（坪田匡弘君） 議案第72号，平成21年度阿見町一般会計決算の概要につきまして

御説明いたします。 

 主要施策の成果及び予算執行実績報告書の１ページからなりますので，御参照いただきたい

と思います。なお，括弧書きにつきましては省略させていただきます。 

 平成21年度一般会計の決算額は，歳入総額147億3,685万円，歳出総額138億7,243万8,000円

となり，前年度と比較し，歳入については12億6,239万9,000円の増，歳出については11億

4,147万9,000円の増となりました。その結果，歳入歳出差し引き額は８億6,441万2,000円で，

翌年度へ繰り越すべき財源として１億4,444万6,000円を充てると，実質収支額は７億1,996万

6,000円となり，前年度と比較し２億6,674万円の増となりました。 

 初めに，歳入の増額の主なものについては，地方交付税が決算額８億2,707万円で７億1,045

万9,000円の増，国庫支出金が決算額15億5,987万2,000円で８億1,385万8,000円の増，県支出

金が決算額７億1,093万1,000円で１億4,895万4,000円の増，町債が決算額12億3,200万円で５

億3,270万円の増となりました。 

 減額の主なものについては，町税が決算額73億7,703万5,000円で５億1,699万6,000円の減，

繰入金が決算額３億3,770万2,000円で5,729万2,000円の減，繰越金が決算額７億4,349万2,000

円で２億835万6,000円の減となりました。 

 次に，歳入の増減の主な内容については，まず，町税では，町民税が大規模法人の業績低迷

等に伴う法人町民税４億4,413万円の減により，決算額32億1,426万1,000円で４億6,934万

2,000円の減となりました。また，固定資産税が評価替えによる評価額の減に伴い家屋3,980万

円の減などにより，決算額33億6,425万7,000円で3,536万5,000円の減となりました。 

 地方交付税では，前年度の法人町民税の減収等に伴い，基準財政収入額が基準財政需要額を
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下回ったことにより再び交付団体となったため，普通交付税が７億987万6,000円の皆増となり

ました。 

 国庫支出金では，定額給付金給付事業費補助金７億532万4,000円の皆増，地域活性化・経済

危機対策臨時交付金8,307万1,000円の皆増などにより増額となりました。 

 県支出金では，安心子ども支援事業費補助金9,086万7,000円の皆増などにより増額となりま

した。 

 繰入金では，老人保健特別会計繰入金6,899万5,000円の減，減債基金繰入金8,961万7,000円

の減などにより減額となりました。 

 繰越金では，純繰越金の減等により２億835万6,000円の減額となりました。 

 諸収入では，荒川本郷地区都市再生機構負担金１億2,420万円の減などにより減額となりま

した。 

 町債では，予科練平和記念館建設事業債２億3,800万円の増，臨時財政対策債２億1,510万円

の増などにより増額となりました。 

 次に，歳出の目的別決算額について。まず議会費では，議員報酬関係経費173万4,000円の減

などにより，議会費全体の決算額は１億2,908万円で127万6,000円の減となりました。 

 総務費では，行政情報ネットワーク運営事業5,170万6,000円の増，財産管理費１億1,002万

3,000円の増，庁舎維持管理費1,612万1,000円の増，公用車維持管理費3,283万円の増，定額給

付金給付事業費７億532万4,000円の皆増，徴収事務費1,186万3,000円の増などにより，総務費

全体の決算額は25億491万1,000円で10億988万9,000円の増となりました。 

 民生費では，後期高齢者医療特別会計繰出金3,280万6,000円の増，障害者介護給付事業

4,352万7,000円の増，保育所整備事業１億3,543万6,000円の増，放課後児童施設整備事業

5,931万9,000円の皆増などにより，民生費全体の決算額は32億7,269万8,000円で２億6,871万

6,000円の増となりました。 

 衛生費では，母子保健事業2,079万4,000円の増，予防接種事業1,970万3,000円の増，健康診

査事業869万4,000円の増，霞クリーンセンター維持管理費7,398万2,000円の減，牛久市・阿見

町斎場組合負担金1,809万3,000円の増などにより，衛生費全体の決算額は10億2,425万7,000円

で1,169万8,000円の減となりました。 

 農林水産業費では，水田農業構造改革対策事業318万3,000円の増，農業基盤整備事業1,954

万4,000円の増，農業集落排水事業特別会計繰出金1,125万4,000円の増などにより，農林水産

業費全体の決算額は２億1,582万3,000円で3,406万8,000円の増となりました。 

 商工費では，商工振興事業655万7,000円の増，阿見東部工業団地企業誘致事業659万8,000円

の増，あみコミュニケーションセンター運営事業1,399万2,000円の皆増などにより，商工費全
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体の決算額は１億7,253万4,000円で3,304万1,000円の増となりました。 

 土木費では，荒川本郷地区都市計画街路整備事業２億2,985万1,000円の減，公共下水道事業

特別会計繰出金8,263万2,000円の減，霞ヶ浦平和記念公園整備事業１億1,674万円の増，阿見

吉原土地区画整理事業２億2,239万2,000円の減などにより，土木費全体の決算額は23億14万

9,000円で１億4,254万3,000円の減となりました。 

 消防費では，常備消防費職員給与関係経費2,090万円の減，公用車維持管理費2,568万8,000

円の減，消防機械力整備事業3,571万5,000円の減などにより，消防費全体の決算額は５億

9,384万5,000円で9,669万7,000円の減となりました。 

 教育費では，公民館費職員給与関係経費2,346万8,000円の減，予科練平和記念館整備事業３

億7,328万6,000円の増，学校給食費職員給与関係経費2,009万円の減，給食センター整備事業

4,205万4,000円の皆増などにより，教育費全体の決算額は20億4,849万3,000円で３億8,963万

3,000円の増となりました。 

 公債費では，元金償還費１億8,518万8,000円の減，利子償還費3,577万3,000円の減により，

公債費全体の決算額は15億9,999万6,000円で２億2,096万1,000円の減となりました。 

 諸支出金では，学校施設耐震化基金積立金１億円の皆減などにより，諸支出金全体の決算額

は1,065万2,000円で１億2,069万3,000円の減となりました。 

 次に，性質別決算額では，人件費，扶助費，公債費の義務的経費が55億3,843万3,000円で１

億9,906万4,000円の減となり，歳出総額の39.9％を占め，その内訳については，人件費が一般

職給料の減などにより4,399万9,000円の減，扶助費が障害者介護給付費の増などにより6,589

万5,000円の増，公債費が繰上償還元金の減などにより２億2,096万円の減となりました。 

 物件費については，行政情報ネットワーク運営事業5,170万6,000円の増，賦課事務費784万

2,000円の増，母子保健事業2,048万9,000円の増，予科練平和記念館整備事業4,552万3,000円

の増，給食センター整備事業1,785万3,000円の皆増などにより，２億629万1,000円の増となり

ました。 

 普通建設事業費については，保育所整備事業１億3,513万2,000円の増，霞ヶ浦平和記念公園

整備事業１億1,590万円の増，予科練平和記念館整備事業３億2,050万9,000円の増などにより，

５億2,571万3,000円の増となりました。 

 維持補修費については，霞クリーンセンター維持管理費7,942万1,000円の減などにより，

7,312万円の減となりました。 

 補助費等については，定額給付金給付事業費７億532万4,000円の皆増，中郷土地区画整理事

業8,000万円の増などにより，８億4,545万6,000円の増となりました。 

 積立金については，学校施設耐震化基金費１億円の皆減などにより，１億2,269万3,000円の
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減となりました。 

 繰出金については，後期高齢者医療特別会計繰出金3,283万8,000円の増，農業集落排水事業

特別会計繰出金1,125万4,000円の増，公共下水道事業特別会計繰出金8,263万2,000円の減など

により，3,602万6,000円の減となりました。 

 以上，一般会計決算の概要について御説明いたしましたが，詳細につきましては別記歳入歳

出決算の状況等を御参照いただきたいと思います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤幸明君） これより質疑を行います。なお，本案については，委員会への付託を

予定しておりますので，質疑は簡潔にお願いいたします。質疑を許します。 

 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 実績報告書の３ページ，真ん中より下の段で，霞クリーンセンター

維持管理費7,942万1,000円の減でありますけれども，これは事業内容がやめたのか，それとも

見積もりより安くできたのか，どっちなのか説明をお願いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） お答えいたします。この維持管理費ですね，減ですけども，

20年度よりも21年度のほうが減になったということで，通常その管理費全体について約7,000

万円近くが減ということであります。特に委託料，補修工事ということになります。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 監査報告の中でですね，大体，今現在，阿見町は公債も223億とい

うことで，徐々に減少しつつ，健全化しつつあるという状態が読んで取れるんですが，その中

でですね，11ページを見ていただきますと，入札の関係があります。監査報告ですよ，監査の

中身ですから，決算審査意見書の11ページです。この中でですね，15の項で一般競争入札，指

名競争入札，随意契約と，この３つで件数をずっと書いてますね。これで中でですね，一般競

争入札がかなり昨年より減ってましてですね，指名競争が増えているということなんですね。

これは，今，天田町長にはあんまり関係のない話ですけど，21年度ですから。これ，町長は指

名競争入札を，やない，一般競争入札を増やすというふうにお話しをしておりましたが，この

ような状況は，この22年度以降，町長，どういうふうにですね，町長というよりも，担当部長

のほうがいいのかな，どういうふうに考えるの，このままの推移でいくのか，随意契約を減ら

して一般競争入札で行くのかということですね。随意契約を増やすということは，町長の方針

にも反するわけですから，当然，一般競争入札を増やすという話になると思うんですが，そこ

の点どうですか。 
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○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。総務部長坪田匡弘君。 

○総務部長（坪田匡弘君） はい，お答えいたします。まず，この21年度の決算ではですね，

20年度比で一般競争入札が９件減っております。で，それに対しまして指名競争入札が増えて

いるというような状況です。この中身なんですけども，一般競争入札は，今の町の方針では予

定価格が4,000万円以上の工事というふうにしておりますので，21年度はその大規模工事が少

なくなったと，それに対しまして指名競争入札，これは130万円以上の工事が指名競争になる

わけですけども，4,000万円以下ですね。その程度の金額の工事が多くなったというようなこ

とから分析されると思います。 

 今後の考え方なんですけども，入札の改善ということで，これは数年前，ちょっと年数わか

らないんですけども，この一般競争入札を拡大していこうということで，公平な競争を促進し

ていこうということで，一般競争入札を予定価格4,000万円以上というようなことで決めたわ

けなんですけども，こういった21年度の決算でも見られますとおり，大きい工事が少なくなっ

てきたということですので，なるべく早くですね，この一般競争の枠をですね，広げていきま

して，それで公平な競争をさらに促進していければと。これは，改善の検討委員会というよう

な組織がございますので，そういったものなんかを経ながら，拡大していきたいというふうに

考えております。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 額は，それでいいでしょうけども，額というのか，130万以上は指

名競争入札ていうことでね。これは分離発注すれば，結構ね，額は低くなるんで，もう分離発

注して，地元の企業が潤うんだったら，もうぜひそうしてほしいんですけど，額は多くなって，

他市町村から乗り込んでこられるようではですね，地元の企業は潤わないんで，いろいろ分離

発注もしてほしい場合もあるし，ぜひ，要は，可能な限り一般競争入札にやっていただきたい

というふうに要望しときます。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第72号については，会議規則第39条第１

項の規定により，お手元に配付しました議案付託表のとおり，所管常任委員会に付託すること

に御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたします。 

 各常任委員会では，付託案件を審査の上，来る９月24日の本会議において審査の結果を報告
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されるよう，お願いいたします。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第７３号 平成２１年度阿見町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

    議案第７４号 平成２１年度阿見町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

    議案第７５号 平成２１年度阿見町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 

    議案第７６号 平成２１年度阿見町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

    議案第７７号 平成２１年度阿見町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

    議案第７８号 平成２１年度阿見町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

    議案第７９号 平成２１年度阿見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

    議案第８０号 平成２１年度阿見町水道事業会計決算認定について 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第９，議案第73号，平成21年度阿見町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算認定について，議案第74号，平成21年度阿見町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について，議案第75号，平成21年度阿見町老人保健特別会計歳入歳出決算認定につ

いて，議案第76号，平成21年度阿見町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について，

議案第77号，平成21年度阿見町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について，議案第

78号，平成21年度阿見町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について，議案第79号，平成21年

度阿見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について，議案第80号，平成21年度阿見町

水道事業会計決算認定について，以上８件を一括議題といたします。提案者の提案理由の説明

を求めます。町長天田富司男君，登壇願います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 議案第73号から議案第79号までの平成21年度国民健康保険特別会計

ほか６件の特別会計歳入歳出の決算につきまして，地方自治法第233条第２項及び第３項の規

定により監査委員の意見を付して，ここに提案いたします。 

 また，議案第80号，水道事業会計決算につきましては，地方公営企業法第30条第２項及び第

４項の規定により提案するものであります。 

 なお，各議案の詳細な内容につきましては，各担当部長から説明させますので，慎重審議の

上，認定いただきますようお願い申し上げます。 
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○議長（佐藤幸明君） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 引き続き監査委員の監査報告を求めます。監査委員橋本英之君，登壇願います。 

〔監査委員橋本英之君登壇〕 

○監査委員（橋本英之君） 平成21年度阿見町特別会計及び水道事業会計歳入歳出決算につき

まして，審査の結果を報告いたします。 

 ７月21日及び８月３日から８月18日までの延べ７日間，地方自治法第233条第２項及び地方

公営企業法第30条第２項の規定に基づき審査を行いました。 

 審査の結果，各会計の歳入歳出決算並びに法令で定められている附属書類，健全化判断比率，

資金不足比率及びその算定となる事項を記載した書類については，いずれも関係法令に従い作

成されており，決算計数についても，関係帳簿及び証拠書類と照合した結果，すべて正当なる

ものと認めました。なお，審査の結果につきましては，一般会計も含め，倉持監査委員ととも

に決算審査意見書を町長に提出しておりますので，申し添えます。 

 阿見町監査委員橋本英之，同じく倉持松雄。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で監査報告を終わります。 

 引き続き，担当部長から各議案に対する詳細な説明を求めます。 

 まず，議案第73号について説明を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） それでは，議案第73号，平成21年度国民健康保険特別会計決算の

概要について御説明をいたします。 

 主要施策の成果及び予算執行実績報告書の41ページから44ページを御参照いただきたいと思

います。 

 平成21年度国民健康保険特別会計の決算額は，歳入総額50億6,523万8,000円，歳出総額45億

9,084万2,000円となり，前年度と比較し，歳入については１億9,592万円の増，歳出について

は8,438万1,000円の増となりました。その結果，歳入歳出差し引き額は４億7,439万6,000円と

なり１億1,153万9,000円の増となりました。 

 初めに，歳入の主なものについては，国保税が収納対策の成果により，決算額13億2,639万

3,000円で，前年度と比較し1,295万9,000円の増，国庫支出金が決算額11億2,523万4,000円で

2,071万2,000円の増，療養給付費等交付金が決算額３億6,509万8,000円で4,640万4,000円の減，

前期高齢者交付金が決算額７億8,452万5,000円で１億1,307万2,000円の増，県支出金が決算額

２億831万5,000円で1,610万4,000円の増となりました。 

 次に，歳出の主なものについては，保険給付費が決算額30億9,340万3,000円で１億673万

7,000円の増，後期高齢者支援金等が決算額６億1,932万円で6,091万1,000円の増，老人保健拠

出金が老人保健制度から後期高齢者医療制度へ移行したことにより，決算額537万1,000円で１
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億2,461万7,000円の減，共同事業拠出金が決算額４億7,526万円で4,039万1,000円の増となり

ました。 

 以上，決算の概要について説明いたしましたが，詳細につきましては決算書の391ページか

ら435ページを御参照いただきたいと思います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，議案第74号について説明を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） それでは，平成21年度公共下水道事業特別会計の決算の概要

につきまして御説明いたします。 

 主要施策の成果及び予算執行実績報告書の45ページから47ページを御参照いただきたいと思

います。 

 平成21年度公共下水道事業特別会計の決算額は，歳入総額21億7,937万6,000円，歳出総額21

億3,699万4,000円となり，前年度と比較しまして，歳入につきましては３億5,660万6,000円の

減，歳出につきましては３億5,436万9,000円の減となりました。 

 その結果，歳入歳出差し引き額は4,238万2,000円で，翌年度へ繰り越すべき財源として

2,251万4,000円を充てると，実質収支額は1,986万8,000円となり，前年度と比較し1,342万

1,000円の減となりました。 

 初めに，歳入の主なものについては，分担金及び負担金が決算額6,084万円で5,338万8,000

円の増，使用料及び手数料が決算額４億5,794万円で3,551万3,000円の増，国庫支出金が決算

額２億7,262万4,000円で6,561万8,000円の減，県支出金が決算額１億6,025万6,000円で9,817

万8,000円の増，繰入金が決算額６億8,225万8,000円で8,263万2,000円の減，町債が決算額４

億9,670万円で２億6,250万円の減となりました。 

 次に歳出の主なものについては，下水道費が公共下水道整備事業２億7,256万円の減，霞ヶ

浦湖北流域下水道事業負担金が895万6,000円の減などにより，決算額10億1,883万円で２億

6,679万9,000円の減となりました。また，公債費については，決算額11億1,816万4,000円で

8,757万円の減となりました。 

 以上，概要について御説明申し上げましたが，詳細につきましては決算書の437ページから

460ページを御参照いただきたいと思います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，議案第75号について説明を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） それでは，続きまして議案第75号，平成21年度老人保健特別会計

決算の概要について御説明をいたします。 

 主要施策の成果及び予算執行実績報告書の49ページから51ページを御参照いただきたいと思
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います。 

 平成21年度老人保健特別会計の決算額は，歳入総額4,869万6,000円，歳出総額3,369万6,000

円となり，前年度と比較し，歳入については３億5,025万9,000円の減，歳出については３億

2,490万円の減となりました。その結果，歳入歳出差し引き額は1,500万円となり，前年度と比

較し2,535万9,000円の減となりました。 

 歳入歳出とも，平成20年４月から後期高齢者医療制度への移行に伴った，診療分月おくれ請

求等支払いに係る決算となったため，大幅な減となりました。 

 以上，決算の概要について御説明いたしましたが，詳細につきましては決算書の463ページ

から473ページを御参照いただきたいと思います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，議案第76号について説明を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） 続きまして，議案第76号，平成21年度土地区画整理事業特別

会計決算の概要について御説明いたします。 

 主要施策の成果及び予算執行実績報告書の53ページから55ページを御参照願います。 

 平成21年度土地区画整理事業特別会計の決算額は，歳入総額７億6,373万2,000円，歳出総額

６億957万3,000円となり，前年度と比較し，歳入については３億9,228万8,000円の減，歳出に

ついては２億4,875万8,000円の減となりました。その結果，歳入歳出差し引き額は１億5,415

万9,000円となり，実質収支額は同額で，前年度と比較し１億1,713万4,000円の減となりまし

た。 

 歳入の主なものについては，財産収入が決算額２億2,997万5,000円で１億5,503万4,000円の

減，町債が決算額6,610万円で5,760万円の減となりました。 

 歳出の主なものについては，事業費が本郷第一土地区画整理事業関連公共事業２億3,556万

4,000円の皆減により，決算額２億5,391万8,000円で２億3,587万5,000円の減となりました。 

 以上，決算の概要について御説明申し上げましたが，詳細につきましては決算書の475ペー

ジから489ページを御参照いただきたいと思います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，議案第77号について説明を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） それでは，議案第77号，平成21年度農業集落排水事業特別会

計の決算の概要について御説明をいたします。 

 主要施策の成果及び予算執行実績報告書の57ページから59ページまでをごらん願いたいと思

います。 

 平成21年度農業集落排水事業特別会計の決算額は，歳入総額で３億4,631万円，歳出総額で
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３億3,129万7,000円となり，前年度と比較しまして，歳入については２億9,578万6,000円の減，

歳出につきましては３億238万6,000円の減となりました。その結果，歳入歳出差し引き額は

1,501万3,000円となり，翌年度へ繰り越すべき財源として442万9,000円を充てると，実質収支

額は1,058万4,000円となり，前年度と比較しまして217万1,000円の増となりました。 

 歳入の主なものにつきましては，分担金及び負担金が決算額1,534万9,000円で933万円の減，

国庫支出金が決算額7,582万円で１億6,961万円の減，県支出金が決算額2,601万9,000円で814

万5,000円の増と，町債につきましては決算額１億3,180万円で１億3,520万円の減ということ

になりました。 

 歳出の主なものにつきましては，事業費が平成20年度に福田地区事業における工事の竣工に

伴い，汚水処理施設工事の減と，それから及び実穀上長地区事業における管路築造工事の減，

それと汚水処理施設建設工事，実穀上長地区の汚水処理建設工事の増などにより，決算額２億

3,251万6,000円で３億2,389万5,000円の減となりました。 

 以上，決算の概要について御説明いたしましたが，詳細につきましては決算書の490ページ

から511ページを御参照いただきたいと思います。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，議案第78号について説明を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） それでは続きまして，議案第78号，平成21年度阿見町介護保険特

別会計歳入歳出決算の概要について御説明いたします。 

 主要施策の成果及び予算執行実績報告書の61ページから65ページを参照いただきたいと思い

ます。 

 まず，制度施行から10年目を迎えました平成21年度の施行状況でありますが，要介護の認定

者は，制度施行直後の平成12年４月末の491人から，平成22年３月末では1,175人と139％の伸

びとなっております。これに伴いサービス利用者数も増加し，保険給付費は前年に比べまして

5.2％の増となっております。 

 このような状況を反映しまして，平成21年度介護保険特別会計の決算額は，歳入総額19億

9,941万6,000円，歳出総額19億8,330万6,000円となり，前年度と比較し，歳入については

6,851万3,000円の増，歳出については6,116万6,000円の増となり，その結果，歳入歳出差し引

き額は1,611万円で，翌年度へ繰り越すべき財源は皆無のため実質収支額は1,611万円となり，

前年度と比較し734万7,000円の増となりました。 

 初めに，歳入の主なものについてですが，保険料が保険料率の改正及び65歳以上の第１号被

保険者数の増加に伴い，決算額４億1,155万3,000円で5,578万5,000円の増，国庫支出金が平成

20年度単年度の介護従事者処遇改善臨時特例交付金が皆減になったことにより，決算額４億
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474万6,000円で664万1,000円の減，支払基金交付金が決算額５億7,399万3,000円で1,468万

5,000円の増，県支出金が決算額２億9,043万円で2,151万9,000円の増，繰入金が決算額３億

967万円で1,340万2,000円の増，繰越金が保険給付費などの歳出増により，決算額876万4,000

円で2,681万8,000円の減となりました。 

 次に，歳出の主なものについては，総務費が３年に一度の事業計画策定業務の完了に伴う委

託料の皆減等により，決算額6,075万4,000円で647万9,000円の減，保険給付費が要介護認定者

の増加及び介護報酬の増額改定などにより，決算額18億8,210万円で9,268万2,000円の増，基

金積立金が介護従事者処遇改善臨時特例交付金の基金積み立ての完了，及び保険給付費の増に

伴う介護給付費準備基金の繰り入れにより，決算額０円で3,076万8,000円の皆減，諸支出金は

償還金の増により，決算額1,143万7,000円で635万3,000円の増となりました。 

 以上，決算の概要について御説明いたしましたが，詳細につきましては決算書513ページか

ら555ページを御参照いただきたいと思います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，議案第79号について説明を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） 続きまして，議案第79号，平成21年度後期高齢者医療特別会計決

算の概要について御説明いたします。 

 主要施策の成果及び予算執行実績報告書の67ページから69ページを御参照いただきたいと思

います。 

 平成21年度後期高齢者医療特別会計の決算額は，歳入総額５億7,495万円，歳出総額５億

7,426万9,000円となり，前年度と比較し，歳入については4,861万8,000円の増，歳出について

は4,854万円の増となりました。その結果，歳入歳出差し引き額は68万1,000円となり７万

8,000円の増となりました。 

 歳入の主なものについては，保険料が２億2,700万3,000円で，前年度と比較し717万7,000円

の増，繰入金が３億3,902万7,000円で3,280万5,000円の増となりました。 

 また，歳出の主なものについては，後期高齢者医療広域連合へ納付する納付金が５億3,542

万6,000円で3,794万7,000円の増となりました。 

 以上，決算の概要について御説明いたしましたが，詳細につきましては決算書の557ページ

から571ページを御参照いただきたいと思います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，議案第80号について説明を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） それでは，最後になります議案第80号，平成21年度阿見町水

道事業会計決算について御説明いたします。 
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 阿見町歳入歳出決算書の587ページをお開き願います。 

 よろしいでしょうか。平成21年度水道事業の概況について申し上げます。初めに，給水件数

でございますが，前年度の１万3,852件から451件増えまして１万4,303件となり，3.3％の増加

となっております。次に，給水人口でございますが，前年度の３万7,161人から1,185人増えま

して３万8,346人となり，3.2％の増加となっております。また，年間総配水量は434万6,440立

方メートルで，前年より30万2,717立方メートル増加いたしました。普及率でございますが，

前年度より2.6ポイント増えまして80.6％になりました。 

 続きまして，収益的収入及び支出でございますが，水道事業収益９億4,077万7,177円に対し

水道事業費用８億809万886円となり，１億2,773万1,567円の純利益となりました。 

 事業収益の主なものは，給水収益の９億843万3,077円で全体の96.6％を占めております。事

業費用の主なものは，受水費の３億5,736万4,029円であります。 

 次に，資本的収入及び支出でございますが，資本的収入は２億864万4,500円で，加入分担金

及び県からの工事負担金及び企業債でございます。 

 続いて，資本的支出ですが，３億7,172万692円で，その主なものは設計委託料5,960万8,500

円，工事請負費１億7,919万3,000円，繰り上げ償還分を含む企業債の償還金１億1,280万9,742

円であります。 

 詳細につきましては，決算書の580ページから597ページを御参照いただきたいと思います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤幸明君） これより質疑を行います。なお，本案８件については，委員会への付

託を予定しておりますので，質疑は簡潔にお願いいたします。質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第73号から議案第80号については，会議

規則第39条第１項の規定により，お手元に配付しました議案付託表のとおり，所管常任委員会

に付託することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたします。 

 民生教育常任委員会，産業建設常任委員会では，付託案件を審査の上，来る９月24日の本会

議において審査の結果を報告されるようお願いいたします。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第８１号 平成２１年度土浦石岡地方社会教育センター一部事務組合会計歳入歳

出決算の認定について 
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○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第10，議案第81号，平成21年度土浦石岡地方社会教育セン

ター一部事務組合会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。町長天田富司男君，登壇願います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 議案第81号，平成21年度土浦石岡地方社会教育センター一部事務組

合歳入歳出決算の認定について，提案理由を申し上げます。 

 本案は，平成22年３月31日付をもって解散しました土浦石岡地方社会教育センター一部事務

組合の平成21年度歳入歳出決算について，地方自治法第292条及び同法施行令第５条第３項の

規定により，構成市町議会の認定が必要となるため提案するものであります。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で，提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。なお，本案については，委員会への付託を予定しておりますので，

質疑は簡潔にお願いいたします。質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第81号については，会議規則第39条第１

項の規定により，お手元に配付しました議案付託表のとおり，所管常任委員会に付託すること

に御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたします。 

 民生教育常任委員会では，付託案件を審査の上，来る９月24日の本会議において審査の結果

を報告されるようお願いいたします。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第８２号 農業集落排水資源循環統合補助事業実穀上長地区処理施設機械電気設

備工事請負契約について 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第11，議案第82号，農業集落排水資源循環統合補助事業実

穀上長地区処理施設機械電気設備工事請負契約についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。町長天田富司男君，登壇願います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 次に，議案第82号，農業集落排水資源循環統合補助事業実穀上長地

区処理施設機械電気設備工事請負契約について申し上げます。 
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 本工事は，実穀上長地区において事業を推進しております農業集落排水事業に係る処理施設

の機械電気設備工事を行うものでありますが，地方自治法並びに議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得または処分に関する条例の規定により，議会の議決を求めるものであります。 

 工事の概要につきましては，お手元に配付いたしました工事概要書のとおりであります。 

 以上，提案理由を申し上げました。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で，提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。なお，本案については，委員会への付託を予定しておりますので，

質疑は簡潔にお願いいたします。質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第82号については，会議規則第39条第１

項の規定により，お手元に配付しました議案付託表のとおり，所管常任委員会に付託すること

に御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたします。 

 産業建設常任委員会では，付託案件を審査の上，来る９月24日の本会議において審査の結果

を報告されるようお願いいたします。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第８３号 阿見小学校校舎耐震補強工事請負契約について 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第12，議案第83号，阿見小学校校舎耐震補強工事請負契約

についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。町長天田富司男君，登壇願います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 議案第83号，阿見小学校校舎耐震補強工事請負契約について申し上

げます。 

 本工事は，阿見小学校校舎の耐震補強工事を行うものでありますが，地方自治法並びに議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例の規定により，議会の議決を求

めるものであります。 

 工事の概要につきましては，お手元に配付いたしました工事概要書のとおりであります。 

 以上，提案理由を申し上げました。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で，提案理由の説明は終わりました。 



－36－ 

 これより質疑に入ります。質疑を許します。 

 13番小松沢秀幸君。 

○１３番（小松沢秀幸君） 従来ですと委員会付託があるわけですが，その委員会付託をしな

いで，今ここで議決をしようとするについて，どういうことなのか，改めて町長から確認をさ

せていただきます。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） お答えいたします。この事業についてはですね，国庫補助事業に

伴う22年の３月に繰越明許っちゅうことで議決いたしました繰越明許の事業なんで，繰越明許

の繰越明許っちゅうのはありませんので，できるだけ速やかに工事を施工したいっちゅうこと

で，ここでお願いするもんでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

 13番小松沢秀幸君。 

○１３番（小松沢秀幸君） これは，最終日までの採決というところまで延びても11日間です

よね，あ，14日か。いずれにしても，その時間も惜しいと。で，そのいわゆる，町として頼む

のには，いわゆるこの期間の中で事業ができますということを前提にして入札もするし，言う

ならば，どこの事業者がどんなふうにやってくかということの中には，きちんと工期日程とい

うのも入ってるわけですよね。だとしたならば，一番最初に，今，仮契約に進んでるんだと思

うんですが，仮契約の中でも，いわゆる議会の議決があった後，繰越明許が使える範囲の中で

工事はできますということで，今，仮契約になってるんだと思うんですが，そこをなぜ，改め

て今日の採決がというふうになるのか。要は，そこの14日間というのが，契約の中には明らか

になっていながら，それを改めてこういう形にするというところが，何となくわかりにくいも

のですから。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 今回，新聞等，御存じかと思うんですが，阿見町はですね，耐震

化率が今のところ43％っちゅうことで，44市町村の最下位のほうなんですけど，この事業が終

われば59.3％っちゅうことで，早目に安心，安全な学校教育ができるように，一日でも早くっ

ちゅうことで，よろしくお願いしたのでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

 ７番石井早苗君。 

○７番（石井早苗君） それでは，ちょっと質問。ごく初歩的です。この耐震化工事をするこ
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とによって，大体，震度どれぐらいまで耐震できるんですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） はい，お答えいたします。震度６強と聞いております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

 11番久保谷実君。 

○１１番（久保谷実君） 先ほど，次長の説明の中で，今，耐震化が43％だと。で，これをや

れば五十何％になるんだと。で，結局，これの最終的な工事の仕上がりは３月25日という契約

をしているわけですよね。 

○教育次長（竿留一美君） はい。 

○１１番（久保谷実君） もしも，そのために14日間，その，今日議決をするんだということ

であれば，さっきのそのパーセンテージの問題からしたらば，この３月25日を例えば２月25日

にするとか，そんだったら理屈がわかりますよ。その今日やることと，３月25日って，その日

にちが切ってあるわけだから，そのさっき言った五十何％になるんですっていうのは，全然関

係ない話になっちゃうんじゃないんですか。３月25日までに工事をやってくださいよっつう契

約をするわけだから，契約は。で，これが２月25日までにやってあげれたら，１カ月早く五十

何％になるんですよというんであればわかりますよ。そこはどういうことなんですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 御指摘のとおりでございます。 

○議長（佐藤幸明君） 11番久保谷実君。 

○１１番（久保谷実君） いやいやだから御指摘のとおりじゃなくて，それはだからどういう

意味で，だから次長が五十何％になりますからって言うんだったらば，この３月25日を例えば

２月25日にしますと，そのために阿見町は五十何％になりますと，そのために最終日じゃなく

て今日議決を欲しいんですと。そんだらよくわかりますよ。そうじゃないってことは，何のた

めに今日やるのかっつうことがちょっと理解できないんだよね。今までいつも委員会を通して

最終日にやってきたと。こういうことはめったにないことですよね。何のために今日議決をせ

なくちゃならないかっつうのが，ちょっと説明が納得できないんで，もう一回。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 説明，申しわけございません。国の一応，補助事業っちゅうこと

で，ひもつきの事業でもあるし，これで流しちゃうと補助がもらえないちゅう部分も，可能性

もあるんで，できるだけ一日でも早く施工するちゅうことで，よろしく御理解願いたいんです

けど。はい。 
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○議長（佐藤幸明君） 11番久保谷実君。 

○１１番（久保谷実君） あの，例えばさ，その，今日決めなければ流れちゃうとか，そうい

う問題を言ってるわけじゃないでしょうよ，おれが言ってんのは。だから，今のやつは全然答

弁になんないでしょうよ。なぜ，いつもどおり，その最終日にやるんじゃなくて今日やるとい

う理由はどこにあるんですかっつうことが，今，問題になっているわけだから。そこのところ

の説明をしてくれなくちゃ。 

○議長（佐藤幸明君） 町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） やっぱり一日でも早くこの仕事を終えなければならない，そしてま

た，本当に３月25日までにつくるためにもね，やはりなるべく早くこの議決を得ないと，やは

りその期間を超してまでね，できないという状況。繰越明許費っていうのは，もう１年，もう

本当は去年やるべき仕事を今年に回して，そうすると，また来年というわけにはいかないって

いう予算の執行なんですよね。そういう意味では，やはり今回この時期に早く契約をしていた

だいて，そんで，やはりなるべく早目にできるような状況をつくっていきたい，これが執行部

のほうの考えであります。確かに，14日おくらしてもいいんじゃないかっていう１つの意見も

あるかわかんないんですけど，やっぱりその前に，今日，本当に議決ができるんであれば，や

はり議決をして，早く工事に取りかかり，やっぱり安心してですね，子供たちが通えるような

状況をつくっていくことが一番大事なのかなと，そう思ってますんで，どうか御理解をお願い

いたします。 

○議長（佐藤幸明君） 11番久保谷実君。 

○１１番（久保谷実君） よくわかりました。で，最後の確認なんですけども，３月25日まで

に仕上げるために，この14日間というのは，それほど大切な意味を持ってるっていうことなん

ですね。それだけ確認しときます。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 今，町長が答弁したように，一日でも早く，この14日早く終わら

せるっちゅうことで，御理解願いたいと思います，はい。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） ちょっと角度を変えまして，えっとですね，これが契約が，契約で

ない，今日，承認されたということで，一日でも早くといったら，明日から工事かかるんです

か。それが１週間，十日おくれたんじゃ意味がないですよ。どうですか，そこは。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 契約をしないとですね，業者さんが動けないんですよね。それで

御理解をお願いしたいんですけど，ええ。 
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○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第83号については，会議規則第39条第３

項の規定により，委員会への付託を省略することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたします。 

 これより討論に入ります。討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。本案は原案どおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。よって，議案第83号は，原案どおり可決する

ことに決しました。 

 それではここで暫時休憩いたします。 

 会議の再開は午後１時からといたします。 

午前１１時５８分休憩 

―――――――――――――― 

午後 １時００分再開 

○議長（佐藤幸明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま，11番久保谷実君が退席いたしました。したがいまして，ただいまの出席議員は17

名です。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第８４号 阿見中学校校舎耐震補強工事請負契約について 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第13，議案第84号，阿見中学校校舎耐震補強工事請負契約

についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。町長天田富司男君，登壇願います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 議案第84号，阿見中学校校舎耐震補強工事請負契約について申し上

げます。 

 本工事は，阿見中学校校舎の耐震補強工事を行うものでありますが，地方自治法並びに議会
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の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例の規定により，議会の議決を求

めるものであります。 

 工事の概要につきましては，お手元に配付いたしました工事概要書のとおりであります。 

 以上，提案理由を申し上げました。慎重審議の上，議決いただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で，提案理由の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑を許します。 

 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 何で笑ってんのかな。えっと，入札書き取り書ちゅうんですか，の

中で，松浦建設さんが，無効というふうに書いてるんですよね。これ普通，何かあの，最低制

限価格を下回ってあるために無効ち書いてんだけど，ここ何も書かないで無効っちて書いてい

るの，これがちょっと私，意味がわからないんで教えてください。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 質問にお答えいたします。この案件については，一般競争入札の，

まあ公告いたしまして，仕様書なんですけど，公告の中に，この工事入札について，さきの，

要するに阿見小学校校舎耐震補強工事で落札候補者となったものは，この工事の入札に参加は

できませんということで公告しております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） それはもう，事前に仕様書にそう書いているわけですね。そうする

と，この人が入札をしたんだけど無効にしたのか，もう初めっから入ってこなかったのか，入

札に，応札しなかったのかと。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） この一般競争はですね，郵便でやっておりまして，札は入ってお

ります。ただ，開封はしておりません。 

 以上です。松浦さんの……ですけど。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） だって，あの，初めから資格がない人を入札指名することはないで

しょ，業者に。 

○教育次長（竿留一美君） はい。 

○１０番（藤井孝幸君） だって，資格がないんだもん，阿見小学校とってっから，阿見中に
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は，もう入札する業者の資格はないわけですよ。それが，入札の行為をやるっちゅうことその

ものがおかしいんじゃない。それは，事前に連絡は悪いのか，向こうが仕様書をよく読まなか

ったのかとかという２つですよね。どっちですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） お答えいたします。公告はですね，阿見小，阿見中一緒なんです。

だから一緒に送られてきますから，まずは阿見小を先，開封しますんで，その中で，落札業者

が松浦さんが決まりますから，次の部分については，松浦さんはあけないで，そのままっちゅ

うことで，よろしくお願いします。 

○１０番（藤井孝幸君） 了解。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありませんか。 

 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 阿見小と阿見中の図面見てみますと，今，議題になってます阿見中

のほうの完成後，下，１階がバッテンが，何つうか，Ｘになってて，あと，阿見小の場合には，

それがＸじゃなくて，片側，片面しかないわけですけども，で，あと，工法も違うみたいなん

ですけども，この工法が違ったのはどういう理由なのか，あと，このバッテンになった部分っ

てのは，これ何でバッテンにするのかなっつう感じがするんですけども，この工法について，

ちょっと説明をお願いしたいっていうふうに思います。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質疑に対する答弁を求めます。学校教育課長黒井寛君。 

○学校教育課長（黒井寛君） お答えします。まず，工法の選定なんですけども，阿見小，阿

見中とも耐震診断というのを実施いたしまして，その耐震診断の結果によって工法を選定して

ございます。で，それぞれ持っている保有体力が違いまして，阿見小学校のほうが，ごらんに

なってわかるように，工事費も高くなっております。なぜかといいますと，補強する工面って

いうんですけども，柱とはりに囲まれた面を工面っていうんですけども，阿見小学校のほうが

補強を要する工面数が多かったということと，それから建物を見ていただいて，グラウンドか

ら見た面，これは補強するのをＹ軸の方向の補強，それからそれと直行の方面を，あ，Ｘ軸の，

あのグラウンドから見たのをＸ軸の補強，それに直行する分をＹ軸の補強というんですけども，

阿見小学校のほうがＹ軸の補強の必要な面が多かったということで，それぞれ最適な工法とい

うことで，同じ工法ではなくてですね，パラレルユニット工法と，もう１つＫＴブレース工法

という工法を採用しております。 

 で，バッテンは何かということなんですけども，水平力に対抗するために，木造でいいます

とブレース，筋交いのような構造の部材となっております。それぞれ視線を妨げないようにで

すね，太い鉄骨ではなくて，鋼管なりワイヤーなりというものを採用する工法を採用しており
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ます。 

 あともう１つ何でしたっけ。 

〔「工法と」「バッテンだろ」と呼ぶ者あり〕 

○学校教育課長（黒井寛君） そうですか。以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに質疑はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第84号については，会議規則第39条第３

項の規定により，委員会への付託を省略することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたしました。 

 これより討論に入ります。討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。本案は原案どおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。よって，議案第84号は，原案どおり可決する

ことに決しました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    請願第１号 土地改良事業関連予算の確保に関する請願書 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第14，請願第１号，土地改良事業関連予算の確保に関する

請願書を議題といたします。 

 本案については，会議規則第92条第１項の規定により，提案理由の説明，質疑を省略し，お

手元に配付しました議案付託表のとおり所管常任委員会に付託いたします。これに御異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたしました。 

 産業建設常任委員会では，付託案件を審査の上，来る９月24日の本会議において審査の結果

を報告されるようお願い申し上げます。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    休会の件 
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○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第15，休会の件を議題といたします。 

 委員会審査及び議案調査の都合により，９月10日から９月20日までを休会にしたいと思いま

す。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたします。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    散会の宣告 

 

○議長（佐藤幸明君） 以上で本日の日程はすべて終了しました。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

午後 １時１０分散会 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第  ２  号 

〔 ９ 月 21 日 〕 
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一般質問通告事項一覧 

平成２２年第３回定例会 

一般質問１日目（平成２２年９月２１日） 

発 言 者 質 問 の 趣 旨 答 弁 者

１．藤井 孝幸 １．行政の継続性について 町   長

２．紙井 和美 

１．火災予防，及び応急処置の習得でいのちを守る 

 

２．男女共同参画を推進するためのセンター設立と窓口

の独立を 

町   長

教 育 長

町   長

 

３．浅野 栄子 
１．阿見町の家族の絆・地域の支え合いは大丈夫か 

２．35人学級の早期実現を 

町   長

教 育 長

４．細田 正幸 

１．霞ヶ浦湖岸の出来る所からの整備を 

２．水道料金原水の値下げ要望が実現したら，水道料金

を値下げするのか 

町   長

町   長

５．川畑 秀慈 

１．丸尾カルシウム土浦工場脇の町道のその後の進捗に

ついて 

２．阿見町の窓口業務サービスの拡大について 

町   長

 

町   長
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午前１０時００分開議 

○議長（佐藤幸明君） 皆さん，おはようございます。定刻になりましたので，これから本日

の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は18名で，定足数に達しておりますので，会議は成立しました。 

 本日の議事については，お手元に配付しました日程表によって進めたいと思いますので，御

了承願います。 

 これより議事に入ります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    一般質問 

 

○議長（佐藤幸明君） 日程第１，一般質問を行います。 

 一般質問の順序を通告順とし，質問時間を１時間といたしますので，御協力のほどお願いい

たします。 

 初めに，10番藤井孝幸君の一般質問を行います。 

 10番藤井孝幸君の質問を許します。登壇願います。 

〔１０番藤井孝幸君登壇〕 

○１０番（藤井孝幸君） 皆様，おはようございます。暑いですけども，しばらく辛抱して…

…。ここも暑いんですよ，電気で。通告に従い質問をいたします。 

 いよいよ本格的な予算編成の時期が到来をいたします。天田丸の新しい船出となるわけであ

ります。天田新船長がどのようなかじ取りをするか興味津々でもあり，我々議会は天田丸の進

行方向に注視しなければなりません。新船長が財政状況が厳しい時代に，どのような知恵を絞

り18の約束を実現していくか。 

 そこで，今回私の質問は行政の継続性についてであります。継続性といってもすべて継続す

るというわけにはいかないと思います。自分の特徴を出しながら船出することは大変重要なこ

とであります。私も町民のためであるということであればもろ手を挙げて賛成をいたしますし，

応援もするつもりであります。しかしながら，進路を急激に変更するのは町政を混乱させる場

合もあると思います。 

 このようなことわざがあります。「賢者は歴史に学び，愚者は体験に学ぶ」という。これは，

ドイツのオットー・フォン・ビスマルクという鉄血将軍と言われたドイツを統一した初代の首

相です。「賢者は歴史に学び，愚者は経験に学ぶ」という。これはですね，要は賢い人は歴史

を，つまり過去を学び，愚か者は自分の経験でしか物事を判断しないと，非常に視野が狭くな

るということであります。 
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 卑近な例が鹿児島県の阿久根市の竹原慎一市長です。議会を無視して専決で何事も決めてい

く。市は大混乱をしています。後の建て直しに多くのエネルギーと時間を浪費しなければなり

ません。また，名古屋市の河村たかし市長もしかりです。言っていることは市民受けすること

は確かです。間違ったことは言っておりません。ただ，急激な変化と独断専行で議会から猛反

発を受けているわけでございます。そして，自分の推薦母体の議員からも反対をされる。これ

も，市民感情を二分し，市政の混乱と停滞を招き，執行部も議会も大変迷惑な状態でございま

す。 

 改革の産みの苦しみといいますが，改革の名のもとに無駄な混乱，時間の浪費，町政の停滞

は厳に慎まなければなりません。事によっては時間をじっくりかけて解決することも必要であ

ろうと思います。町政の混乱，浪費，停滞を招かないように厳正にチェックするのが議会の

我々の役目であろうと思います。 

 そこで質問をいたします。１つ，町長は今までの人脈や実績は役に立たないと言っておられ

ます。このことはどういう意味なのか。過去の実績，人脈を無視し，過去を否定し町政をどの

ようにリードしていくのかをお尋ねをいたします。 

 次の質問です。町長になったのだから，やりたいことは何でもやると。これは気概，大変頼

もしく思います。が，選挙公約の４つの誓い，６つの改革，18の約束，この中から私が気にな

る点についてお尋ねをいたします。もちろん，これは18の約束は町民のためになるかならない

のか，こういう観点から質問をするわけでございます。 

 質問です。町長退職金の廃止，これは可能なのか。また，公用車の廃止をすると言っており

ますし，現実に実行しているわけですが，その結果と現状はどうなっているのか。 

 ３つ目の質問です。入札及び地元業者の育成についてお尋ねをいたします。 

 １つ，入札改革で随意契約を一般競争入札にすると。これは前町長が常々言っておりました

が，町長就任以来，どのような事業を一般競争入札にしたのか。 

 ２番目，小中学校のパソコン入札の状況についてお尋ねをいたします。この夏，阿見町の全

小中学校11校のパソコンを全部入れ替えました。ほとんど全部。大体530台，それからサーバ

ー，プリンター等含めまして相当なものでございますが，落札業者はどこか。なぜその業者に

なったのか。その経緯と経費の増減についてお尋ねをいたします。 

 ３番目，入札に関連し，地元業者それから地元企業の育成など，どのように考えているのか

をお尋ねをいたします。 

 これは質問３つ目の小項目の１，２，３という質問ですね。 

 質問の４番目，民間活力の活用と事業費の大幅削減の項目で，民間にできることは民間に任

せると言っています。これは，私も大いに賛成するところでございますが，どのような事業を
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民間に任せるのかをお尋ねいたします。 

 質問の５番目，町有財産，未利用地の活用や売却，既存施設の利用促進を積極的にと言って

いますが，具体的にはどの用地・施設を活用し売却をするのかをお尋ねいたします。 

 質問６，中学生の医療費を段階的に無料化するということを言っておられますが，６月議会

で無料化はしない，できない，いつ実行するかわからないというふうに答えております。これ

はなぜかということでございます。 

 質問の７番目，私は川田前町長の最後の議会で，町政を担い４期16年，それなりに成果を上

げてきておりました。で，次期町長に川田町政16年の間のどんな事業を継続していただきたい

かと私は前町長にお尋ねをいたしました。この場で。これは行政の継続性の必要性というのを

私が考慮したからであります。そして，川田前町長は実に懇切丁寧に真剣に答えていただきま

した。 

 川田前町長が継続を望む事業を，天田町長はどのように対応するのかをお尋ねをいたします。

つまり，継続を見直し・廃止についてでありますが，廃止・見直しについては，その理由をお

答えいただきたい。継続するのであれば，現行の方法で実施するのか，修正をして実施するの

かをお尋ねいたします。 

 で，前川田町長が継続を希望した事業というのは６つあります。その１つは荒川本郷地区の

対応を適切にお願いしたい，こういうことを希望しております。それから２番目に，平地林保

全対策事業について事業量を拡大し継続実施を望むと。３番目に景観形成道路事業を発展的に

継続してほしい。４番目に保育所待機児童の解消と放課後児童クラブ入所枠の拡大をお願いし

たいと。こういうふうに希望しております。それから５番目に，10年以上の実績を持つ国際交

流事業の着実な実施と内容の充実を図ることをお願いしますと。こういうことです。６番目に，

霞ヶ浦湖岸公園構想の推進。この６つを継続希望事業としてお話をされました。 

 どうか天田町政，この継続希望する事業にどう対応するのか，その概要をお答えいただきた

いと思います。詳細は，いずれかまたこの議会で，また議論をいたしたいとは思います。 

 質問の８番目，窓口サービスの年中無休と組織をスリム化して人件費を削減すると言ってお

られます。これをどのようにいつから実施するのかをお尋ねいたします。 

 で，質問の９番目，天田町長の選挙公約を実施するためには，大幅な予算の組み替えが必要

になるわけであります。と思います。現在町は，借金も徐々に減少し，財政状況も県下ではあ

る程度安定した自治体というふうに言うことができます。18の約束を実現するための行程表を

御提示いただきたいと思います。つまり，いつまで，何をやるか。予算の裏づけはどうするの

かをお尋ねをいたします。 

 以上，９つの質問をいたしましたが，明確な御答弁を期待をしております。終わります。 
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○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君，登壇願

います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 皆さん，おはようございます。藤井議員の行政の継続性についての

質問にお答えします。 

 まず質問１，「今までの人脈や実績は役に立たなくなっています」と言っているが，この意

味は何か。過去の実績は無視，過去をすべて否定し，どう町政をリードしていくのかについて

であります。 

 とてもではありませんが，過去の実績また過去をすべて否定していたら町政のリードはでき

ません。これは当たり前のことであります。 

 「今までの人脈や実績は役に立たなくなっています」というのはですね，選挙期間中に町選

管が発行した選挙公報等に掲載した一部であります。その全文は「政治の流れは大きく変わり

ました。政権交代によって，今までの人脈や実績は役に立たなくなっています。トップリーダ

ーが，大きな政治的変換に柔軟に対応できなければ，阿見町の発展もありません」というもの

であります。やはり，木でなくて森を見ていただきたい。 

 昨年の８月に政権交代がありました。御存じのとおり，現実の自治体運営の中でさまざまな

政策を実行するためには，それまでの仕事やつき合いの中で人脈を利用し，時には頼み込みな

がら，県及び国の補助制度等を最大限活用する必要があります。歴代の町長もそのようにして

政策を実行していったものではないかと思います。 

 今の政権は民主党であります。このたび小泉俊明衆議院議員も国土交通省の政務官になりま

した。また，大畠衆議院議員は経済産業大臣であります。 

 私が当選することが，町民の利益になる政策をよりスムーズに実行できるということを申し

上げたつもりであります。 

 「過去を全て否定し」及び「実績は無視」と，通告書にありましたが，広報あみ５月号に掲

載した，私の町長就任のあいさつで述べた「しがらみやマンネリは廃止，よいところを引き継

ぐ」というのが，町民にお約束したことであります。今後ともその姿勢に基づいて町長の職務

に全力を尽くす所存であります。 

 次に，質問２の最初の質問，町長退職金の廃止は可能かについてであります。 

 町職員の退職手当については，県内全市町村で構成する茨城県市町村総合事務組合において

共同処理を行っておりますので，特別職も一般職の職員も同組合の条例・規則に基づき支給さ

れることになっております。 

 したがいまして，阿見町長の退職手当を廃止するためには，同組合の関係諸規定の改正が必
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要であることから，現時点においては，関係諸規定の改正を同組合にお願いしているところで

あります。御質問の，廃止が可能かについては，他県においての事例もありますので，可能で

あると考えております。 

 次に，公用車の廃止の結果と現状はどうなっているのかについてお答えいたします。 

 前町長が使用していた黒塗りの町長車については，本年７月30日に契約し購入した公用車の

下取り車といたしました。また，現状はどうなっているのかとの質問ですが，現在は事務用公

用車のうちの一台であるハイブリッド車を使用しております。 

 次に，質問３についてであります。 

 入札及び地元業者育成について，３つの御質問をいただいております。 

 まず１点目の入札改革です。どのような事業を随意契約から一般競争入札にしたのかについ

てであります。これまで随意契約で行っていた契約を一般競争入札に変更したという案件は，

現時点ではございませんが，競争性を高め，より経済効果のある一般競争入札の拡大に取り組

んでいきたいと考えております。 

 次に質問３の２点目，小中学校のパソコン入札の状況についてであります。 

 これは随意契約で，ある会社に7,700万という金額で提示されてきた案件です。これではひ

どいんじゃないかと，もう少しよく見直してからやったほうがいいということで，今回の入札

になったわけです。 

 賃貸借業務と設定及び保守業務に分けて，賃貸借業務は９社，設定及び保守業務は10社を指

名し入札を行いました。最低価格で入札した株式会社ニューライフと賃貸借業務は5,481万円，

設定及び保守業務は3,937万5,000円で契約いたしました。落札率は全体の64％以下となってお

り，平成22年度で約2,300万円の経費削減になっております。 

 次に質問３の３点目，地元企業の育成についてどのように考えているのかについてでありま

す。この点については，これまでも議会等からの要望もあり，分離・分割発注や入札参加企業

の地域要件の設定等取り組んできたところでありますが，今までも町内事業者の受注機会をな

るべく多くするように，そういうことを私は言っております。そういう中で，もう町が町内業

者を育成する，そういう時代は過ぎた。あくまでも町民の利益が第一であります。そういう中

では，やはり競争の原理を積極的に取り入れなければならない。そう考えております。 

 次に質問４，民間活力の活用についてであります。民間活力の活用につきましては，行政が

担うべき役割を再確認し，民間でできる事業の抽出を行うとともに，費用対効果を勘案した上

で，民間に任せることにより，事業費の削減を図ることが大変重要だと考えております。 

 具体的な事業については，今後，事業仕分け等の手法により検討していきたいと考えており

ますが，私も議員時代，指定管理者等による公共施設の管理運営や，里親制度を活用した道路
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や公園の管理など提案さしていただいております。町民との協働も含めた中で検討していきた

いと考えております。 

 次に質問５の，町有財産，未利用地の活用・売却についてであります。具体的にどの用地・

施設を活用・売却するのかとのことでありますが，現時点においては，まだ具体的に申し上げ

る段階には至っておりません。町有財産は，事務事業を執行するために直接利用する行政財産

とそれ以外の普通財産とがありますが，行政財産は用途・目的がある財産であるため，売却等

の処分ができず，貸し付けや売却ができるのは普通財産であります。 

 現在，町有財産としては，土地に関して申し上げますと，白地の道路・水路等除きますが，

行政財産が約260ヘクタール，普通財産が約1.3ヘクタールであります。ただし，行政財産の中

には，今は無理でも将来的には売却可能な土地が含まれていることも考えられるため，町有財

産の現状や将来計画等を踏まえ取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に質問６，中学生の医療費を段階的に無料にするとあるが，６月議会で実施しないと答え

た。なぜ，についてであります。子供の医療費助成につきましては，厳しい財政運営の中であ

りますが，10月から子育て世代における経済的負担を軽減するための支援策として，小学６年

生まで所得制限を設けず，入院時の食事代を除く医療費無料化の実施に取り組むものでありま

す。 

 議員御質問の中学生の医療費無料化につきましては，公約において段階的に実施するとお示

ししていますが，対象者の拡大には，毎年経常的に多額な費用が必要であります。そのため財

源確保が非常に重要な課題となっておりますので，６月議会の一般質問，細田さんの質問で，

今の段階では，すぐに実施できないとお答えしたものであります。藤井議員は特に行財政改革

に熱心でありますので，その点はどうか，みずから行財政改革でお示ししていただき，お金を

生み出していただきたい，そう考えております。 

 質問７についてでありますが，川田町長が最後の定例会の折，藤井議員の新町長に継続して

いただきたい事業は何かとの質問に対し，川田前町長が答弁した６つの事業について，私がど

のようにするのか，１つ１つお答えいただきたいというものであります。 

 お答えする前に，藤井議員も御記憶のことと思いますが，私の所信表明の中で，私の公約と

平成25年度までの阿見町第５次総合計画後期基本計画が目指す方向性は，基本的には一致して

いるものと認識しておりますと述べたことを申し上げておきます。 

 それではお答えいたします。まず，１番目の荒川本郷地区の対応を適切にお願いしたいにつ

いてであります。荒川本郷地区については，町は土地区画整理事業の中止後，都市計画道路を

中心に地区計画による町づくりを行うといたしました。良好な住環境の形成に向け，建築物の

制限や生活道路である地区施設道路の配置などを検討し，平成21年度，３本の骨格となる都市
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計画道路が供用したのにあわせ，都市計画における用途地域の変更，地区計画の変更を行い，

今後の方向性を明確にいたしました。 

 さらに，市街化区域としてふさわしい土地の利活用を導くためには，地区内の大規模地権者

であるＵＲ都市機構との協調協力体制は不可欠であると考えており，また地域住民の方々の意

見を十分に反映しながら，今後の具体的な土地利用に向けた検討を行ってまいります。 

 次に質問７の２番目，平地林保全対策事業について事業量を拡大し継続実現を，についてで

あります。平地林保全整備事業は，平成19年度まで，年間２ヘクタール強の整備を実施してま

いりましたが，平成20年度からは，県の森林湖沼環境税を財源に身近なみどり整備推進事業が

導入されたことから，年間５ヘクタール程度まで事業量を拡大し，整備を推進しております。 

 今後も，国・県の補助事業を積極的に活用しながら，主要幹線道路沿いの景観も考慮して効

果のある場所で，あわせて整備後の良好な管理を継続できる箇所を重点的に選定し，事業を継

続推進してまいります。 

 次に質問の３番目，景観形成道路事業を発展的に継続してほしい，についてであります。景

観形成事業といたしましては，計画的に景観誘導していく必要がある道路として，都市計画道

路新町・中郷線をはじめとした，都市軸道路並びに国道125号バイパスを景観形成道路に指定

し，沿道景観づくりを進めております。これは前川田町長の引き継ぎの折にもこの問題を出さ

れ，私も了解をいたしました。 

 具体的には，景観形成道路を土地利用の状況から幾つかの区間に区分し，その区間ごとに，

周辺環境と調和した町並みが形成されるよう，建築行為等を行う際守っていただく基準を定め

ております。昨年度は，新たに開通した荒川沖・寺子線について基準を策定いたしました。今

後も，都市軸道路の整備状況に応じ基準を策定し，良好な沿道景観をつくり進めてまいります。 

 次に質問７の４番目，保育所待機児童の解消と放課後児童クラブ入所枠の拡大についてであ

ります。保育所待機児童の解消については，積極的な民間保育所の誘致と，あわせて保育ママ

制度と呼ばれている家庭的保育事業等についての検討など，本町のニーズに合った子育て支援

策を検討してまいりたいと考えております。 

 放課後児童クラブ入所枠の拡大については，現在も施設の状況を考慮して，受け入れが可能

な限り高学年までの受け入れを実施しております。阿見第二小・実穀小・吉原小・君原小学校

区で実施しており，平成23年度から阿見第一小学校区でも高学年までの受け入れを検討してお

ります。 

 今後，舟島小・本郷小・阿見小学校区においても，高学年までの受け入れができるよう施設

整備を含めた事業計画を策定した上で，計画的に拡充してまいりたいと考えております。この

両者の取り組みについては，子育て支援施策として阿見町第５次総合計画後期基本計画，次世
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代育成支援対策後期行動計画を基本とし，継続して取り組んでまいります。 

 次に質問７の５番目，10年以上の実績を持つ国際交流事業の着実な実施と内容の充実を図る

ことについてであります。今回も無理に国際交流の会長として川田前町長にお願いをいたしま

した。快く引き受けていただいたものであります。国際交流事業については，川田前町長を中

心に，10年以上にわたり，町民主体の草の根活動を推進してこられました。この実績を着実に

継続させるため，町としても支援をしてまいりたいと考えております。 

 次に質問７の６番目，霞ヶ浦湖岸公園構想の推進についてであります。霞ヶ浦環境を保全す

るということは，霞ヶ浦湖岸に位置する自治体としての使命でもあり課題でもあります。その

中で，他自治体に先駆け，環境保全と観光資源として活用した霞ヶ浦湖岸公園構想を打ち出し

たことは評価できることですので，私としましても事業を継続していく考えであります。しか

し，その内容等については，社会情勢の変化及び当町の観光形態等から判断し，見直しをして

いく考えであります。 

 次に質問８，窓口サービスの年中無休と組織のスリム化についてであります。まず，窓口サ

ービスにつきましては，本年４月より町税等のコンビニ収納を開始し，さらに６月からは休日

開庁時間を半日から一日に拡大・延長し，町民課業務の一部と町税等の納付業務を行うなど，

サービス向上に努めているところであります。 

 窓口サービスの年中無休については，こうした現行の取り組みの利用状況を検証するととも

に，利用される町民の意見を聞きながら，行政機関のみならずコンビニ等の民間を活用して，

さらなる充実を図ってまいりたいと考えております。 

 次に，組織のスリム化につきましては，行政改革により，職員削減とあわせて随時検討を進

めているところであります。平成23年度は，消防本部の広域合併等について検討を進めてまい

ります。また，組織機構の見直しに合わせ，適正な人事評価を行い，職員の適正配置を行うこ

とにより，組織の機能化，機動化を進め，人件費の抑制につなげてまいります。 

 次に質問９の選挙公約であります18の約束をいつまでに，その予算の裏づけはどうするのか

についてであります。私が，６月定例会において，所信表明の中でお示ししましたとおり，18

の約束は，最重要課題ととらえ，進めているところであります。議員の御指摘のとおり，本町

の財政状況は，ある程度安定しておりますが，しかしながら，世界同時不況による景気低迷の

影響が法人税の減収にあらわれているように，依然として財政運営環境は大変厳しいものと認

識しているところであります。 

 本年度も，平成23年度の予算編成時期に入ってまいりましたが，さきに申し上げました18の

約束を総合計画上の主要政策との調整を図り，事業進展の方針を立て，予算案の編成を進めて

まいりますので，方針が固まり次第，お示しをして説明させていただきたいと考えております。 
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 なお，事業の選択については，諸事業の優先性を考慮するとともに，事業仕分けを導入する

など，行財政改革を実行するとともに企業誘致等による税収の増加策を進め，政策実行の財源

確保を図って，その実現に向けて努めてまいりたいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 質問の１番目の，町長が今までの人脈や実績は役に立たなくなって

きますというようなことを，ここで人脈を利用して実績も尊重するというお言葉を聞いて，私

も安心をしましたのでよろしくお願いをします。どうもちょっとね，過激な表現だったもんで

すからね，ちょっと目についたんですよ。まあ今後とも歴史に学びながらよろしくお願いいた

します。 

 それから，退職金の廃止はですね，これ私も市町村会に電話したんですよ。そしたらね，規

則を改正しないとできないと。茨城県下全部同じですから。一般の職員も特別職も。だから，

現時点では44市町村長が全部それは要らないと言わない限りは，――全部ちゅうか半数以上で

すか，規則の改正ですから――言わない限りは多分廃止できないんですよ，これ。担当者もそ

う言ってました。供託も難しい。寄附も難しい。ということで，結局現時点では廃止できない。

４年後にまた廃止できるかったら，これ44の市町村がどう考えているかですよね。規則改正せ

ないかんから。だから，非常に難しいんじゃなかろうかというようなこと。難しいというか，

はっきり県の担当者言いませんでしたけどもね。なかなか困難ではないでしょうかと。こうい

うお話をしておりました。だから，これはまあ多分，私の感覚では，全市町村長が承諾すると

は思えませんので，多分できないでしょう。 

 できないからといって，阿見町が職員の分担金を町長だけ出さないちゅうわけにもいかない

し，組合ですから。だから結局棚上げになっちゃうんですよね。まあ，そういうところを含ん

でおいて。まあ，いずれ退職金は廃止というのができないという現状が出てくると思いますの

でね。４年後には。そこの点をちょっと，努力を見守っていきたいと思います。 

 それから公用車の廃止もね，黒塗りが白になっただけで，大したあんまり影響はない。運転

手もついてるし。だから，そんなにその。どれぐらいで下取りしたか，ちょっとわかりません

けども，公用車は公用車の廃止じゃないですよね。公用車はあるんですよ。色が変わっただけ

で。そういうことです。 

 それとですね，随意契約から一般競争入札というのは，今までですね，４月から160件ぐら

いあるんですね。契約したのが。その中で１件も一般競争入札がないちゅうのが，ちょっと私

もよくわからないんだけど，随意から一般競争になったのが。これからもやりますということ

で，ぜひそれはよろしくお願いします。そういう約束ですからね，はい。随意契約というより

も一般競争入札をやりましょう。ね。 



－58－ 

 それからですね，次パソコンの入札の件ですが，パソコンは全小中学校，先ほども言ってま

したけどもね，全小中学校のパソコンを530台ぐらいですかね，それにプリンター，サーバー

がだーっとほかにあってということで，もうほとんど入れ替えてる。ノートパソコンを含めま

してね，入れ替えてるわけです。それで落札価格の総額が8,970万なんですよ。総額ね。両方，

２つあるから。で，両方入れたら八千……。先ほどの何か随意契約で7,700万という言葉をち

ょっと聞いたんですけど，それは間違いないですか。 

〔「はい，最初の」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（藤井孝幸君） 間違いない。そしたら，今度のほうが高いですよね。8,970万が落

札価格。それで随意契約で7,700万。これはちょっと勘違いですか。 

 まあいい，いいです。焦らないで。 

○議長（佐藤幸明君） 質問の形にして閉じてください。 

○１０番（藤井孝幸君） これはちょっともう一度，じゃあどういう形か後で答えてください。

ね。それでですね，いずれにしてもパソコンの設置，レンタルとそれから保守業務と，これが

２つ分かれて指名競争入札ですよね。これね。で，２つ分かれて入札してるわけですが，レン

タル契約と保守業務。これでですね，どちらも同じ業者が落札してんですよね。ニューライフ

という，先ほど言ってましたけどニューライフ，龍ケ崎の会社ですけどもね。 

 そこで，私質問したいんですが，この２つのですね，仕様書はだれがつくったのか。ちょっ

とそれを教えてください。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） お答えいたします。学校教育課でつくっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） では，学校教育課にお尋ねします。仕様書に書かれてるパソコン教

室支援ソフトがありますよね。スカイメニュープロバージョン12，トゥエルブっていうんです

か。これはどういう機能を保有して，なぜこのソフトを導入したか。その導入のポイントを教

えてください。 

○議長（佐藤幸明君） 学校教育課長黒井寛君。 

○学校教育課長（黒井寛君） 今回導入しましたスカイメニューについてお答えいたします。 

 スカイメニューはＩＣＴ活用教育支援ソフトと申しまして，コンピューター教室の中でクラ

イアント――子供さんたちのコンピューターと先生のコンピューターのいろいろなコミュニケ

ーション，やりとりするソフトと同時にですね，従前ありました子供さんたちがもしコンピュ

ーターの中をいじくり回してシステム障害が起こった場合にもとに戻すというような機能とか
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ですね，あともう１つリモートの監視，それぞれのコンピューターにどんなソフトが導入され

たとか，どういうふうなプログラムを置いているとか，そういうような監視ができるというよ

うな，先生がですね，そのコンピューターを管理できるような形のソフトでございます。 

 で，従前入っていたのがコムスクールという内田洋行さんの専用のソフトだったんですけど

も，はるかにコスト的に安く機能が豊富だということで，今回はこちらのほうに切り替えてご

ざいます。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） それでは次です。２つの質問をします。 

 これ，本入札に関係する規則でですね，阿見町の契約規則それと阿見町の物品調達入札参加

資格選定規程，これは適用されますか。それが１つと，入札業者を推薦・指名した人はどなた

ですか。それと業者の指名基準はどういうふうになっているか。その２つお願いします。 

○議長（佐藤幸明君） 教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） ２つになるか一度になるかわかんないんですけど，今のにお答え

します。町のですね，物品調達入札参加資格選定規程第11条に基づきですね，５社以上を指名

してくださいよと。その中で今回ですね，役務の提供それから物品の有資格者名簿の中から技

術力等内容に適しているもの，それから不誠実な行為がなく信用状態がよいもの，結果的にハ

ード９社，それからソフトについては10社指名したところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 次長，ちゃんと質問に答えんとだめです。いいかい，おれが質問し

たのは，契約規則か，契約規則と資格選定基準，この規則がこの入札に適用されるかされない

かち聞いてるんです。これ能書き言わんでいいから，されるかされないって言えばいいんです。 

 それとあとの指名基準は今聞きましたよ。５社以上ね。はい。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） はい，失礼しました。契約規則に基づいてということでですね。

あともう１点，だれが選んだかっていうことなんですけど，これについてはですね，各学校教

育課のほうで推薦して，入札の審査会というのがあります。まあ部長級なんですけど，そちら

で，委員会で審査してそれで決定しております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 下作業はね，下作業は各学校からどんなものがいいだろうかって，

そら情報は得たかどうか，それはわかりませんよ。ただ推薦するのは課長でしょう。書いてる。
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課長が業者を委員会に推薦することができるっち書いとる。課長が推薦してるんですよ。でし

ょう。そうでないと学校がいろいろ言ったって課長がだめだっちゅったら終わりだし，そうい

うシステムになってるわけですよ。そうでしょう。課長が推薦することができるって書いてあ

る。通常推薦してるんですよ。 

 で，指名委員会に諮ると。こういうことで指名委員会に諮ったわけですよね。それで，今先

ほど町長が答えた９社と７社かを指名したわけですね。 

〔「10社です」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（藤井孝幸君） あ，10社ね。レンタルと保守業務。９社と10社指名してるわけです

よ。それでですよ，それで，今回入札したのに，入札に当たって，ＯＡ機器の納入実績がある

業者，いっぱいおりますよね，今まで。その業者を指名しなかったところも結構ありますよね。

今まで阿見町の業者として実績ある。その業者に瑕疵があったのかないのか。指名に入れなか

った理由ね。今までの業者は入れなかったという，推薦しなかった理由をちょっと。瑕疵があ

ればそれはいいんですよ。それをお聞かせください。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 今回はですね，平成15年，16年，17年の実績のある業者から選び

まして，それから後はゼロベースで９社と10社選んだわけで，今回平成20年度，今の小中学校

の学校の先生が今コンピューター使っている部分の業者については，今回は指名に入れてない

んですが，これは理由はございません。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） だから，指名業者ちゅうのは，理由がなく外すこともできるし入れ

ることもできるわけやね。結果的には推薦する人が。それで，指名委員会ったって，指名委員

会の部長なんかそんなパソコンの業者がどこがいいのか，何がなんかほとんどわからないでし

ょう。 

 川村部長どうですかね。いろんな会社がね，指名委員会に多分なってる，今部長ち言ってた

からね。指名委員会にこんなものが，業者が出てきましたよ。10社，20社出てきました。その

１つ１つは精通はしてないですよね。どうですか。答えできません？ じゃ，お願いします。 

○議長（佐藤幸明君） 総務部長坪田匡弘君。 

○総務部長（坪田匡弘君） 入札資格審査会の委員長代理をやっておりますので，その審査会

の考え方というのをちょっとお話ししたいと思います。 

 今の説明のとおりに指名業者は担当課等が推薦するわけですけども，その業者に対しまして

入札の審査会は，その業務に適当な業者か，資格があるかどうかというようなことを中心に審
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査をいたします。いろんな業者の力量とか地域のバランスとか，そういうようなことも，数と

かですね，指名業者が余り少ない場合はもっと多いほうが，参加できる業者があるんじゃない

かということも審査いたしますけども，その参加資格がその仕事に対して適当なのかどうか，

力量があるのかどうかというところを審査をいたします。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） １点だけ述べさせていただきます。やはりほかの中で業者がですね，

やはり指名停止，茨城県とか，ほかのとこで指名停止を受けたというような業者はやっぱり入

れないようにしなくちゃいけないと。今回も神栖でありました。耐震の問題。そういうものの

業者はやっぱり町が入れてはいけないということを私は積極的に言っております。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） それはわかるんですよ。あのね，茨城県の選定基準もそうなってん

ですよ。阿見町に選定基準があるか，選定基準っていうか阿見町に，選定をしない基準ね，が

県にあるんですよ。こういう業者は指名しませんよというのがね。もう入札からも外します。

それはあるんですけど，阿見町には多分それはないと思います。 

 だから，時の課長なりね，が推薦するところが，大体指名委員会で指名されるんですよね。

だって指名委員会ってそんな能力ないもん。能力ないっていうか，知識がないっていう意味で

すよ。知識がないという意味。それぞれね。あるわけがないんだから，大体その。ずっと前に

経験はあったかもしんないけども，今はもうそういうところ離れて，新しい業者がいっぱいパ

ソコンなんか入ってきてますから，その業者がどういう業者なんかちゅうのは多分わからない

と思います。 

 だから指名委員会というのも，一応指名委員会はあるんだけども，課長が推薦した業者が大

体通るということにはなってるということです。事実は。間違ってたら教えてください。 

 それで，過去に瑕疵がなかった業者も指名から外していると。まあゼロベースですよ。だか

ら，過去一生懸命やって，価格に努力しながら入札して落札して，そんで仕事をとって事業を

やったと。一生懸命やりました。だけど，何で今回指名がかからなかったんでしょうねと。こ

ういう疑問もあるわけね。そら業者にしたら当然です。そういう疑問も大いにあるということ

です。 

 で，その次にですね，仕様書にですね，仕様書にですよ，プライバシーマークまたは情報セ

キュリティマネジメント，プライバシーマークというのはＰマークというんですけど，情報セ

キュリティマネジメント，ＩＳＭＳていいます。この２つを有する会社というふうにしてるん

ですが，この資格て絶対必要な資格なのかどうかをお願いします。 
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○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。学校教育課長黒井寛君。 

○学校教育課長（黒井寛君） はい，お答えします。仕事をする能力をあらわすマークではな

いんですけども，学校のコンピューターは個人情報等入っておりますので，扱う場合にはこの

ような資格を持っている業者が望ましいということになろうかと思います。 

○１０番（藤井孝幸君） 望ましい。 

○学校教育課長（黒井寛君） 私どもの場合，この仕様書ではこれが必要だということで規定

いたしました。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） ではね，パソコンの本体ね，を納入するのに，レンタルするのにＰ

マークは絶対ないとだめですか。本体ですよ。保守ではないですよ。どうですか。 

○議長（佐藤幸明君） 学校教育課長黒井寛君。 

○学校教育課長（黒井寛君） お答えいたします。何もなければ必要はなかろうかと思います

けど，例えばですね，機械が故障いたしました。修繕いたします。当然機械を扱います。この

ときにやはりそのような情報セキュリティーに対してきちんとした会社でないと都合が悪いと

思います。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） まあ，何が何でも必要だということですね。わかりました。 

 で，落札した会社，これはＰマークをいつ……。Ｐマーク等と言いますよ。両方２つあるか

ら。ＩＳＭＳとプライバシーマークがあるから。Ｐマーク等と言わしてください。面倒くさい

からね。Ｐマーク等の資格をいつ取得しましたか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

 学校教育課長黒井寛君。 

○学校教育課長（黒井寛君） 済みません，確認いたしまして報告いたします。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） いやあ，業者を指名しているんでしょう。資格を保有したって，い

つ資格を保有したぐらいは当然調べてるでしょうもう。資格審査会があるんだもん。やみくも

にしてるわけじゃないでしょうもう。教えてあげますよ。調べんでいいですよ。22年の３月19

日です。これはＩＳＭＳ。ね，22年の３月19日。今年の３月19日です。だってあなたたちは資

格審査をやってるんでしょう。推薦して。どのような事業所かわかってるはずでしょ。持って

るか持ってないのか。 

 じゃあ，レンタル業務の指名業者と保守業務の指名業者，もう一度詳しく。それと，そのう

ちのレンタル業務でＰマーク等を保有している業者は何社か。保守業務で何社か。教えてくだ
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さい。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 今回の入札でよろしいでしょうか。 

○１０番（藤井孝幸君） そうですよ。 

○教育次長（竿留一美君） はい。結果的に９社ありまして，うちのほうで把握してるところ

で言いますと，４社が辞退したわけなんですけど，そのうち入札仕様書の条件を満たせないっ

ちゅうことで，プライバシーマークちゅうことで把握してるのは３社でございます。 

 以上です。 

○１０番（藤井孝幸君） 保守業務も。保守業務。 

○議長（佐藤幸明君） 挙手の上質問してください。 

○１０番（藤井孝幸君） はい，済みません。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 今はレンタル業務の話ね。レンタルの契約。それから保守業務は何

社ですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 保守業者につきましては，藤井議員もおわかりかと思いますが，

10社中７社が辞退しております。で，把握しておりません。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） ここでね，Ｐマーク等を保有してない業者があるんですよね，これ。

辞退というところで。業者が機器の設置で９社指名してるんですよ，９社。そうでしょう。そ

れで５社が入札をしてますよ。そのうちの４社が辞退してるんですよ。その４社はＰマーク持

ってないじゃないですか。それと保守業務，保守業務の10社を指名をして，10社を保守業務指

名して３社で入札してるんですよ。あとの７社は辞退でしょう。 

 その辞退の理由がわからない。わからないことはないでしょうもう。これね，仕様書にＰマ

ークが必要だっち書いてるんですよ。そして，あなたたちも必要だって答えてるのよ。それで

何で持ってない会社を指名するんだっちことになる。Ｐマーク等を。そうでしょう。資格審査

でちゃんとやってるんでしょう。持ってるか持ってないか。当然やりますよね，それは。そん

なやれないような資格審査なんてやらないほうがいい。あってもないでも同じ。だから課長が

出したそれが全部通っちゃうわけですよ。だって持ってない会社を指名することがおかしいで

しょう。 

 どうですか，そこは。 
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○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 有資格者名簿，130社とか140社の中から，先ほども言いましたよ

うに，技術力のあるもの，それから不誠実でないものを選びましてですね，実際２月に入札参

加に，今管財のほうに出してきますけど，あの中にはプライバシーマークの資格取得のっち部

分が，では把握できなかった部分があって，当然ソフト，ハードを扱ってればこれは持ってる

ということで認識してましたので，それでこういう結果になっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 持ってるというそういう予想したらだめよ。業者はほとんど持って

ないんだもん，これ。茨城県でＰマーク持ってるの147社ですよ。いろんなＯＡ機器を扱って

るのに。その147社も印刷会社とかあんなんも含めてですからね。それでＰマークを持ってる

か，ＩＳＭＳ持ってるかってったら一覧表があるじゃないですか。茨城県下でも茨城県て押せ

ばだだだーって出てくるだもん。何でその努力をやらないの。 

 仕様書に書いてる，その資格そのものがないところを指名してるんだよ。何ですかそれは。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） はい。今の指摘は本当にごもっともだと思います。やはりその資格

をきちんと調べてですね，やはり入札業者にする。これは当たり前のことなんで，今後は阿見

町ではやはりそういうことのないよう，やはりきちんとした検査をして入札ということでやっ

ていきたい。今の藤井議員の指摘，ごもっともだと思ってますので，今後はそういう改善をし

ていきたいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） いいですか。今後とも言うけどもね，8,500万のお金ですよ。8,500

万。だって私これ落札価格持ってんだもん。２つの事業合計したら8,500万なるんですよ。 

 で，そういう入札を，得体の知れない入札をやって，もう済んだことだから今後やりますで

はね，これね，税金の使い方が甚だ不適切。いいですか。これでそして，９社中に５社が入札，

それで片一方は10社中に７社辞退。これ競争入札っていいますか。辞退のしてる，資格のない

連中を全部指名して，そして３社で入札して，はい落札。あなたが一番安かったから，はいあ

なたですって，そんな入札の仕方はないでしょうもう。競争入札だよ，競争入札。できれば，

よっぽどの事情がない限りは10社とも入札せないかんのですよ。そうでしょう。競争入札にな

ってないもん，これ。 

〔「辞退したところは，今度は指名停止しろよ。勝手に辞退したのは」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（藤井孝幸君） ね。勝手に辞退したわけじゃないのよ。資格がないから辞退しただ
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けの話で。資格のないところを指名してんだもん。教育長。 

〔「金額いくらか言ったらいいべよ」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（藤井孝幸君） 教育長の管轄じゃないけどね。 

〔「いくらだって，言ってやれよ」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（藤井孝幸君） 教育長のお膝元でそういうことが起こってるわけ。注視して見てて

くださいね。これ，競争入札じゃないんだもん。 

 それともう１つ。 

 いやいや質問……。教育長は答えないでいいですよ。 

〔「2,300万安くなったと言ったが，高くなったんでは，あべこべだ」「次長，本当の金言っ

てやれよ，早く」「金額言ったほうがいいよ」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（藤井孝幸君） ちょっと教えてください。先ほど……。ちょっと金額聞きましょう。

私の計算とちょっと違うからね。 

〔「いくらが幾らになったか言ったほうがいいぞ」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

〔「もっと安い場合は……やっぺよ」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） はい。先ほども言いましたけど，平成15年……ちょっと３本言い

ます。 

 失礼いたしました。前回２億8,698万8,000円のところを，今回ソフト・ハード合わせて

9,418万5,000円で，契約ベースですと――これ５年間ですけど――２億2,280万3,000円が前回

と比べて減額になったと，まあ効果があらわれたっちことです。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） 保守点検で最初に随意契約で7,700万という金額が，ある業者から

出てきたんですよ。それで私が……。 

○１０番（藤井孝幸君） 両方で。 

○町長（天田富司男君） １つですよ。 

○１０番（藤井孝幸君） あ，１つ。 

○町長（天田富司男君） それはもうほら，指名停止の業者から出てきて，これではだめだと。

ちゃんと，参与あたりからもこれはおかしいよと。そういう中で総務課のＩＴ関係の職員に調

べさせたら最初からもう1,500万ぐらい安くなるんだと。こういうことでどうなんだっていう

話ですよ。7,700万で随意契約が何にもしなかったら，私が判こ押してればそのままなんです
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よ。やっぱりそこをそういう形でみんなが努力して少しでも安くしたいと。そういう努力も買

ってやらなけりゃね。やっぱりただ単に責めるだけではまずいと思うんだよね。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

〔「内田洋行と仲がいいから頼まれたんだよ」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（藤井孝幸君） おれは名前出してないよ。内田洋行なんか。 

〔「頼まれたっぺよ」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（藤井孝幸君） あの，まあちょっとその話は……。内田洋行は，防衛庁でね，あれ

知ってんですよ。ほいで県のほうからも指名停止を食らってんの。この10月の30日まで。だけ

ど，それはそれでもうあっこは入れなくていいんですよ。それはもう当然ね，そうやって指名

停止受けて，国から指名停止受けて，県からも受けてんだったら，町でそこで入れる必要はな

い。それはいいんだよ。ほかの，それ以外のところね。 

 まあ，そんなことより町長は努力を認めろというけども，指名の入札の資格のない人間を指

定してて，その努力もへったくれもないでしょうもう，それ。いや，私が質問するんだから。

で，要は入札の……。 

 次の質問に入ります。資格のない者も指名をしたということもわかりますし，それから資格

審査もやってないということもわかりました。ね。それで入札の予定価格，入札の予定価格と

最低制限価格は幾らに設定しましたか。教えてください。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

○１０番（藤井孝幸君） どうですか。 

○議長（佐藤幸明君） 学校教育課長黒井寛君。 

○学校教育課長（黒井寛君） はい。申しわけございません。契約額と予算額しか，今手持ち

にございません。予定価格は今手持ちにございません。それから最低制限価格は業務委託なの

で設けておりません。 

○１０番（藤井孝幸君） 何で設けないの。 

○学校教育課長（黒井寛君） はい。業務委託は最低制限価格は設けておりません。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 入札予定価格は設ける必要があるんですよね，これもう規則に書い

てるからね。それでないちゅうのはおかしいんじゃないの。 

〔「今，手元にないです」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（藤井孝幸君） いや手元に……。じゃあそれ見せてください。入札予定価格が幾ら

なのかね。これはもう規則で決められてんだから。幾らちゅうのはね。 

○議長（佐藤幸明君） 学校教育課長黒井寛君。 
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○学校教育課長（黒井寛君） 済みません。業務の予定価格は公表できないということですの

で御了解いただきたいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 公表できないってさ，建設工事なんかはちゃんと公示をするでしょ

う。ねえ。それと，それから入札予定価格は公表しないって言ったって，公表しない……。設

けたのか設けてないかね，まずね。だって建設のやつだったら落札率何％ってずっと出てるじ

ゃないですか。それで何でこれだけできないの。それが１つ。 

 それから，入札のですね，時期についてですけども，期間。これ入札の期間というのは，入

札通知書を出しますよね。通知書を出して，入札の時期まで何日が必要って書いてるんですか。

額によって違うでしょう。どうですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

〔「藤井議員，あんまりふっかけ調査はやらねえんだよ。……は。内田洋行に頼まれたが早く

言ったらがっぺよ」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） はい，総務部長坪田匡弘君。 

○総務部長（坪田匡弘君） 予定価格の事前公表についてお答えいたします。町のほうで予定

価格事前公表の実施要綱を定めておりまして，この中では建設工事に関して130万以上の競争

入札を公表の対象にするというふうに決めております。建設工事に関してっていうことは，や

っぱり入札契約制度の透明性を高めるためという趣旨で，この業務に定めております。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） これね，契約規則の８条，これ指名競争入札も一般競争入札も同じ。

準用されるんだけど，入札に関する事項の価格をその事項に関する仕様書，設計等によって予

定しなければならないち書いてるんですよ。契約規則ね。８条に書いてるでしょう，そうやっ

て。だから，それはちゃんと。この場合は予定価格は設けません。ね，この場合は設けません。

この場合は最低価格は設けません。そういう性質のものなのか，設けなければならないものな

のか。今回は設けてないと言うならそれなりの理由があるわけでしょう。お願いします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

〔「クーラー入れてくださいよ」と呼ぶ者あり〕 

○教育次長（竿留一美君） 御指摘のですね，第８条に基づくものでやっておりますんで，あ

くまでも工事っちことなので，この規則でやってますんで，これ以外の部分については理由は

ございません。一応公表はしてません。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） この仕様書に契約規則によるち書いてるじゃない。工事とか何とか
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っていう話じゃないでしょう。まして準用するって書いてる。すべて準用するっち書いてるん

だもん。一般競争入札も，ね。だから，そういうところを……。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） じゃあ，契約規則っちゅうことで第８条を読みます。 

 町長は一般競争入札に付する事項の価格をその事項に関する仕様書，設計図書等によって予

定し，その予定価格を記載した予定価格票を密封し，改札の際にこれを改札場所に置かなけれ

ばならない。ただし，建設工事であって予定価格が130万超の一般競争入札に係る当該予定価

格は密封にすることなく，これを事前公表するものとするちゅうことです。 

○１０番（藤井孝幸君） じゃあそのとおりじゃない。はい。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 予定価格を設けるになってるわけでしょう。ただ建設工事の場合は

130万以上は公示しなさいっち書いてるだけの話で，予定価格を設けるようになってるわけで

すよ。契約では。聞いてる。予定価格を設け……。これはね，地方自治条例の施行規則にも書

いてんのよ。設けなさいって。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 勘違いいたしました。予定価格は公表はしてませんけど，設けて

おります。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） そんならそれで初めからそう言えばいいのに。ややこしなっちゃう

よ，そんなもん。それで，公表しないちゅうことは何で。だって，そこに準備するちなってる

じゃない。そこに。封筒に入れて，密封して。終わった後はいいんじゃないの。まあ，前はま

ずいけど。まあそれはちょっともう一遍後で答えてください。 

 それと，これ先ほど時期を言いましたね，時期。緊急を要する入札だったのかどうか。入札

の通知書を出して入札までの時期，期間。これは額によって違うと思うんですが，それを教え

てください。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。総務部長坪田匡弘君。 

○総務部長（坪田匡弘君） 今までのですね，契約事務等では適正な入札等を行うために公表

はしないと，しないということで進めておりました。で，建設工事に関して入札及び契約制度

の透明性を高めるために130万以上を事前公表するということで新たに決めたものでございま

す。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 
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○１０番（藤井孝幸君） 公表はしないちゅう，その一般の公表なのか，我々が例えば情報公

開をお願いしますったら出すことができるのかどうか教えてください。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。総務部長坪田匡弘君。 

○総務部長（坪田匡弘君） 情報公開の中でも公表できないものを決めてありまして，これは

公表できないことになっております。 

○１０番（藤井孝幸君） できない。 

○総務部長（坪田匡弘君） はい。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 先ほどの質問をもう１回。入札の期間。入札通知から入札するまで

の期間。これはどう決められてるの。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） これについてはですね，通知から入札まで一応５日以上ちゅう形

で規定しております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） その５日以上ちゅうのはね，その他の項目に入ってんだよね。５日

以上，その他の項目というのはどういうことがあるの。どういう条件を満たしたら，その他の

項目に入るから５日にしたのかちゅうの。ちょうど22日に通知を出して28日，まあ前日までだ

から５日になってるわけですよね。ちょうど５日。それはいいんですよ。だから，どういう理

由があれば５日になってなれるのかということなんです。上記以外の契約にち書いてるでしょ

う。その上記以外ちゅうこと，その理由。上記以外というものはどういうものなのか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） これも契約規則に基づいてですね，上記以外つうのはですね，１

つは土木工事，建築工事，管工事，舗装工事，電気等，あと造園工事等がありますけど。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） その土木とか電気とか，そんなのが上記以外に入るの。それ逆だろ。

上記に入るんでしょう。上記に入る。いや，だから土木とか電気とかちゅうのが上記以外に入

らないわけでしょう。だから期間が長いわけ。金額によって。15日とか10日とかあるわけでし

ょう。ね，電気とかそんなの。そういうことでしょう。だから，このパソコンの納入は，前号

各号以外というふうになってるわけね。まあいいや，これは。時間がないから。 

 で，次に新たな質問。入札保証金の免除について。これは仕様書に入札保証金免除ち書いて
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ますよね。これ何で免除したんですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 保証金に入札保証金と契約保証金がありますけど，入札保証金に

ついてはですね，通常入札保証保険契約を締結してる部分については，今まで例ないんじゃな

いでしょうかね。入札保証金を取ってっつう部分は。一応この入札保証保険契約をすべて締結

してあると。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 私が，この入札について質問してんだから，入札に関することは全

部読んどきなさいよ。大体ここに出てくる姿勢ができてないよ。 

 いいかい。入札保証金ちゅうのは，地方自治法の条例でね，施行令で取るようになってるの

よ。取らなければならないち書いてんだよ。こっちにも，ここにも，あなたんところ，この契

約規則にも書いてるじゃないですか，入札保証金は。何だ，阿見町の業者は入札額の100分の

５以上を入札保証金として払いなさいち書いてるでしょう。何で通知書に免除ち書いてるのか

って。国の法令を違反してるんだよ，免除ちゅうのは。取らなければならないち書いてんです。 

 ただし，免除するのは２つあるの，２つ。免除できるのは。それを今あなたが１つ言っただ

けの話。保険会社が町を相手に，町が受取人となった保険に入ってる。これは免除していいの

よ。そうでしょう。それは１つある。もう１つあるんですよ。どっちも当てはまらないでしょ

う，それ。当てはまるわけがない。こういうところも法令違反をしてる。自分とこの契約規則

そのものにも違反してるわけよ，これ。 

 それと同じよ。契約保証金も同じことなのよ。契約保証金も取れち書いてんの。地方自治条

例は。ね，地方自治法の施行規則には。167条の16項。書いてる，167条。これは取らないかん

のよ，契約保証金も。そして落札したら当然支払う。入札をしなくても払うという。もう国の

法律も無視するは，そんな入札ってありか。 

 それともう１つ。プライバシーマークが絶対必要だというふうに言われましたから，入札業

者とね，こういうやりとりがあるんですよ。６月の22日に入札通知書を出しました。それで23

日までに質問書を出しなさい。各業者に送ってます。指名業者にね。そんで24日の午後に回答

しますので取りに来てくださいというふう書いてます。これ，回答，どんな質問書がありまし

たか。教えてください。どんな質問があったのか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

〔「議長，暫時休憩」と呼ぶ者あり〕 

○１０番（藤井孝幸君） 何で暫時休憩なのよ。いい，わかった。はい。 

○議長（佐藤幸明君） 待って。今答弁を求めてるから。 
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○１０番（藤井孝幸君） あ，そうか。答えきらねえんだもん。 

○議長（佐藤幸明君） はい，教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 今，手元にですね，相当な項目がありますんで，手元にございま

せんので，後ほど。 

○１０番（藤井孝幸君） いいです。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） もういい。手元に。時間がかかるから私が教えてあげますよ。 

 いいですか。業者からこんな質問があったんですよ。Ｐマーク等ね，２つ，ＩＳＭＳとＰマ

ークの会社じゃないと入札できないんですかという，そういう質問があったのね。そういう質

問があったのよ，業者から。そしたら教育委員会は何と答えるか。何と答えたかですよ。Ｐマ

ークは……。22日の通知書出して，仕様書にＰマークは必要だち書いてる。だけど業者からは，

私自身もＰマークを持たないとだめなのか。関連会社，現場で作業する会社が持っておればい

いんじゃないですかという質問を出しました。そしたら，何ち答えてましたか。教えてくださ

い。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。学校教育課長黒井寛君。 

○学校教育課長（黒井寛君） 資格に関しては最終的に必要だという回答書をつくって渡して

おります。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） 最終的に必要だとは出したんだけども，６月の24日の回答のときに，

午後，回答取りに来ましたよ，業者がね。そしたら，あなたが持ってなくてもいいですよと。

だけど，関連会社と作業するグループが持っておればいいですというふうに回答したでしょう。

どうですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。学校教育課長黒井寛君。 

○学校教育課長（黒井寛君） はい。その件に関しましては，私どものほうの手違い，間違い

でございまして，すぐに訂正の御案内を発送してございます。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） その過程なのよ。いいですか。訂正，間違いという，そういう問題

じゃないよ。業者も必死だからね。そんで，Ｐマークは関連会社が持ってればいいって，大体

普通の市町村もそうやって関連会社が持ってればいいちやってるんですよ。だから，そんだけ

……。まあ，こう言っちゃ悪いですけども，今は時流は時流ですよ。あのＰマークとかね，Ｉ

ＳＭＳは。時流は時流なんだけども，多くの業者がそんなに大して重要視してないんですよ。

だけど，これは阿見町は重要視したから，これはそれでもいいんですよ。 
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 だけども，そういう関連会社が持ったらいいんですかって言ったら，持ったらいいですち答

えてるだもん。だから持ってもいいですよという，その回答するようにだれが判断したの。本

来ならば持ってなければ，仕様書にはＰマークは必要て書いてるのね。そして，では関連会社

が持ってればいいという回答を出した。それの回答を出したのはだれが出したのか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。学校教育課長黒井寛君。 

○学校教育課長（黒井寛君） 質疑応答書の回答については，学校教育課のほうから提出して，

というか学校教育課のほうからつくって，各業者さんに配布しております。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） それは学校教育課だけですか。指名委員会は，条件が変わったんで

すからね。持ってなければならないっていうのを関連会社が持ってもいいっち言ってるから。

条件が変わったわけでしょう。関連会社，作業グループが持ってればいいというふうに，仕様

書には書いてるとおりにしなきゃだめだと指名委員会が決めて，業者が指名しました。そんで，

業者から質問があった。なら，それは関連会社が持っててもいいですよというのは，当然指名

委員会かどっかに諮らないかんでしょう。資格審査か。それやってないで，勝手に課長が決め

たのか。どうですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。学校教育課長黒井寛君。 

○学校教育課長（黒井寛君） おっしゃるとおり，その点が不都合だったので，訂正で各業者

さんに資格が要るという文書を配布しております。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） だから，そういう過程もね，完全に無視して勝手に自分で持っても

いいよ，持ってないでもいいよちゅうようなことをやってる。この現状が悪いの。これはシス

テム上よくない。 

 それで，関連会社・グループ会社が持ってればいいよという回答をした。で，業者が持って

帰って，ああ，おれんところもグループ会社が持ってっから入札できるわと思ってたら，１時

間半後に，やっぱりだめだというファクスが来た。それはだれがそのファクス出したの。やっ

ぱりだめです。仕様書どおりですというファクスを出したでしょ。だれが出しましたか，その

ファクス。どういう権限を持って。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。学校教育課長黒井寛君。 

○学校教育課長（黒井寛君） 学校教育課のほうから各業者さんに配布しております。おっし

ゃるとおり初期の条件を変えておりますので，それが都合が悪いことの判断がありましたので，

訂正のファクスを送っております。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 
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○１０番（藤井孝幸君） だから，非常に業者にとっては大切なことなのね。何千万という入

札だから。そこをね，根拠もなくころころ変える。間違ってました，ごめんなさいで済む話じ

ゃないんですよ，これね。 

 だから，要はですね，今まで聞いてわかるように地方自治法の施行規則，これにも違反をし

てる。保証金も取らない，それで仕様書に書いてることもころころ変えてる，資格審査もして

ない。こういうような入札が阿見町で行われているとは，私はね，信じがたいんですよ。これ

は今は教育課だけなんだけども，各課共通するんですよね。だから，もう一遍この地方自治法

の施行令から読み直して，阿見町の規則が間違ってるんだったら修正しなさいよ，これ。平成

12年にできて，今まで１回も修正されてないから。 

 だから，私が今からね，言うことちょっと約束してほしいんだけども，このようなですね，

いいかげんな入札をやってきた責任はだれにあるのか。責任の所在をはっきりすること。で，

もう１つは，規則等の不備な点があったら直ちに改正をする。 

 それともう１つはね，納入した機器にトラブルが当然起こるんですよ。ね。安かろう悪かろ

うじゃ困っちゃうから。入札したものに対して最後まで責任を持ってもらう，契約期間中ね，

責任を持ってもらう。それで，各学校に，これは教育長のことだろうけども，各学校にトラブ

ルがあった内容と業者が対処してくれたことね，対処してくれた時間・内容。これを全部報告

させてくださいよ。 

 それともう１つは，もう２度とこういうことがないように，どういうふうにすればいいのか。

これは先ほど町長が善処すると言ったけど，どういうふうな形で今からやるか。 

 この４つ約束してくださいよ。だれがするのか知りませんけど。 

 １つ，いいですか，こういういいかげんな，町の規則も無視したような入札をやってる，そ

れの責任の所在。それから，規則等の不備な点があれば直ちに改善をする。それから学校に対

して不備な点と業者がどんなことを対応してくれて，いつ何時に発生したトラブルが何時に解

決しました，そういうような報告書を出させること。それと２度とこういう……。厳格なもと

で入札がやれるようなことをするためにはどうすればいいのか。 

 この４つ，お答えください。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） いろいろ，いい御指摘をいただきまして，ましてや今の藤井議員が

言われた，やっぱり入札資格者をきちんと把握しなけりゃいけない。これはもう当たり前のこ

とで，私も……。まあ，責任はだれがとるったら，やっぱり私以外にないんですから，これは

私に責任があります。また，今の厳格な，やっぱり入札資格の審査をしていく。全然できない

人を資格に入れて入札ができるわけないわけだから，これはもうやっていかなけりゃいけない。 
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 まあ，ルールいろいろ述べられたようですけど，不備なことはやっぱり積極的に入札制度を

変えていかなけりゃいけないわけですから，そういうことも約束してるんで，やはりきちんと

した対応をしていきたい，そう思ってます。 

○１０番（藤井孝幸君） もう１つ。 

○議長（佐藤幸明君） 教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 業務報告を必ず出させるようにしますんで，よろしくお願いいた

します。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） それとね，学校側はね，納期が８月31日なのよね。納期ちゅうか保

守点検業務がね。で，機器のセットが７月の31日までなんですよ。そしたら機器のセットが７

月31日までに済んでない。納期も，保守点検業務が終わった，これは保守点検業務だけが終わ

ってるのよ。それで学校の先生は，今のままじゃ使えませんち，私は９月１日に学校を全部訪

問しましたよ。担当の先生に会って，校長先生や担当の先生に会って聞きました。そしたら，

今のままでは使えませんと。これ，いつから使えるようになるの。 

 それと，講習をしてほしいという希望があった。講習をしてほしい。そしたら，予算がない

からできませんち答えられたと。これってどういうことなの。講習は絶対やらなきゃならんで

すよ。どうですか，それ。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 私もですね，おくればせながら11校見てきました。ハードについ

ては７月31日の納期，これ10校が間違いなく仕様書どおり来てます。ただ１校については，ほ

かの工事とちょっと重なっちゃったんです。上水道の管工事。で，うちのほうから，業者の責

任じゃなくて，うちのほうからおくらしてくれちゅうことで……。だから，それを除けば７月

31日までに完全に入っております。 

 それから，保守ちゅうのは今からですから，設定，これについては８月の31日までで，藤井

議員きっとあるったのは，その設定で今調整中で，一太郎が動かないとかですね，ＵＳＢの外

のハードディスクが動かなかったとかありますけど，すべて今これ解決しておりますから。す

べて。すべてぐーっと11校歩きました。すべて。 

 それから，毎年１回は，年１回の講習会をしております。講習会。で，今年は９月の29日，

全校の教頭先生とコンピューターの担当者を呼ばって，阿見中のコンピューター室で講習会を

開きます。 

 で，いつからっちゅうことになりますが，本当は９月１日から動かせるんでしょうけど，小

中学校の運動会何やらで，ましてコンピューターに精通してる先生もいないし，全部が全部精
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通してないんで，ありますんで，当然すべてが，この新しいソフトができるように毎年講習会

を開きます。今年は９月29日に開きますんで御理解お願いします。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） 10番藤井孝幸君。 

○１０番（藤井孝幸君） いいですか，わかりましたよ。ただ，私が９月１日に訪問した時点

では，カタログもありません。取り扱い説明書もありません。取り扱いの要領も説明受けてお

りません。だけど，納期ちゅうのは，それがすべて終わったのが納期じゃないの，８月31日。

それが運動会がどうのこうのっていうので，そのために夏休みにやるんだもん。だから，そう

いうことを厳しくやりなさいって言ってるわけよ，おれは。 

 そうでしょう。納期ちゅうのは，ちゃんと，どこの業者に聞きましたよ，全部。納期とはど

ういうことをいうのかったら，ちゃんと先生が使えるようになるまでの講習をやって，もちろ

ん当然カタログも全部何もかんも配ってですよ，そして今までのコンピューターと今のコンピ

ューターがこれだけ違いますと。こういうことでちゅて教えてあげて，それが31日なの。その

31日を過ぎてからやってどうするんですか。 

 だから役場の職員もね，ここだけじゃないと思うんで，先ほど言ったように各担当の課は，

もう一度規則をよく読んで，規則に精通をして，そして町民にオープンにいつでもできるよう

に公正公明に入札を，業務をやってほしいんです。特定の一人の課長がああでもないこうでも

ないち頭を悩まされて，勝手に決めるシステムはよくない。こういうシステムを改めてですね，

本当に町民の税金を使うんだから，公明公正にやってほしい。ぜひ，よろしくお願いをいたし

ます。 

 暑かって，ちょっとおれの矛先鈍ったけども，終わります。 

○議長（佐藤幸明君） これで，10番藤井孝幸君の質問を終わります。 

 次に，５番紙井和美君の一般質問を行います。 

 ５番紙井和美君の質問を許します。登壇願います。 

〔５番紙井和美君登壇〕 

○５番（紙井和美君） それでは，事前の通告に従いまして質問させていただきます。 

 今回は町民の大切な生命と財産を守るという観点から，住宅火災の予防と心肺蘇生法を中心

とした応急手当の習得についてお伺いいたします。 

 生命と財産をすべてなくしてしまうおそれのある住宅火災。大切な人生の歴史である思い出

の品も消失させ，最悪の場合は自身の命と家族の命，さらには何の落ち度もない近隣まで巻き

込んでしまうという恐ろしいものであります。 

 消防庁の昨年の発表によれば，放火・自殺等を除く住宅火災による死者のうち高齢者は
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59.5％を占めており，今後のさらなる高齢化に伴い増加する懸念があります。また６割以上が

逃げおくれによって被害に遭われており，時間帯では午後10時から午前６時までの就寝時間帯

に多く発生しているとありました。 

 そこで，火災の被害を最小限にとどめる策として消防法が改正され，住宅用火災警報器の設

置が義務づけられました。新築住宅は平成18年６月１日から義務化されており，既存の住宅は

平成23年６月１日からの適用で，平成23年５月31日までに警報器の設置が必要となります。設

置場所は，寝室と寝室に向かう階段など複数の箇所に設置となります。 

 しかしながら，総務省の統計によれば，住宅用火災警報器の全国の普及率は平成21年12月現

在で52％であり，既に条例で義務化された自治体でも60.8％にとどまる結果であります。警報

器の設置は，全住宅が設置することにより，近隣が一体となり火災を最小限に抑えることにな

り，実際，警報器の音に気づいたために，逃げおくれや初期消火につながったという例も多く

報告されております。当町でも普及を促し，１軒１軒が安心の町づくりの意識を高めてもらい

たいと考えます。 

 そこで，当町の現状についてお尋ねいたします。 

 １，当町の火災発生と被害の状況について。 

 ２，住宅用火災警報器の設置促進はどのように行っているのか。 

 ３，１台5,000円前後する警報器ですが，共同購入方式で価格の負担軽減を図ってはどうか。 

 ４，高齢者・障害者への補助はどうか。町営住宅への設置はどのようになっているのか。 

 以上，４点についてお伺いいたします。 

 次に，火事等の災害や事故や急病により倒れた人を助ける場面に遭遇した場合，救急隊が現

場に到着するまでの間，その場に居合わせた人が適切な応急処置をすることにより，傷病者の

救命率に多大な効果があることは御承知のとおりであります。 

 平成17年の東京都を例にとりますと，心肺停止傷病者の8,995人のうち13.5％の1,210人に救

命手当てが施され，ほぼその中の１割の120人の方が回復されました。その反面，救命手当て

が施されなかった7,785名の回復は，わずか370人と4.3％にとどまっております。この結果か

ら見ましても，迅速な応急手当が効果をもたらすことがわかります。 

 また，災害時には平常時に比べ，救急車の支援に期待をすることができませんので，手当て

の必要性は非常に高いものとなります。したがって一人でも多くの人が心肺蘇生法や止血法を

中心とした応急手当の方法を完全に身につけることが重要であると考えます。ＡＥＤの普及も

さることながら，まだまだ設置の数は少なく，家庭内や設置のない場所での応急処置の方法を

習得することが必要であります。 

 当町でも繰り返し講習を受けて，自分の命は自分で守る，自分の地域は自分で守るという意
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識と，他人を救おうとする社会を形成したいものであります。 

 そこでお伺いいたします。 

 １，救急救命及び応急手当の習得を特に若い人たちにぜひとも身につけてもらうため，中学

校での講習をもっとさらに身近に多く取り入れてはどうか。 

 ２，講師の数を増やし，学校や地域の集まりなど，あらゆる場面や要望に応じて講師を派遣

できる体制づくりが必要であります。当町の講師の人数と派遣の現状はどのようになっている

でしょうか。 

 ３，講師の要請はどのように行っているのか。 

 以上，２項目７点についてお伺いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。初めに，町長天田富司男君，

登壇願います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 紙井議員の質問にお答えいたします。 

 火災予防に関連する１点目の当町の火災の現状について申し上げます。 

 まず，火災発生件数ですが，過去５年間で見ますと各年14～17件発生しております。このう

ち住宅及びアパート等住居火災における負傷者，死亡者を各年で見ますと，平成18年，発生件

数12件，負傷者５名，死亡者３名。平成19年，発生件数９件，負傷者４名，死亡者１名。平成

20年，発生件数３件，負傷者・死亡者なし。平成21年，発生件数８件，負傷者１名，死亡者１

名。平成22年は８月末現在で発生件数８件，負傷者３名，死亡者１名となっております。年齢

では死亡した６名のうち４名が，69歳以上の方でやはり高齢者が多くなっております。 

 次に２点目の住宅用火災警報器の設置促進における取り組みですが，住宅用火災警報器の設

置につきましては町の行事――さわやかフェアや防災訓練――また，自治会の防火・防災訓練

においてリーフレットの配布やデモ器の展示を行い，設置場所や機種の説明指導を行うととも

に町広報紙を活用して啓発を行うなど設置促進に取り組んでおります。 

 しかしながら，まだまだ普及していないのが現状であり，極めて重要な課題であると考えて

おります。既存住宅への早期普及は，住宅防火対策の切り札とも言われておりますので，今後

とも住宅用火災警報器の設置促進，さらなる意識啓発を図ってまいります。 

 ３点目の共同購入方式により住民の負担軽減を図っては，についてであります。議員提案の

共同購入については同一の製品を大量に購入する場合，個人で購入するよりも製品の単価が安

くなるメリットを活かし多くの組織等で取り入れられております。また，附帯の設置済シール

の活用により悪質な訪問販売を防止するための一助にもなっているという話も聞いております。 

 今後，住民の負担軽減が少しでも図れるよう各組織に共同購入に関する各種情報を含め，町
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民の安心で安全な生活の確保のため，設置の重要性を広く周知していきたいと考えております。 

 次に４点目の高齢者，障害者の補助は，町営住宅の設置についてはどうかの質問にお答えし

ます。 

 高齢者への補助について，高齢者サービス事業の日常生活用具給付等事業の１つとして，町

内に居住する在宅のひとり暮らし高齢者及び寝たきり高齢者に対し，火災警報器の給付を行っ

ております。費用負担については，前年度の所得税が非課税であれば，無料で給付が受けられ

ます。 

 障害者の補助は行っておりませんが，障害者地域生活支援事業における日常生活用具の給付

として，火災発生の感知や避難が著しく困難な障害者のみの世帯及びこれに準ずる世帯で，身

体障害者手帳２級以上または療育手帳Ａ判定以上の障害を持った方を対象に，給付種目として，

住宅用火災報知器を原則本人１割負担で給付することができます。 

 また，聴覚障害者の方には，住宅用火災報知器の警報が無線によって，腕時計型受信機に文

字や振動で，また就寝時には専用の機器で振動により火災を知らせる機器も給付できる体制を

整えております。今後とも当事業を推進しながら，日常生活の便宜を図り障害者の安心で安全

な生活を支援してまいります。 

 町営住宅については，入居住宅381戸に設置する計画で，平成19年度から設置を始めており

ます。平成21年度までに299戸に設置いたしました。今年度，残り82戸に設置し完了する予定

であります。 

 次に応急処置関連の１点目については教育長より答弁をさせますので，私からは応急処置関

連の２点目の講師の数を増やし，あらゆる場面や要望に応じ講師を派遣できる体制つくりが必

要である。また，講師の人数と派遣の現状は，についての質問にお答えいたします。 

 講師の増員，必要に応じた派遣の体制つくりは理想であり，必要性は十分認識しております。

現在，救命講習の指導に従事できる者の制度として応急手当普及員があります。しかしながら，

応急手当普及員の活動範囲には制限があり，議員御指摘のような活動まではできない状況であ

ります。応急手当普及員の活動範囲は，主として事業所又は防災組織等において，当該事業所

又は組織等の構成員に対して行う普通救命講習の指導に従事するものとされております。 

 ８月１日現在，応急手当普及員認定証が支給された方は55名ですが，当町としては活動場所

の拡大を図るべく稲敷広域消防と阿見町消防で組織している稲敷・阿見地区応急手当ボランテ

ィア事業の中で活動をお願いしているところであり，活動内容としては消防本部が行う講習会

の手伝いになります。稲敷・阿見地区応急手当ボランティア事業の事務局は稲敷広域消防本部

が行っており，その中で当町在住の15名の方が登録され活躍いただいているところでございま

す。したがいまして講師の数は15名ということになろうかと思います。 
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 また，派遣の現状ですが，延べ人数で平成19年410名，平成20年388名，平成21年260名，今

年は８月末現在で97名の方が当町の講習会に派遣されております。 

 次に３点目の講師の養成はどのように行っているかですが，ただ今申し上げましたように稲

敷・阿見地区応急手当ボランティア事業の一環として行っておりますので，現時点では特に募

集は行っておりません。ただし，応急手当普及員養成講習の受講希望がある場合には随時実施

しておりますので，ぜひ受講され，応急手当の指導に積極的に参加していただきたいと考えて

おります。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，教育長青山壽々子君，登壇願います。 

〔教育長青山壽々子君登壇〕 

○教育長（青山壽々子君） 救急救命及び応急処置の方法を特に若い人たちにぜひとも身につ

けてもらうため，中学校での講習をもっと身近に多く取り入れてはどうかという質問にお答え

いたします。 

 まず初めに，平成22年度，阿見町内の中学校の実態について，御説明いたします。 

 朝日中学校では，３年生を対象に，１学期に消防署員の方を講師として，応急処置のＤＶＤ

を視聴後，心肺蘇生法とＡＥＤの使用方法等についての講習を３時間実施しました。阿見中学

校では，２年生を対象に，３学期に消防署員の方を講師とし，心肺蘇生法とＡＥＤの使用方法

等についての講習会を実施する計画となっています。なお，竹来中学校では，講習会実施に向

けて計画を立てているところです。 

 また，各中学校では，保健体育の授業の中で，救急救命や応急処置の方法について学習をし

ています。学校により実施する時期は異なりますが，生徒にハンドブックをつくらせたり，レ

ポートを書かせたりするなど工夫を凝らした学習をしています。さらに，水泳学習や学校行事

などの前には，必ず応急処置について学級でも指導をしています。 

 救急救命及び応急処置の方法について，中学生が身につけることは，大変有意義なことであ

ります。引き続き，救急救命や応急処置についての学習が充実するように，指導していきたい

と考えています。 

○議長（佐藤幸明君） それでは，ここで暫時休憩いたします。会議の再開は午後１時からと

いたします。 

午前１１時５５分休憩 

―――――――――――――― 

午後 １時００分再開 

○議長（佐藤幸明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま12番吉田憲市君が退席しました。16番櫛田豊君が退席しました。したがって，ただ



－80－ 

いまの出席議員は16名です。 

 ５番紙井和美君，質問をお願いします。 

○５番（紙井和美君） それでは，休憩前に引き続き質問させていただきます。 

 まず，先ほどの火災の予防と，あと火災警報器の設置促進についてですけれども，火災警報

器の共同購入，これを図れないものかということを御質問いたしました。その中で，共同購入

のメリットといたしまして７点ありまして，消防庁から出ているんですけれども，まず個人個

人で購入するよりも購入の手間が軽減されるということとか，あと高齢者世帯への取りつけ支

援など購入後の設置も近所で協力することができる，そういうこともあったり，あるいは近所

で同じ警報音をする火災警報器を聞いたら，すぐに近所の人も気づきやすいということとか，

あとメンテナンスも御近所同士でできるとか，交換時期が近所と同時期になるので，交換も一

斉にできるということとか，あと，まとめて購入することで先ほどの5,000円前後のものがか

なり安くなって購入することが，割安でできるということ。 

 また，共同購入をすれば悪質販売の被害も減ってくるということ，そういった７つのメリッ

トがありまして，日本消防協会のほうでも，このように火災警報器の共同購入ガイドというこ

とで，これは婦人あるいは女性防火クラブに対して共同購入をお願いしますというパンフレッ

トなんですけれども，そういったことで共同購入に関して取り組みをね，していただきたいん

ですけれども，我が町の中で女性あるいは婦人防火クラブっていうのがあるのでしょうか。ま

ず，お聞きします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。消防長瀬尾房雄君。 

○消防長（瀬尾房雄君） お答えいたします。阿見町には婦人防火クラブという名称では２つ

ございます。１つは，筑見区の婦人防火クラブと，もう１つは女性消防隊がございますね。そ

れが消防隊として，婦人防火クラブとしての登録という２団体になっております。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） それは主にどのような内容の仕事をなさっているんでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） 消防長瀬尾房雄君。 

○消防長（瀬尾房雄君） お答えいたします。現実的には，筑見区の場合には防災組織がかな

りしっかりしていますので，そういう中での活動になっていると思います。それと女性消防隊

のほうは実際には防火のほうの寸劇とかですね，啓発活動のほうを重点にやっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） 先ほどもこれ，紹介しましたとおり女性防火クラブによる消防団との

連携，消防署との連携ということで，火災の予防ということを推進しているところなんですけ
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れども，全国火災予防運動の実施が今年３月に行われたんですけれども，その中でも消防団，

女性防火クラブ及び自主防災クラブとの連携の啓発の推進ということであります。 

 女性消防団の設立に関しては，私かなり前に女性消防団をつくってはどうかということを一

般質問したことがありました。それで，めでたくすばらしい女性消防団員皆さん集まりまして，

全国でも有名なぐらい，いろんな結果を出す消防団と成長していらっしゃいます。その中で，

防火……。 

 例えばですね，石岡市の消防団なんかですと，女性消防団員が火災予防を主としたボランテ

ィア的な活動をする非常勤の公務員として位置づけされているということで，いろいろ消防活

動行事への参加とかそういうことがあるんですけれども，一般家庭の防火指導，火災予防の広

報活動，応急手当の知識と習得，普及指導――後から救急救命のところでもちょっと重複して

話が出てきますけれども――，そういったことで，そういった活動をしています。 

 今の女性消防団，そのようなところはまだないようなお話を少しお伺いしましたけれども，

ここを重点的にまた力を入れていくということは，これはいかがでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。消防長瀬尾房雄君。 

○消防長（瀬尾房雄君） お答えいたします。消防団ではなくて，実際は消防隊になっていま

す。というのは，団組織つっと消火等は余りしませんので，啓発等の関係で行っていますので，

消防隊ということで登録してございます。で，その中の啓発活動が主ですけれども，小学生以

下ですか，保育所とか幼稚園とかの，仮に衣服等に火がついた場合どうするのかとか，そうい

うことでの寸劇を今やってるんですけれども，それと煙に対してどういうふうな対応をするか

とかっていうようなことで，主に活動しております。 

 実際のところまだ10名程度しかおりませんので，これ以上ちょっと幅を広げていくのは現状

ではちょっと難しいのかなというふうに考えております。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） 私が以前女性消防隊を設立していただきたいと言ったときには，高齢

者のお宅に火災予防のお話をしに行ったりですとか，家庭訪問に行ったりですとか，そういっ

た啓発活動を主にやってほしいということを要望したりしたんですけれども，できれば今後，

そういうところにも重点的に女性としての細やかな心遣いというか，１軒１軒回りながら，二

人一組ぐらいで回りながら，そういった細かい心遣いをやっているところが地域ではたくさん

ありますので，そこに力をどうか入れていただきたいというふうに思います。 

 あとはですね，これちょっと担当課が違っちゃうかと思うんですけれども，町民活動推進課

ですかね，自主防災組織，これが国のほうで自主防災組織の手引ということで，これ総務省消

防庁のほうで，こういうのを各地域につくりましょうということで。阿見町でも平成17年につ
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くられましたけれども，今全行政区に配置されております。この自主防災組織の内容ですけれ

ども，どのように機能しているか，ちょっとお尋ねいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） お答えします。ただいま紙井議員に言われましたとおり，平

成17年からですね，まず防災に関しては自助努力が必要だろうというようなこともありまして，

全行政区にですね，自主防災組織を設置を促したところであります。今現在66行政区で設置さ

れている状況であります。まあ，66行政区の中でもですね，いろいろ温度差がありまして，先

ほど消防長からありましたように，筑見地区などはかなりですね，専門的な知識を持った人も

おりまして，かなり活動を活発にやっているところもあります。 

 ちなみに自主防災組織ですけども，すべての防災組織ではございませんけども，約半分近く

の自主防災組織では年１回ですかね，各地区で防災訓練などを実施しております。そういった

ことから各地域の人たちの連携を，防災に関するですね，意識の啓発も図ってるというところ

でございます。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） この自主防災組織の手引という中に，当町では防災と防火，これは一

緒になってると思うんですけれども，主に防災のほうを中心にやっているかと思います。で，

阿見町は幸いにも，今のところ災害はそう多い地域ではございませんけれども，今後，南関東

直下型地震の地域内に，想定内に入っていたりですとか，そういったこともあったりしますの

で，確かに防災関係は重要な部分ですが，この防災組織の手引の中に，火災等の救助活動，火

災の予防っていうのも入っているんですね。 

 ですから，自主防災組織の中で先ほどの女性消防隊の方がやっていただくこと，女性防火ク

ラブの方がやっていただくような内容の仕事，そういったことも自主防災組織の中で組み入れ

て，例えばその中で共同購入を進めていくですとか。牛久市なんかは防災会というのがありま

して，牛久市でやっているわけではなく，牛久市防災会というところで共同購入を進めており

まして，これは大変喜ばれているんですね。 

 そういうこともありまして，そういった団体が中心になって進めていくと，漏れなく設置で

きる。これ，設置も罰則規定がありませんから，中にはつけない場合もあると思うんですね。

そういうことがあるとやはり類焼が非常に懸念されますから，どうかそういうところを組み入

れていただきたいというふうに思うんですけれども，いかがでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） お答えいたします。牛久市さんの場合は防災会というのが組

織されております。残念ながら阿見町におきましては，防災会は組織されておりません。今後
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やはり牛久市さんのような形で各66行政区のですね，自主防災組織の１つの大きい組織として，

連合体も今後は必要ではなかろうかということで感じております。 

 そういった中で，私の勉強不足で，共同購入した場合のメリットというのを，ここで通告を

受けて初めて勉強したところなんでございますけども，こういうこともあるということで認識

しましたので，いずれかのいろいろな会議等ございますので，その中でそういったものもある

ということで推進していきたいというようなことで考えております。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） よろしくお願いします。先ほどの自主防災の手引の中に，学校関係と

の連携というのもあるんですね。これは学校の中で防災意識，防火意識を常に意識を持ってい

く。で，後で出てきます救急救命のこともそうなんですけれども，救急救命，防火，防災，そ

ういうことを意識つけていくためにも，そういった各種団体あとは消防団，消防署，女性消防

隊と連携をとっていくことが，これ大事なんだということをこの中に明記されているんですね。 

 ですから，学校のほうでも，ぜひそういうことを心がけていただきたいと思うんですけれど

も，阿見町の学校の中では現状どういうふうになっているか，もしわかれば，通告に書いてい

ませんけれども，わかればお尋ねいたします。そうですね，防災・防火の習得ですね。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 学校としては，連携ち部分についてはちょっと定かではないんで

すけど，学校では学期１回，火災訓練と称しまして避難経路を必ずそこでは実施訓練をやって

いる状況であります。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） 思ったとおりの御答弁だったので，今後そういった防災・防火で，救

急救命も出てきますけど，そういったことの意識づけを例えば常にホームルームですとかね，

何かの折に常に常に意識づけて，年に１回の防災訓練をがーっとやるんではなく，そういうと

をちょっと意識つけていただきたいなというふうに要望いたします。 

 それと，あと高齢者・障害者への補助ということですけれども，そういったことも，該当の

内容を先ほど，どういう方が該当するかというのをお聞きしましたけれども，できれば高齢者，

訪問販売などにだまされるようなこと，これからどんどん出てくると思うんですね。もうそろ

そろ23年ですから，近くなって設置義務があるのでって。大体は２万5,000円ぐらいの機械を

買わされて，あるいは30万ぐらいの機械を買わされてっていう苦情が結構あるんですね。そう

いったこともありまして，今後，消費生活センターとの連携も組んでいかなくちゃいけないな

というふうに考えております。そういったことで，ぜひとも，また取り組んでいただきたいと
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いうふうに要望いたします。 

 次に，救急救命の部分なんですけれども，９月９日，今年の，先日ですけど，９月９日から

９月15日救急医療週間ということで，救急医療の意識を高めていく，高揚させていくというこ

とを目的に，これは実施されているものなんですけれども，さまざまな内容を通しまして，と

にかく救急業務に携わる者への意識を持っていくことと，自分自身が救急救命の資格を持って

人を助けていくという意識を持っていくということが，これ非常に大事なんではないかなとい

うことで，今回この３項目を質問させていただいたんですけど，この３点をお伺いするきっか

けになったのは，ある阿見町の60代の男性からの要望だったんですけどね。 

 阿見町に越してくる前の話なんですけれども，食堂で昼食をとっていたところ，ある方が，

まあ知らない方が倒れて，心肺停止状態になってしまったんですね。その60代の男性の方は，

救急救命の講座を３回ぐらい受けてたので自信あるつもりだったんだけれども，物すごくうろ

たえてその場になると何かもう頭が真っ白になって，それでも周りの人がだれもできる人がい

ないので自分がやったんだけれども，そこへちょうど若い青年がすっと入ってきて，ささっと

こうやってくれたらしいんですね。で，その男性の方が，そういう仕事の人ですかって聞いた

そうなんです。 

 そしたら，ところがその方は，中学校のときに先生がしょっちゅうしょっちゅうやってくれ

たものであったから，だからいつの間にか身について，７年間もたって，空白期間があったの

に身についていましたって，自分でも驚きましたっていう話をお聞きして，やはり若いときに

しっかりと体の中にすり込むように覚えていくっていうことが，とっさのときにもうろたえな

いでできることなのかなっていうふうに，その方はもう力説してらっしゃったんですね。自身

の体験も踏まえて。 

 あと救急救命，私も何回か講座を受けましたけれども，やはり，やるたびに，えっとこの次

はどうだったかなって，やっぱり思ってしまうんですね。だから，何回も何回も何回も何回も

繰り返しやっていくことで，完全に習得するということなので，年に１回学校でやるとか，１

学期に１回やるとか，そういうことではなく，できれば保健体育の時間にもそういう授業をや

るっていうふうにお聞きしましたけれども，それ以外にもホームルームの時間ですとか，ある

いは運動会のお昼休みのときに少しそういうことをやってみるですとか，そういう意識を持っ

ていただきたいんですけれども，学校のほうで……。 

 ここでちょっと御質問します。学校の中で，先ほどの先生の話が出ましたけど，先生が何回

も教えてくれたので僕の友達はみんな習得してると思うんですよって話がありました。学校の

先生方は，救急救命の講座，特に受けているかどうか。研修があるのかどうか。そこをちょっ

とお尋ねいたします。 
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○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） お答えします。小中学校の先生については年１回講習を受けてお

ります。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） 年１回，どういう講習でしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 先ほど教育長が答弁しましたんですが，先生の方についても救急

救命及びＡＥＤの使い方についての講習を受けております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） それ，消防署の方が来て何時間かってやるわけですか。２時間程度。

それでですね，それで先生方も完全に習得なさってるんでしょうか。ちょっとお尋ねします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 消防署の職員が来ていただきましてですね，時間的には４時間程

度実施しましてですね，当然すべて使えると考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） じゃあ，できれば各学級で，それ生徒たちに，また時間あるごとにぜ

ひやっていただきたいというふうに思うんですね。先生にそのことをお話できますでしょうか。

そういった時間を割いてやっていただけますでしょうか。ちょっとお尋ねします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 紙井議員も御存知かと思うんですが，各学校では年間指導計画が

ありまして，それに沿って授業もやってるわけで，当然引き続き指導……。先ほども言いまし

たけど水泳教室の前とか，それから各行事の，運動会の前とかち部分についてはＡＥＤとか救

急・応急処置の指導をするという，引き続きそういうことで指導をしていくち形で，今限られ

た時間の中で指導をしていくっちことをやっていきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） ぜひぜひよろしくお願いします。先生にもお伝えいただきたいと思い

ます。 

 で，講師の養成なんですけれども，県のほうでバイスバインダー，これは救急現場に居合わ
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せて応急処置を実施する者をバイスバインダーって言うそうですけれども，これの実施要綱が

来てるのを消防本部のほうでいただいて拝見いたしました。 

 で，とにかく応急処置をしない場合には，命が助かったとしても三，四分以内に脳への酸素

が供給していかなければ脳が回復することは困難になるということ。応急手当をすれば，３分

以内に人工呼吸や心臓マッサージをすれば４人に３人が助かるということ。 

 そういったことから，まず成人の20％の人が心肺蘇生法の訓練を受けていれば心肺停止患者

の死亡率の減少に効果的とされているっていうか，まあ，これアメリカのデータなんですけど，

これをもとに当町でも20％の方が受けていると，消防長のほうからもお聞きしましたけれども，

ぜひともですね，どんどんどんどんすそ野を広げていっていただきたいんです。 

 どこでどういう方が倒れても，あるいは家の中で家族が倒れてもすぐに救急救命を施すこと

ができるように，またＡＥＤがないところでも自分の手で応急手当ができるようにやっていた

だきたいなというふうに強く要望いたしますので，よろしくお願いいたします。 

 以上で終わります。 

 それで，次の質問に入らせていただきます。 

 次の質問に移ります。男女共同参画を推進するためのセンター設立と窓口の独立についてで

あります。 

 昨年12月に質問いたしましたが，再度進捗状況も兼ねてお伺いいたします。本年４月１日に，

御存じのとおり阿見町男女共同参画社会基本条例が施行されました。そこで，お伺いします。 

 １，条例が施行され，現在の状況と今後の展開についてお聞かせいただきたい。 

 ２番目，センターの設置となるべき拠点施設の選定についてお尋ねをしたい。男女共同参画

においてのさまざまな相談を受けたり，また活動を行うに当たっては，拠点活動となるセンタ

ーの充実は，これ大変大切な基軸になってまいると思うんです。で，男女共同社会の構築に向

けて基盤整備となる総合的な拠点施設の整備についてのプランをどのように考えているか。前

回答弁いただきましたけれども，再度お伺いいたします。 

 ３番目といたしまして，行政担当の窓口，これを独立させて，名称等明確にして，町民から

ここがそうなんだとわかりやすくなるように明確化していただきたい。現在当町では男女共同

参画の窓口は町民活動推進課町民参画係となっているんですね。男女共同参画の行政担当窓口

であることを明確にするために，課あるいは推進室及び係として担当職員の役職名も明確に配

置すべきと考えますが，いかがでしょうか。お答えください。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） 紙井議員の男女共同参画を推進するためのセンター設立と窓口の独

立をについてお答えします。 
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 まず，１点目の阿見町における男女共同参画の進捗状況と今後の展開についてですが，男女

共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進するために，阿見町男女共同参画社会基本条例

が，先ほど紙井議員が言われたとおり平成22年４月１日から施行されたところであります。 

 条例が制定され間もなく半年近くがたちますが，この間，男女共同参画社会の推進を円滑に

図るため，条例に基づき一般公募委員を含めた阿見町男女共同参画推進会議を設置し，８月に

第１回の会議を開催いたしました。また，推進会議の下部組織として，一般公募委員による阿

見町男女共同参画社会推進会議検討部会を立ち上げ，８月に２回の会議を設け，基本計画策定

に係るアンケート調査の内容について協議を行ったところであります。 

 今後の動きとしましては，条例に基づき，現在の阿見町男女共同参画プランの後継となる男

女共同参画推進に関する基本計画を平成23年度に策定していく予定でおります。今年度は，基

本計画策定の基礎資料とするため，町民2,000人を対象としたアンケート調査を９月に実施い

たします。このアンケート調査の結果を分析しながら，来年度，基本計画の策定を進めてまい

ります。 

 ２点目のセンターの設置となるべき拠点施設の選定については，条例第10条に「町は，町民

及び事業者が男女共同参画社会の推進に関して行う活動を支援するため，情報の提供，総合的

な拠点施設の整備を図るものとする」と位置づけております。今後，基本計画を策定していく

中で，今回実施するアンケート調査の結果や男女共同参画社会推進会議及び検討部会の意見を

踏まえながら推進してまいりたいと考えております。 

 ３点目の担当窓口を独立させることにつきましては，現時点での事務量からして，独立した

課や推進室の新設は考えておりません。しかしながら，町民活動推進課町民参画係に専任職員

を配置した体制となっておりますので，係名については町民の皆様にわかりやすいように明確

にしていきたいと考えております。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） ありがとうございました。 

 まずセンター設置に関して。あ，その前にあれですね。男女共同参画，かなり進めていただ

いて，担当の方非常に頑張ってくださってていろいろ進んでおります。例えば，審議会におけ

る女性委員の比率なんかは平成19年は20.7％なんですけれども，25年あたりまでに30％まで持

っていく目標ですとか，あるいは講演会の参加に関しても19年には120人，これも25年には200

人まで持っていく。町内就業者の女性の割合なんですけど，平成18年は43％から25年は47％に

まで持っていく。これはもう少し高くてもいいかなと思うんですけれども，そういったことで，

かなりいろいろ進めていただいております。 

 また先ほどの話，御答弁にもありましたように，推進会議ですね，そこに長谷川幸介先生を
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お招きしてやるということをお聞きして，すばらしいなあと思いました。かなりね，担当課の

方も，また委員の方々頑張ってくださったんじゃないのかなと思うんですね。かなりこれは先

生もお力を入れてくださってるようですので，ぜひぜひこの機会に推進を強化していただきた

いなというふうに思っております。 

 そこで，センターの設置についてですけれども，前回の12月議会のときに，基盤となるセン

ターを整備するに当たって，役場以外で利用できる既存の施設や建物はないでしょうかという

ことをお尋ねしたところ，町で所有している建物が幾つかあるにはあると。多角的に検討して

今後進めていくように努力するというお答えをいただきましたけれども，その後の検討，どの

ようなものか。まあ，大まかで結構なんですけれども，教えていただきたいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） お答えいたします。その女性センター，男女共同参画センタ

ーですか，そのセンターの設置につきましては，いろいろこれまで検討してきたところであり

ます。特に公共施設の中でできるものかどうか。ないとすればほかのどこか施設かということ

で検討してまいりました。 

 で，今回岡崎にあります職業訓練校がございます。そこが今現在休止状態と，休眠状態とい

うことで，議員さんの方々からですね，そこに暫定でもいいからセンターの設置をお願いした

いと，要望したいという要望がございました。その件に関しまして，内部でいろいろ検討した

りしまして，直接，最近立ち上げました検討部会の方々にも現場を確認していただきました。 

 女性センターとなりますと，かなり機能的には幅広く，県内でも６市ですか，センターを持

ってるのはですね，今のところ。ということもありまして，まだ本格的なセンターまではまだ

いかない。当然ながらプランがまだできてないわけですから，プランの中で女性センターの機

能をいかにしていくのか，そこら辺をまず検討しながら，どういった形で，町としてセンター

がいいのかどうか。 

 とりあえず今のところは，その職業訓練校の跡地について利用が可能かどうか，今現在検討

部会と協議をしているところであります。 

○議長（佐藤幸明君） ５番紙井和美君。 

○５番（紙井和美君） 私も当初，そこがいいかなと思ったんですけれども，中を見てみると

かなりもう古くなってしまっていると。使えないかなって思うんですね。そういったこともあ

りまして，お気持ちはありがたいんですけれども，ちょっと違うところに考えていただくとい

いかなっていうふうに思うんですね。 

 例えばですね，うずら出張所の一角ですとか，あと庁舎内の中にまた考えるですとか，さわ

やかセンターの一角ですとか，あと，まい・あみショッピングセンターの町活センターの隣あ
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たりですとかね，そういったところはできないかどうか。ちょっとぜひまた委員会の中で検討

していただきたいというふうに思います。これは，ぜひとも早急に進めていただきたいんです

ね。 

 で，そこが来ますと，例えば消費生活センターなんかもその中に入ったりですとか，いろい

ろ，いろんな多角的にできることと，あと相談窓口として非常に通いやすくなるということも

ありますので，ぜひ，そのセンターの設置について御尽力いただきたいというふうに思います。 

 次に，窓口の設置についてですけれども，当町は先ほど申し上げました推進課の町民参画係。

今湯原さんが主任やっていただいてますけど，女性の方で，非常によく頑張ってくださってて

感謝してます。飯野課長を初め本当に前向きに推進していただいて，実質独立しているような

形にもなっているかというふうに思います。しかしながら，やはりホームページを開いたり，

あるいはそれを目的にそーっと見えるような方，ＤＶの相談に来るような方，そういった方々

なんかにもすぐわかるように。また専門でやってますよということをわかるように明記してい

ただきたいんですね。 

 例えば新しい課を新設する，推進室を新設するっていうのは，これ難しいというふうにさっ

き答弁ありましたけれども，確かにそれはなかなか機構改革もあって難しいかと思うんですけ

れども，名称を変えていくっていうことは，例えば部課設置条例の中で，課長・係長の采配で

名称を変えることはできるんではないのかなというふうに思ってるんですね。 

 そういったことから，まず男女共同参画条例ができたんですから，窓口もちゃんと独立して

るんだよということを他の市町村にもぜひとも知らせていきたいというふうに思うんです。ち

ゃんと明確にされているところがほとんどで，取手，牛久，つくば，ひたちなか，那珂市，筑

西市，坂東市初め，全部男女共同参画室，男女共同参画係，女性行政係ですか――これ美浦で

すけど――，そういったことで，あ，ここはちゃんと明記されてるんだなということをきちん

とわかりやすくしてほしいんですね。 

 で，先ほどのＤＶの問題ですけど，その参画係女性の主任，湯原さんやっていただいてるん

ですが，かなりＤＶの相談に関してなんかも尽力いただいているようであります。それは一般

の方からのそういったお話で，ちょっと耳にしたんですけれども，そういったことですぐに飛

んで行けるような窓口，助けを求められるような窓口もぜひつくっていただきたいと思うんで

すけれども，いかがでしょうか。お願いします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） お答えします。町長の答弁にもありましたように，今現在で

課・室を設けるという事務量まではございません。これからさらにですね，プランが作成され

まして，その後，実際に施策を推進するに当たってはそういうものも必要であろうかとは思っ
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ております。ただ，今現在の事務量としては，そこまでの必要はないということで，先ほども

答弁にはありましたように係名として明確にはしていきたいということです。 

 今，町のですね，行政組織規則というのがございまして，これは先ほど紙井議員からおっし

ゃった内容ですけども，町民活動推進課の中には町民活動係と，それから町民安全係と，この

２つの係で，男女共同参画に関しては，町民参画係の中の１つの事務分掌ということになって

おります。これらにつきましてはですね，今後阿見町としてもですね，男女共同参画社会を積

極的に推進していくんだということであれば，先ほど申されたとおりに明確な係名も必要であ

ろうということであります。 

 これから，町も23年度に向けて機構の見直しがございます。その中で，その推進課の中にで

すね，男女共同参画係ですか，といった位置づけをしていきたいということで生活産業部のほ

うでは考えております。 

 以上です。 

○５番（紙井和美君） ありがとうございました。前向きな御答弁。ぜひとも，また今後どん

どんさらに進んでいきますようにと本当に願いまして，私の質問とさせていただきます。 

 以上です。ありがとうございました。 

○議長（佐藤幸明君） これで，５番紙井和美君の質問を終わります。 

 次に，９番浅野栄子君の一般質問を行います。 

 ９番浅野栄子君の質問を許します。登壇願います。 

〔９番浅野栄子君登壇〕 

○９番（浅野栄子君） 皆さん，こんにちは。通告に従いまして２点質問をさせていただきま

す。 

 まず初めに，阿見町の家族の絆，地域の支え合いは大丈夫かという質問です。 

 抽象的な表現でありますが，今が旬のフレーズですので御理解くださいませ。東京都足立区

で111歳とされる男性のミイラ化した遺体が見つかった事件を発端に，所在不明の高齢者の問

題が浮上しました。消えた100歳というショッキングな見出しで，大きな社会問題としてクロ

ーズアップされ，菅・小沢代表ニュースと同等に掲載され，その報道が継続的に行われていま

す。 

 ９月３日の紙面では不明者が297人と発表され，９月５日には県が100歳以上の高齢者につい

て，原則として本人に面会して調査するよう求める文書を県内44市町村へ送付したとのことで

す。その結果，戸籍上生存しているのに現住所がわからない100歳以上の方は，全国で23万

4,354人，茨城県では3,312人に上り，阿見町にも該当者が７名いたとの記載がありました。 

 ここで質問します。阿見町の高齢者の安否確認はどのような方法で行っているのか。確実に
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実態を把握しているのかについてお尋ねします。各紙の報道を見ると，年金問題，所在確認の

不備，縦割り行政のひずみなど，行政側の責任を問う意見も多くありました。 

 不明高齢者という文字が紙面を大きく占めていますが，私はもう１つ違う角度から見詰めな

ければならない問題があると思います。高齢者とはいえ家族の一員であります。その親があっ

て現存の家族が存在しているわけであります。亡くなったのにそのまま放置している。家族が

不明である，生存しなくなった時点で，何の違和感もなく過ごしているというこの現実は，全

く想像がつかないことです。国や社会，家族を支えてきた方である高齢者が，私たちの隣で音

もなく崩壊しているということですから。 

 ８月14日の発表では，不明高齢者が242人と判明し，所在不明者の世帯構成内訳を見ると，

家族と同居が42人，一人暮らしが36人，不明・未発表が164人ということでした。継続調査か

ら９月３日にも発表があり，297人と大幅に増えました。年齢を引き下げ90歳以上とか75歳以

上とかにすると，また驚くべき実態があらわれるのではないでしょうか。 

 家族は産まれた瞬間に最初に営まれる一番大切な血の通った集団であります。人としての生

活の場，よりどころでもあります。３世帯家族，祖父母，親，子供，そして孫と，強い絆で結

ばれていた家族構成も核家族化が進み，高齢者を弱い立場に追いやった風潮も，時代の流れと

関心薄く傍観していたツケが回ってきたのか。行政も住民もここでしっかりと軌道を修正しな

ければ，家族の絆はますます薄れ，人と人のつながりも薄くなり，地域社会や家族の崩壊へと

突き進んでいくのは当然であります。家族の大切さ，結びつきを深めるため，何らかの対策が

必要です。 

 阿見町から行方不明人や尊属殺人や無差別殺人など絶対に発生することがないようにするた

めにも，早急な行動をお願いしたいと思います。福祉の町阿見，思いやりのあふれる町として

も取り組むべき課題であります。 

 家族とのつながりがある人ほど，精神的安らぎが得られると申します。家族が触れ合う場つ

くり，家族と家族が交流する機会を考え，家族の絆・地域の絆をしっかりと深く結ぶ。まさに

薄れる家族の絆，行政の信頼を揺さぶる不明高齢者問題を含め，この問題についての具体的な

お考えをお聞かせください。 

 高齢者問題から幼児問題へと移りますが，どちらも根底となる要因は類似しているので取り

上げました。 

 ７月末，大阪の23歳の母親が遊ぶのが楽しくて育児が面倒になったと，３歳と１歳の姉弟を

置き去りにし，遺体となって見つかったという，これもまた衝撃的なニュースがありました。

児童相談所が機能していない，社会全体が子育てを支援する体制を構築する必要があるなどコ

メンテーターの話がありましたが，その後，コンビニのトイレで無銭飲食する児童が存在し，
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親の虐待が発覚，虐待問題が注目されました。 

 11月は児童虐待防止推進月間に当たります。平成19年第４回の議会にて質問をした経過もあ

りますが，その当時，当町の現状として虐待通告件数が平成17年度は12件，18年度は19件，19

年度は23件と年々増加傾向にあるとの答弁がありました。県の虐待防止パンフレットにも県内

の児童相談所に寄せられた児童虐待に関する相談は，平成10年度までは年間100件前後だった

が，平成16年には662件と６倍以上に増えていると書かれてありました。 

 年々増加しているという虐待について，阿見町の現況はどのような状態なのでしょうか。お

伺いします。 

 高齢者と児童，どちらもかけがえのない阿見町の住民です。高齢者問題同様，幼児児童問題

について，しっかりと施策を立て取り組み，実践していただけるよう問題を提起いたしました。

よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君，登壇願

います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 浅野議員の質問にお答えいたします。阿見町の高齢者の実態と安否

確認や支援体制の現状等についての御質問にお答えいたします。 

 初めに，高齢者の実態につきましては，平成22年４月１日現在，65歳以上の方が9,616人お

りますので高齢化率が20.6％であります。そのうち敬老会の対象になる75歳以上の高齢者は９

月１日現在4,533人であります。 

 次に，高齢者の安否確認につきましては，今月12日に行われた敬老会では，各行政区の区長

に招待状の配布を依頼して，敬老対象者に直接手渡しをお願いしております。これにより安否

確認ともなっております。しかし，確認ができなく招待状等が返送され，そういう場合には，

実態調査を町民課に依頼し，居住実態が明らかでない場合は，職権削除などの対応をお願いし

ております。 

 また，町内には100歳以上の高齢者が平成22年８月１日現在，13名おりまして，８月５日か

ら８月９日にかけて全員訪問し面会して安否を確認しております。 

 高齢者の支援につきましては，町では町内66行政区に73名の民生委員児童委員がおり，社会

福祉課と連携して福祉活動を行っており，ひとり暮らし高齢者の実態把握をするため，町や地

域包括支援センターの情報により，必要に応じて訪問等を行い，福祉票の提出をお願いしてお

ります。これにより，ひとり暮らしの情報の共有化を図り，支援体制の強化に努めてまいりま

す。 

 次に，家族や地域の絆が弱まっている問題については，地域福祉を推進する上で非常に大き
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な課題となっています。現在，町では地域福祉計画を策定しています。地域福祉は住民や福祉

団体・行政がお互いに力を合わせる関係をつくり，地域ぐるみの福祉を展開する計画です。地

域の座談会の中でも，地域のコミュニティーが低下している問題が指摘されています。今後は

座談会の意見やアンケート調査の集計・分析により総合的な地域福祉計画を策定し，よりよい

地域福祉を目指してまいります。 

 次に２点目の，児童虐待防止，早期発見に関する町の現状等についての御質問にお答えいた

します。 

 本町の児童虐待防止対策については，町の関係機関のほか児童相談所，保健所，警察署，民

生委員児童委員協議会等の代表者で構成する阿見町要保護児童対策地域協議会を平成17年度に

設置し，子供への虐待の予防や早期発見，また，長期的な視野での保護者や家族への支援がス

ムーズに連携が図れるよう，毎年，児童虐待防止推進月間である11月に会議を持ち，意見交換

等を実施しております。 

 これにより，関係各課・各機関・地域の皆さんと連携し，実務者会議であるケースの検討会

議を必要に応じて開催しながら，個々の問題解決に当たっております。 

 児童虐待の通報先は，児童相談所・警察署・市町村などで，本町では児童福祉課が窓口とな

っております。児童福祉課では，住民からの通報を初め，児童相談所・警察署・小中学校・保

育所等から寄せられた虐待が疑われる情報をもとに，速やかに当事者宅を訪問して様子を確認

した上で，緊急を要すると判断した場合には，その場から警察署と児童相談所へ通報すること

にしております。 

 緊急を要しないと判断した場合には，必要に応じて児童相談所へ報告し，対応の仕方等指導

を仰ぎながら対応に当たっております。保護者や家族への指導や支援が必要な場合には，関係

各課・各機関や担当の民生委員児童委員，主任児童委員へ情報を提供し，おのおのの役割の中

で連携しながら当事者への指導支援に当たっております。 

 また，児童虐待の背景には，親自身の子育てについての知識・経験の不足から来るストレス

などが要因として挙げられており，虐待へと進んでいくことの未然防止や虐待の早期発見の取

り組みとして，母子保健担当の健康づくり課と地域子育て支援センターが連携して，新生児・

乳幼児訪問，乳幼児健康診査事業や子育て広場の提供事業などの中で，気にかかる親子がいた

場合には，双方で情報交換をし合いながら，定期的に家庭訪問などを通して，相談相手になっ

たり必要に応じてアドバイスなどを実施しております。 

 これからも，保育所や幼稚園または学校等で子供の日常生活の様子の確認や各種の健康診査，

相談事業，家庭訪問など子供にかかわる機関の日常業務において，虐待防止，親子支援の視点

を持つことで，その発生予防と早期発見に努めてまいります。 
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 さらに，民生委員児童委員，主任児童委員など地域の方々との協力・連絡体制を強化し，連

携を図ることで，身近な生活の場における見守り体制の充実を図ってまいりたいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） では，お伺いします。高齢者が100歳のときにお祝いを贈る際に，各

市町村の長さんがですね，お祝いを持ってじかに，直接会いに行くという，それが多いという

ふうに聞いてますけれども，本町はいかがなのでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） 今回は私もちょうど病気をしていましたので，今回は訪問できなか

ったですけれど，来年度からやはり体調がよいという状況になれば，私が訪問をさせていただ

きたいと，そう思っております。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） 先ほど，安否確認を敬老会のときの招待状で各区長さんにお願いして，

それで持っていって，それでじかにそれを確認するということでしたけれども，今，町で75歳

以上の方が4,533人とおっしゃいましたけど，その4,533人の中で実際にいて，または不明の，

そのような方はいらっしゃいませんでしたでしょうか。どのぐらいの安否確認ができ，返送さ

れたのは，いないとですね，不明というか，返送されたのは何人ぐらいいらっしゃったのでし

ょうか。 

 先日の不明者の中にですね，阿見町も７名という数字が出ていましたけれども，これについ

てもお伺いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。今回の敬老会の招待の通知に関しましては，

返却された分，この件については３通というふうに伺っております。その他，直接手渡せない，

施設に入所してるとか入院という部分については，これは別ということになっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） 新聞に報道があった，その７名についてはいかがですか。 

○議長（佐藤幸明君） 民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。新聞報道等で100歳以上の戸籍上７名が載っ

てるということでございますが，この件につきましては，新聞報道等から100歳以上で阿見町

に戸籍があって住所不明の高齢者は何人おりますかというようなことでございまして，当町に

おいては７名が該当してるということでございます。 

 ７名の内訳につきましては，そのうち６名はそのまま住所が不明のまま，こちらに死亡届等
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が送られてこないで戸籍が残っていると。そのうちもう１名は他市町村で職権消除になってい

るというようなことでございます。 

 いずれにしても戸籍の削除については，法務局に申請して削除しないとできないということ

で，その手続については法務局と協議しながら進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） 先ほど民生委員の方も出ましたけれども，75歳以上が4,533人，65歳

以上が9,616人ということで，それを支援する民生委員の数が66行政区に73名の民生委員さん

がいらっしゃるとおっしゃいましたけれども，例えば65歳以上9,616人を民生委員73で割ると

ですね，70としたとしても一人百三十何名，130名ぐらいですね。その民生委員さんの限度も

あると思いますが，一人130名強というこの支援する側ですね，民生委員さんの限度あると思

いますが，いかがなんですか。民生委員さんからは何もありませんか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。確かに高齢者はここ増えております。75歳以

上につきましても阿見の町民の約１割近くがもう75歳以上というようなことでございます。こ

のすべてを民生委員でカバーするっていうのは確かに困難であると思います。 

 現在，高齢者の中で支援を受けてるというのが，その全員が受けてるわけではございません。

民生委員さんは要援護者，そういう部分について支援をしていくということが主な仕事になっ

ているかと思います。ただ，いつそういうふうに支援が必要になるかもわからないというよう

なことがありますので，そういう情報についてはすぐ把握できるような，そういう活動を民生

委員さんにはお願いしてるというようなことでございます。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） では，確認させていただきます。阿見町の高齢者には，不明高齢者は

いないということでございますね。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。現時点ではそういう方はいないというふうに

認識しております。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） その認識もあると思うんですけど，民生委員が活動するときに，個人

情報保護法が活動の障害になっていると，そういうお話を聞きますが，これについてはいかが

お考えでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。ただいま浅野議員がおっしゃったように，個
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人情報の保護という部分については確かに民生委員の活動について障害といいますか，ハード

ルが高くなったといいますか，そういう部分が確かにあろうかと思います。 

 この点については今後……。先ほど町長の答弁にもありましたように，地域の中でもコミュ

ニティーの低下という部分が，そういう個人情報の保護という部分でコミュニティーの低下と

いうような部分にも影響が出てきております。新しく転入された方が地域の自治会に加入でき

ないとか，区長さんがそういう部分について，町からの個人情報をもとに加入を推進できない

とか，そういう障害が出てきております。 

 民生委員の活動の内容についても，その辺もう一度内部でその個人情報の取り扱いについて

どの辺まで町が協力できるのか，その辺を研究していきたいというふうに考えております。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） やはり民生委員がですね，本当に思いやりを持って活動するのには，

個人情報保護法は大変な壁になっていると思います。安否確認の際もですね。 

 行政がその権限を持って確認に動けるような仕組みが要るのではないかと思われますが，そ

の仕組みについてはいかがでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。先ほどもお答えしましたとおり，個人情報保

護法については国の法律があって，それを基本とした町の条例があって，その中で施行してい

る状況でございます。現時点ではそういう中で対応していくということです。 

 先ほど申し上げたように，その中で町がどういう部分で協力できるかという部分を今後研究

していきたいということでございます。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） ありがとうございました。高齢者はやはり阿見町の宝でございます。

高齢者の支援につきましては，これからもますます向上するように強く要望して，お願い申し

上げます。 

 児童虐待の，児童問題についてですね，前回の質問のときに，17年には12件，18年には19件，

そして19年には23件と，どんどんこの虐待の通告，相談件数が多くなっていると，そのような

傾向があるとおっしゃいましたが，それでは20年，21年と現在に至るまではどのような経過が

ありましたでしょうか。現況をお願いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。ただいま児童福祉課のほうで把握をしている

その児童虐待の件数は22年度９月１日現在で10件でございます。 

○９番（浅野栄子君） 20年，21年の……。 



－97－ 

○議長（佐藤幸明君） 挙手の上お願いします。 

 ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） 19年に23件ということなので，22年に10件になったということは，そ

れに対する効果があったということでございましょうか。20年，21年はいかがなんですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） 失礼しました。お答えいたします。19年は23件ということでお答

えしていると思いますが，20年度ですね，これは３月末現在では16件でございます。それで21

年度，やはり３月末で16件というようなことでございまして，この間事案が続いているもの，

新たに案件が増えたものがございます。それぞれ20年，21年につきましては，新たな案件がそ

れぞれ９件ずつ発生したというようなことでございます。 

 それで22年，今年度の９月１日現在におきましては，新たな案件が８件というようなことで

ございます。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） 虐待がゼロになることは不可能かと思いますが，虐待された子は心に

深い傷を負い大人になっても苦しみ続けるということがあると，体の傷は治っても心の傷は簡

単にはいやすことができないと，こう言います。 

 その後のですね，虐待された子はその後どのようなケアをして，どのような支援をしている

のでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。児童福祉課長髙須徹君。 

○児童福祉課長（髙須徹君） お答えいたします。先ほどの町長の答弁でもお答えしておりま

すけれども，施設等に入所以外の御家庭のお子様や保護者に対しては，児童福祉課を初め児童

相談所の指導を仰ぎながらですね，各関係機関がおのおのの役割分担をしながら訪問なりして，

それぞれの役割の中で確認しながら，臨機応変に指導・アドバイスを行っております。 

 また小学校，保育所，幼稚園等が絡んでおった場合には，そちらの先生方の御協力等も連携

させていただいております。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） その後のケアをしているというお話でしたけれども，それでは，その

中の一人の例をとっていただいて，ケアをしてこのように立ち直ったという例がありましたら

お願いします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。児童福祉課長髙須徹君。 

○児童福祉課長（髙須徹君） お答えいたします。なかなか，浅野議員も御承知かと思います

けれども，こういった案件につきましては早急に改善できるという案件がなかなかございませ
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んで，長期にわたって継続していく案件がほとんどでございまして，改善が認められたという

ようなことにつきましてはですね，保護者からの暴力とか，暴言とか，育児放棄とか，そうい

う中で保護者さんのほうが自分の行った今までの行動を反省しながら，以前よりもそういう改

善がされているというような案件はございますし，またこれは完全にということが適切かどう

かもわかりませんけれども，引き続き見守りの中で，逆に保護者さんの理解が得られないでエ

スカレートするというような中で，指導を重ねた末に子供を施設に入所させて親御さんから離

して適切な場所で養育していると。それにあわせて親のほうにも引き続いて指導・アドバイス

を重ねているというような案件もございます。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） なかなか直らないというお話もありましたけれども，例えばですね，

17年に12件があったと。そして22年に10件あったというお話がありましたが，17年の12件の中

の人が22年の10件の中に入っているということはありますか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。児童福祉課長髙須徹君。 

○児童福祉課長（髙須徹君） 17年からの継続かどうかは，ちょっと手元にはデータがござい

ませんので調べて確認いたします。それでよろしいでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） もしですね，その12件の中に入ってる，17年の12件の中に入っていて

22年のその中に入っているとしたらですね，17，18，19，20，21，５年間もずっとそれが続い

ているということになってしまうわけですよね。本当にその子にとっては，地獄まではあれで

すけど，大変なつらい日々でございますよね。 

 そしたら，虐待した親に対してどのような注意または指導をしていらっしゃるのか，そのこ

とについてお願いします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。児童福祉課長髙須徹君。 

○児童福祉課長（髙須徹君） お答えいたします。先ほども御答弁させていただきましたけれ

ども，やはり長くかかる案件がほとんどでございまして，それにつきましてはやはりきちんと，

最終的には私どもも児童相談所を入れて引き続いて指導を当たっている中で，その中で施設や，

そういった親からの隔離が，まあ確保が，法的なりそういうものができるものについては児童

相談所の判断でしておりますけれども，それまでに至らないという案件がほとんどでございま

すけれども，先ほどもお話させていただきましたように，引き続き，関係担当がおのおのの役

割の中でですね，引き続いて家庭の訪問なり親の確認なり，子供の確認なりをしながらですね，

長いですね，まあ指導・支援というか，そういうのを行っているというのが現状でございます。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 
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○９番（浅野栄子君） やはりその子にとっては大変つらい日々ですので，全国児童相談所所

長会議でも親子の名前が不明でも強制的に立ち入り調査をし，指導をできるという，そういう

ことになったという通知が来たというお話もありますので，そういう虐待をしている親に対し

てはですね，強く強く指導または啓蒙してほしいと思います。 

 また，未然防止・早期発見が大変大切だと思います。先ほどそれを発見するために，小学

校・保育所，そういう学校関係または公的な施設関係がお話に出ましたけれども，先ほども通

告の中で発表しましたように，コンビニ，そういうショッピングの中ですね，そういうところ

で無銭飲食またはトイレでそれを見つけたという，そういうこともありますので，ファミリー

マートとかそういうところとも連携を組んだほうがよろしいかと思いますが，これはいかがで

しょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。ただいま浅野議員がおっしゃったように，そ

れは警察とか学校関係，ＰＴＡ関係，防犯関係，いろんな関係機関と連携をとってそういう情

報の収集，早期発見に努めていきたいというふうに考えております。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） それでは，この高齢者問題も，そして虐待問題も，家庭の絆というの

がまず一番根底にあるのではないかと思います。これの希薄化したことによっていろんな問題

が起きているということで，家族の絆をつかめる，つかむという方法で１つこういうチラシが

ありました。 

 阿見町でも時々広報紙などに載るんですけれども，家庭の日ということで，「毎月第３日曜

日は家庭の日です」ということで，家庭のつながりを持つためにですね，第３日曜日を家庭の

日として皆様をこの日に家族そろって食事や買い物をしたり，スポーツ・レクリエーションを

しましょうという，こういうチラシがありますけど，この家庭の日について当町はどのような

見解を持っていらっしゃるのでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。家庭の日ということで，町の取り組み状況に

ついてはどのようなことかということでございます。主管している課は私どもの児童福祉課の

ほうが主管としておりますが，この実際の取り組みとしましては，まず児童福祉課のほうでは，

県が家庭の日を第３日曜日というふうに定めてございます。 

 そういう関係で，県のほうから，いばらき子育て家庭優待制度というような事業を県で実施

しております。それは通称いばらきキッズカードというようなものでございます。それの申請

とそのカードの交付を児童福祉課のほうで行っております。それと県のほうが毎年開催してお
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ります家庭の日にちなんだフォーラム，そういうものに対する参加の周知，そういうものを児

童福祉課のほうで行っているところでございます。 

 そのほか，これは生涯学習課のほうになりますが，町民会議のほうで青少年を非行から守る

全国強化月間というようなことで，７月には青少年の非行防止とあわせて家庭の日の啓蒙活動，

これを広報車・セスナ機等により実施をしております。また，その家庭の日に関する絵画・ポ

スターの募集を各小中学校に周知をしていると。また社会福祉課のほうでは，社会を明るくす

る運動，この一環として町民運動会，そういうときに啓発用の配布をしているというようなこ

とでございます。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） やはり，この第３日曜日の家庭の日というのに対して，町民がこれを

注目して何かをしようと。それから町でも何かこうイベントがあれば，そういう機会に触れて，

親子の触れ合いも増えるのではないかと思いますので，何かイベントがありましたら，イベン

トを企画していただきたいと思います。 

 もう１つですね，それと同じように家族の絆を深めるということで，町に青少年育成阿見町

町民会議という組織があります。そこで，親子で話し合うということで「親子ふれあいミーテ

ィング」というのを今度開催するそうなんですけれども，まずモデルとして君原小50組の児

童・保護者を対象にするそうなんです。もし，このミーティングがですね，成功――まあ成功

すると思うんですけれども――，終わった後によい結果が出たら，君原小だけでなく阿見の小

学校全域で企画してみたらと思うのですけれども，それはいかがでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 確かに今，茨城県でですね，いろいろやって，阿見町でも最終的

にこの部分が父兄参観ですか，それとあわせて君原小学校のほうで会議を開く予定でおります。

ただ，全小学校にっち部分については，まだそういう部分で，今回やってみてどうなのかっち

ゅう部分で研究していきたいと思いますんで，よろしくお願いしたいんです。 

 どういうものになるか，ちょっとまだ，初めてのことなので。ただ先ほど言うように，君原

小学校の父兄と先生と，あと児童で話し合いを行うちことで計画を立てております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） 家族の絆が薄れているという現実に向かってですね，もう様子を見て

とか，どこどこと比べてとか，そのようなことがなく，もうどんどん実行してほしいと思いま

す。今年そのふれあいミーティングがありますので，もし，もしじゃなく必ずですね，そのほ

かの学校でも開いていただきたいと思います。 
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 次長さん，いかがですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 家族の絆っちゅうことで，私も初めてですね，第３日曜日の家庭

の日ちゅう部分が浅野議員さんの質問で初めてわかったんで，まことに申しわけないんですけ

ど。だから今回の君原のほうで，そのふれあいミーティングちゅう部分をより成功して，今後

のいろんな部分に参考にしていきたいと思いますんで，御理解のほどよろしくお願いしたいん

ですが。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） 次長さんがまだお知りにならなかったというのもちょっとですけれど

も，やはりじゃあ，広報紙にですね，毎月の広報紙に，第３日曜日は家庭の日というのは，こ

れを毎月出していただきたいと思いますが，いかがですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

○９番（浅野栄子君） 広報紙の余分なところがあると思うんですよね。啓蒙がなければいつ

までたっても知らないですよね。町長さん，出しましょうって一言言っていただければすぐ出

していただけるんじゃないですか。 

○議長（佐藤幸明君） 総務部長坪田匡弘君。 

○総務部長（坪田匡弘君） 町民の方の認知もなかなか少ないようで，まあ職員でも少なかっ

た状況ですので，周知を図るようにこれから検討していきたいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） では，次に２点目の質問をいたします。 

 35人学級の早期実現を，についてです。 

 町づくりは人づくり，人づくりは教育にあり。まさに教育が人間社会の源であります。そし

て，義務教育はいかなる地域の子供にも平等に公平に施され，望ましい人間形成と基本的な学

識をしっかりと身につけなければなりません。小中学校の知識がしっかりと身につけば社会生

活は送ることができます。しかしながら，基礎基本となる学力・知力・体力がしっかりと身に

つかず次の段階へと進んでしまうところに問題があります。 

 私はかねてから少人数学級，特に28人が最適であると提唱してまいりました。７人制の４グ

ループです。手が届く，目が届く，心が届く，落ちこぼれなんていう言葉はここにはありませ

ん。特に中学生は学ぶ知識も徐々に難しさが加わり，精神的にも敏感な時期であり，一人ひと

りをよく見届け触れ合う時間をより多く持つことのできる少人数が最適であると思います。 
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 中学校が荒れているといううわさを聞くと，授業がわからなくてやってられねーよという気

分になるのも当然です。中学校は少人数に，阿見町が一番先で取り組んでみませんか。阿見町

の教育が注目されることは間違いありません。 

 ところが，先ほど文科省が公立小中学校できめ細かな少人数学級指導を行うという計画を発

表しました。１学級当たりの上限を小中とも現行の40人から35人に，小学校低学年は30人に引

き下げるという改正案を提示しました。初め45人から40人へ変えた1980年以来30年ぶりです。

教職員も６万人増やすという発表がありました。教師からは一人ひとりと向き合える，子供の

発表の機会が増える，作文や算数の個別指導もしやすいなど，期待の声が聞かれます。校長先

生は35人以上いるとテストの採点などで先生の負担が大きい。人数が少なくなれば授業の準備

を手厚くできると，先生方からは早期実現を望んでいます。 

 阿見町はこれに対し，県の様子，周りの学校の様子を見てから，予算がないからなどと言わ

ず，積極的に素早く対応していただきたいと思いますが，このことについての考えをお尋ねし

たいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） 教育長青山壽々子君，登壇願います。 

〔教育長青山壽々子君登壇〕 

○教育長（青山壽々子君） 35人学級の早期実現を，の質問にお答えいたします。 

 児童生徒の学力を向上させるためには，少人数での指導は有効な手法です。教育委員会とい

たしましても早期に実現したいところです。浅野議員さんの御意見を伺い，教育委員会の背中

を押していただいている感じがいたします。まず，お礼を申し上げたいと思います。 

 さて，茨城県では，35人学級実現の第一歩ということで，文部科学省の施策に先駆け，平成

22年度より，小中学校で学級の増設を行っております。 

 小学校では，楽しく学ぶ学級づくり事業という名称で，小学校１年生から４年生までで，35

人を超える学級が３学級以上ある場合は１学級増やし，担任を配置するようにしています。ま

た，35人を超える学級が２学級までの場合は，各学級に１名，非常勤の講師を配置しています。 

 中学校でも，中学校生活スタート支援事業という名称で，中学１年生で，35人を超える学級

が３学級以上の場合１学級増やし，担任と非常勤の講師を配置しています。また，35人を超え

る学級が２学級までの場合は各学級に１名，非常勤講師を配置するようにしています。 

 阿見町としては，このような茨城県の事業に該当しない小学校３校に，ティーム・ティーチ

ングのための講師を３人配置しております。また，担任が円滑に授業を行えるように，支援員

を９校に12人配置しております。 

 冒頭に申しましたように，浅野議員さんのおっしゃるとおり，35人学級の実現は，阿見町教

育委員会としてもいち早く取り組みたい課題です。しかし，現在，町では，校舎や体育館の耐
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震化の工事等が優先されております。御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） 予算がないと言われてればもうそのままなんですけれども，先ほど御

回答の中に，35人が３組あったときには１学級増やし，35人が２組のときには各学級１名の非

常勤講師と，こんなふうに少人数学級にしても同じような感じだとは思うんですけれども，例

えば少人数学級にすると教職員の数は何人ぐらい，そしてまた予算化するとどのぐらい予算が，

経費がかかるのでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） お答えします。教職員の増員につきましては，今年９月の１日現

在で来年度の児童生徒数を見込んで考えてみますと，小学校で３名，中学校で２名，町全体で

５名の教員が必要になります。 

 また，それに伴う経費については，県派遣の指導主事を参考にすると，５名分で約3,000万

円の経費がかかります。先ほど教育長の答弁にもありましたように，浅野議員さんの言われた

とおり，35人学級の実現は教育委員会としてもいち早く取り組みたい課題の１つでもあります

ので，国や県の方針に従って35人学級を実現してまいりますので，御理解のほどよろしくお願

いします。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） よろしくと言われると，何か言いにくくなっちゃうんですけども，先

ほどの耐震化のことで予算がそちらのほうに行っているので，しばらくは，教育委員会として

の予算はないというお話がありましたけれども，世界的に見てもですね，日本の教育費という

のは，経済協力関係機構の中でもですね，28カ国の中の28番目なんですね，この教育費がね。

この阿見町も20年度は17億2,285万5,000円。21年度21億5,841万1,000円。22年度15億１万

1,423円と，この予算がですね，削られてるんですね。 

 そこで私はたと思いましたが，小学校，中学校の学校耐震化ですね，なぜ教育委員会だけが

100％の予算を使うのかっていうんですね。小学校，中学校，もちろん管轄は教育委員会だと

思うんですけれども，あそこは何かがあったときの避難所またはスポーツ・体育系の方々が使

っております住民のための施設なんですね。 

 ですから，教育委員会が100％の予算をそこから捻出しないで，総務課とか違うところから

50％ぐらいずついただければ，教育委員会のその3,000万なんかをすぐですね，届けるんじゃ

ないかと思うんですが，教育長さん，阿見町でこれをやれば，阿見町の教育はすばらしい，全

国から注目されるのは間違いないんですけれども，いかがでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育長青山壽々子君。 
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○教育長（青山壽々子君） 本当に学力学力で，先生たちにも子供たちの学力をお願いします。

何とか勉強一生懸命やらせてください。こればかり言っているんですが，まずは学力の前に命

だと思います。先ほどどなたか議員さんからもありましたように，この県南地区は地震面でも

大変心配な地区ですので，まずは耐震化を。子供たちの命を守れる施設にすることが何よりも

大事だと考えておりますので，もうちょっと御辛抱いただきまして，できるだけ早く35人学級

のほうも頑張ってまいりたいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） そこの，ですから予算の問題なんですね。だから教育委員会がすべて

その15億四千……，そこを出さないでですね，半分総務課とか違うところからいただければ

3,000万は出ると思うんですけれども，町長さんいかがでしょうか。出してください。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） 全然所管が違うところでこっちもこっちもというわけにはいかない

でしょうね。やはり耐震化に対しては，あくまでも教育委員会のほうに予算づけをされている

わけですから，国のほうから。まあほら，今後一括交付金ということでどういう状況になるか

わかりませんけど，ただ，今の現状においても35人以下の学級が相当多いんじゃないかと私は

思いますよ。そうじゃないんですか。 

○９番（浅野栄子君） 中学校です。中学校。 

○町長（天田富司男君） 中学校においてはすべて35人以上ですか。 

○９番（浅野栄子君） ２学級あります。 

〔「２学級あります」と呼ぶ者あり〕 

○町長（天田富司男君） ２学級じゃないですか，もう少し我慢してください。 

○９番（浅野栄子君） いや，２学級だってその子に対しては100％なんですから。 

○町長（天田富司男君） いや，それはみんな100％……。ほら私も前にも言いましたけど，

やはり危険だ何だっていうものはみんなどこの小学校，どんな人数が少なくてもそれは100％

ですよ，親にしてみれば。だからすべての学校にやはりやったのがいいよっていう話をしまし

た。 

 だけど，今回の場合のね，また違うと思うんですよね。人数的には。いや，非常にもう四十

何人だなんだ……。40人近くにもなってるっていう状況じゃないんですから，やはりそこはや

っぱり我慢というね，そういうことも人間としてね，やっぱり教育の現場の中で人間としてや

っぱり我慢するということも大事なことなんですよ。 

 何でもこちらで物をね，やってやればいいんだっていう。今は物をやり過ぎるからかえって

教育がよくないんですから。すべて自分が何かやってもらえる，やっぱり行政に対して何でも
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やってもらえるというそういう意識じゃなくて，こないだも敬老会で言ったんですけど，自分

たちが何が今，75歳でも町にとってできるか，それと同じような意識を持って，やっぱり教育

も同じ。 

○９番（浅野栄子君） 教育には過保護はありません。 

○町長（天田富司男君） 教育も同じです。何でも同じ。 

○９番（浅野栄子君） 教育には過保護はありません。 

○町長（天田富司男君） 自分が何ができるかということをね，やっぱりやったほうがいいで

す。 

○議長（佐藤幸明君） 個人個人のやりとりはしないでください。 

○９番（浅野栄子君） はい，済みません。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。挙手の上発言をしてください。議長の用がなくなっ

ちゃいます。 

○９番（浅野栄子君） はい。ただいまの教育長が大変，耐震化が終わったらそちらのほうに

目を向けますという，そういう真摯な態度がありましたので，我慢をして少しお待ちしたいと

思いますので，早期実現のほうは心にとどめておいていただきたいと思います。 

 次なんですけれども，やはり小学校は学力でございます。学力テストの結果がつい先ほど公

表されました。やはり４回目の学力テスト。１位はやはり福井で，秋田・福井がやはり少人数

学級で集中的に行っていると。私は学力になぜ執着するかですね，やはり小中学校の基礎基本

をしっかりと学んで，その上に進んでいかなければ，土台がきちんとしていなければ，上に行

ってもやはり小学校のときに小学校のものをきちんと身につけておかないと，中学校に行って

やはり授業がおもしろくない，じゃあ逃げ出そう，ああバイクに乗ろう，そちらのほうに行き

ますね。 

 で，高校に行くと中学校のまずおさらいをしてから高校の勉強をする。大学に行くと大学１

年生はまず中学校の勉強をしてから。そのようにしていったら本当にしっかりと基礎基本を身

につけないで行ってしまう。ですから，学力テストの結果というのは，よく重要視して見てい

ただきたいと思うんです。 

 で，今回４回目の学力テストが終わりましたけれども，阿見町の平均ですね，それからどこ

が弱いのか，弱いところにどのように施策をしているのかということについてお尋ねします。 

○議長（佐藤幸明君） 通告にはございませんが答えられますか。 

 ただいまの質問に対する答弁を求めます。教育次長竿留一美君。 

○教育次長（竿留一美君） 全国学力テスト，今回の４回目ってことですよね。傾向とその対

策っちゅうことでよろしいでしょうか。 
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○９番（浅野栄子君） はい。 

○教育次長（竿留一美君） 昨年度まではですね，３回すべての学校で実施してまいりました

が，今年は抽出実施となりまして，小学校４校それから中学校１校が選ばれたわけです。希望

により町ではすべての学校，小中学校で実施いたしました。 

 調査の結果については，毎年問題や対象となる児童生徒が違うという実態がありますので，

単純に比較することは難しいのですが，実施した過去４年間の町の状況は，全国・県平均と大

差がなくほぼ平均値ということでございます。 

 また，児童生徒の意識や生活の様子を見てみると，基本的な生活習慣が身についている児童

生徒は問題に対する解答の状況や成績がよい結果となっております。また，町内の各学校では

調査結果を分析して学校ごとに学校改善プランを作成し，学習指導，それから児童生徒の基本

的生活習慣の定着などの改善に活かしております。 

 弱いところちゅうことの御指摘がございますが，算数が町としては弱いっちゅことで聞いて

おります。今後とも町内児童生徒の学力向上に役立てていきますので，御理解のほどよろしく

お願いします。 

○議長（佐藤幸明君） ９番浅野栄子君。 

○９番（浅野栄子君） そのほか教育のＩＣＴ教育ですね。それからやはり強力な支援者とし

て評議員制度というのが阿見町にあるというので，それの活用をということで御質問しようと

思いましたけれども，もう時間が押し迫ってまいりましたので，阿見町の教育が日本全国から

注目されるような教育行政にぜひ実現していただきたいと思います。 

 やはり阿見町初めての女性教育長でございますので，教育の頂点としてこれをやろうと新し

い感覚で阿見町の独自な教育を築いていただきたいと思います。教育行政のさらなる前進をお

願いいたしまして，強く要望いたしまして私の質問を終わらせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

○議長（佐藤幸明君） これで９番浅野栄子君の質問を終わります。 

 それでは，ここで暫時休憩いたします。会議の再開は午後３時からといたします。 

午後 ２時４６分休憩 

―――――――――――――― 

午後 ３時００分再開 

○議長（佐藤幸明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に，18番細田正幸君の一般質問を行います。 

 18番細田正幸君の質問を許します。登壇願います。 

〔１８番細田正幸君登壇〕 
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○１８番（細田正幸君） 私は通告しました２点について質問したいと思います。 

 まず１点目は，霞ヶ浦湖岸のできるところからの整備をという提案でございます。霞ヶ浦湖

岸の整備につきましては，前町長時代に何回か具体的に質問いたしましたが，積極的な回答は

ありませんでした。予科練平和記念館が開館し，５万人というそれなりの入場者が湖岸近くま

で訪れているわけですから，霞ヶ浦湖岸の町として積極的に湖岸の整備を進め，観光地として

の付加価値を高める必要があるのではないかと思います。 

 既に町のＰＲポスターつくりましたけれども，そのタイトルは「浦に在り，時を編み，風と

遊ぶ」というふうになって，霞ヶ浦を前面に出しております。また町の案内標識が新しく整備

されました。阿見町の出入り口に「霞ヶ浦湖畔のまち阿見」の標識が整備されました。このよ

うな町としての霞ヶ浦を重視する姿勢が強まっているわけですけれども，具体的には霞ヶ浦湖

岸の整備については，予科練平和記念館以外は何も整備をされておりません。 

 私はその点３点について，これからの整備について提案をしたいと思います。 

 まず１点目は，湖岸のサイクリングロードとしての整備でございます。これには既に湖岸は

昨年全面的に舗装されております。で，サイクリングロードとして整備するためには，まず自

転車がなければ利用できないわけですから，レンタルサイクルの設置。それから隣の美浦村と

の相互乗り入れのための話し合い。また美浦へ行くのには島津の技研前の農道の整備，これを

整備すれば旧125号まで出なくても湖岸を真っすぐ通れるわけです。そのためには舗装と高位

部排水路への自転車横断橋の設置，これは約３メートルぐらいのコンクリートの島津の排水路

がありますが，その上に橋を設置してその先90メートルぐらい農道があるわけですけども，こ

れは用地は４メートルの舗装ができるわけですから，そこを舗装すればサイクリングロードと

して美浦へ100％舗装になるわけです。 

 ２番目には，町が管理している島津小公園の枯れた桜の植え替え。これについては，前町長

時代，桜が植えて枯れてんですから植え直せっていうことを言いましたけれども，町の桜の状

況を調査してから考えるというような答弁がありました。 

 それから３つ目は大室地先湖岸砂浜のカヌーの発着場としての整備でございます。この大室

地先海岸の砂浜ですけれども，ここ昨年，その前の年，２年間にわたって植栽を増やすという

ことで既に砂浜が約200メートル近くできております。これは堤防との間は切れておりますの

で，１カ所堤防から砂浜ですね，土を戻したところまでスロープをつければ，カヌーの発着場

としての利用は可能ではないかというふうに思います。 

 以上３点については，余りお金をかけなくても整備できる事業ではないかというふうに思い

ます。これは，阿見町も町長，政権が変わったわけですから，阿見町をより具体的によくして

いくと，そういう点では新しい町長の実行力が問われているのではないかというふうに思いま
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す。 

 また，そのほかに湖岸の観光地としての付加価値をつけるためには，湖岸の桜堤の計画等も

国と協議し具体化していったらどうかというふうに思います。霞ヶ浦湖岸は，今堤防があるだ

けで木陰がございません。景観的にも何の特色もないというのが今の状況です。私はそれを少

し改善して桜並木をつくる。そうすれば夏にはその下で町民が涼めるし，外部の人も来て涼め

ると。また，４月には桜も見られるというふうに１つの観光地のスポットとして利用できるの

ではないかというふうに思います。 

 この件については国では桜堤の事業があると。これは私，２年前に土浦の事務所行って直接

聞いてきましたけれども，堤防のいわゆる広げる部分ですね，そこへ桜を植えるということな

んですけども，要するにハス田側のその部分の土地を町で買うと。それができれば湖岸に土を

盛って堤防を補強して増やすというのは国の事業としてできるということがわかりました。今，

ハス田ですね，湖岸のほうは坪何万という土地ではないので，例えば５メートルとか10メート

ル買収してもそんなにお金の支出はないのではないかというふうに思います。 

 これは少し長期的になると思いますけれども，１つ１つ霞ヶ浦湖岸の利用，また観光地化，

付加価値を高めるということをやっていく必要があるというふうに思います。 

 この３点プラスもう１点について，天田町長はどういう考えを持っているのか質問したいと

いうふうに思います。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君，登壇願

います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 細田議員の質問にお答えいたします。 

 霞ヶ浦湖岸公園構想については，藤井議員の質問にも答弁したとおり，霞ヶ浦の環境保全と

観光資源にするため，湖岸に位置する自治体の使命として継続して実施する考えであります。 

 しかし，その内容及び整備のスピードにつきましては，必ずしも現状の内容で早急に実施す

るということは考えておりません。事業の第一段階である霞ヶ浦平和記念公園事業が完了し，

予科練平和記念館には半年で５万人を超える来館者がありました。他方，あみプレミアム・ア

ウトレットには１年間で550万人の来場者がありました。観光施策は，これらの町内来訪者の

需要を的確にとらえたメニューづくりを，町全体で検討することが肝要であると考えておりま

すので，霞ヶ浦湖岸公園の整備内容等についても再検討する方向でおります。 

 まず平成10年に作成した霞ヶ浦湖岸公園構想を基本として，社会情勢の変化等に対応し見直

しをしていくことを考えております。この件につきましては，昨年，細田議員の質問に対し，

同じ内容で答弁をしておりますが，実際の作業がおくれております。 
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 見直しの内容としては，観光施策を多く取り込んだものとし，その中には，細田議員が今回

３点ほど提案をしていただきました，サイクリングロードの整備を初めとした様々な提案につ

いても，私がやはり考えております霞ヶ浦の観光施設また霞ヶ浦の湖岸を使った施策はやはり

やっていかなければならない私の施策の１つであります。 

 いずれにしましても，霞ヶ浦の湖岸整備につきましては，細田議員の提案等をかんがみなが

ら，やはり積極的に推進していく，そういう認識でおります。ただ，今現在ではすぐにこの政

策が実行できるかというとなかなかできない状況でありますので，よくこの湖岸公園構想をや

はりもう一度見直して，やはりどういう状況にしていったらいいのか。特にサイクリングロー

ド等は美浦の中島村長等と話をしながら積極的に進めていきたいなと，そういう思いでおりま

す。 

 また，カヌー等の問題はもう少し考えないといけないのかと。やはり阿見町の場合は，ここ

にヨットのオリンピック選手，そういう人たちがいますので，やはりヨット等を使った湖岸を

考えていったのがいいのではないかと，そういう考えもありますし，今後そういう面での施策

をやはりきちんと考えながら実行に移していきたい。そう考えております。 

○議長（佐藤幸明君） 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 町長の考えも湖岸の施策の１つについて積極的に推進していくと。

で，整備を考えていくということなんですけれども，私はいわゆる平成10年に計画されました

霞ヶ浦湖岸公園構想ですよね。これは42ヘクタールということで膨大な面積の計画ですけども，

その計画を見直すっていうことも早急にやらなければならないと思うんですけども，現実的に

はそれを待っていたのでは，私は１つ１つの具体的なことは進まないっていうふうに思うんで

すよね。そう思うから，いわゆるお金がかかんないで，今の湖岸を利用してもう少し町がＰＲ

するような観光地としての付加価値をつけると。これは１つ１つやっていかなければ，全然前

へ進まないわけですよね。 

 で，今の町長の答弁ではやっていきたいっつうことなんですけども，じゃあ，いつからやる

のかということになると，その辺はないわけですけども，まず一番お金のかからないのが島津

小公園の桜の植え替えですよね。これは地元の人も町がそういう計画があれば手伝いたいっつ

うふうにも言ってるわけですよね。 

 今，環境保全組合っていうものができておりますけれども，そこでお金もあるわけですよね。

だから桜の木が枯れたのは，いわゆる土盛りした土が悪かったわけですから，その植えるとこ

ろを土の入れ替えをして桜の木を植えれば桜の小公園になるわけですよね。これは本当にお金

がかからないわけですから，やるといえば来年度から。来年度からっつっても今年の桜の植え

る時期ですよね。春先前，芽が出る前だと思うんですけども，私はそれはできるというふうに
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思うんですけども。 

 あと，その次に金がかからないのは，美浦までのサイクリングロードですよね。これは１つ

はサイクリングロードとして案内標識をつくると。それから，町が観光案内のようにパンフレ

ットをつくってちゃんとトイレの場所とか，それから距離ですよね，そういうのを考えればす

ぐにできると。その後，レンタサイクルについても，それと同時かその後考えればこれもお金

がかからないわけですよね。 

 私は阿見町の付加価値を高めるためには，そういう点を１つ１つ前向きにやっていかないと，

今町長が，これは前の町長が平成10年できた霞ヶ浦湖岸公園構想を見直すということを言って

いますけども，見直すのにはやっぱり町の職員じゃなくて，どっかへ委託するみたいな感じに

なるでしょうから，お金がかかるわけですよね。 

 私はそれも大事だと思うんですけども，お金のかからない具体的にできるところをですね，

からやっていくということがより町の付加価値を高める１つ１つの方法ではないかというふう

に思うんですけども，その点，来年度はじゃあ，どれをやるのかということを改めてお聞きし

たいというふうに思います。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） 来年度すぐという状況を今つくれるかどうか，まだわからないんで

すけど，町が管理している島津小公園の枯れた桜の植え替えっていいますが，この場所もやは

りサイクリングロードを踏まえた中でどういう位置づけにしていくか，ただ公園でいいのか，

そういうことも考えていかなければならないと思います。 

 やはりレンタルサイクルの設置とか，またはトイレとか，そういう施設もやはり必要になっ

てくる。そういう中でこの島津小公園の位置づけ，そういうことも考えていかなければならな

いし，まあ，サイクリングロードに関してはやはり美浦との関係を強固にして，美浦の村長と

やはりきちんとした話し合い，事務方とも話し合いをしなければならないかなと。 

 いろんな面で１つ１つの問題点をクリアしながらやはりやらないとできない事業なので，特

に，先ほども島津技研前の農道ということでありますが，これはやはり防衛省関係の問題もあ

ります。そういうものもやはりクリアしていくということが大事なので，今すぐこうやればで

きるということではなく，やはりきちんとこのサイクリングロードに対しても立案をしながら

やっていかなけりゃいけないなと。 

 私自身は今すぐにでもやりたい気持ちはありますが，そういう面では１つ１つ問題点をクリ

アしていきたい。そして実現していきたいと思っております。 

○議長（佐藤幸明君） 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） まあ歯切れは悪いんですけども，前向きに実現していきたいという
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ことですので，来年度からきちんと具体的に計画をして前へ進まないといつまでたっても同じ

状況には変わりないっていうふうに思うんですよね。 

 で，今，島津小公園についてもトイレって話がありましたけども，トイレは，例えば桜の木

を植え替えてからでもできるわけですし，まず金のかからないということならば，町が植えた

桜は植え替える。で，ちゃんとすべきだというふうに思いますので，何か歯切れの悪い答弁で

はなしに，きちんと前向きに一歩ずつ湖岸整備をやっていただきたいというふうに，私は思い

ます。 

 で，そういう点で，今年の冬からでもいいんですけども，来年度から具体的に取り組んでい

くということなんでしょうか。それとも，もっともっと考慮をしないと前へ進まないっていう

ことなんですか。今の町長の答弁ではちょっとよく理解できないんですけども，やりたいけど

も，すぐにはできないみたいな話では，ちょっと困りますんで，その辺，来年度からできるも

のから具体的に計画して前へ進めていきたいっつうことになれば，前へ進むわけですけどね。 

 そういう点，もう一度はっきりした答弁をお願いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） 先ほども言ったとおり，町が管理している島津小公園の枯れた桜を

植えるというね，だけの話ではないので，やはりこのサイクリングロード，やはり実現するた

めにどういう位置づけにこの小公園をしていくか。これはもういろんな面でね，来年度あたり

からきちんとした考えを持ってやっていかなければ，自分が３年間，あと３年しかないわけで

すから，その中で実現していきたいっていう思いはしております。 

 そういう中でほら，この問題はやはり国交省の問題でありますし，そういう面では非常に話

のしやすい国のほうの人もいますから，そういう面で陳情に上がったりして，やはり実現に向

けてね，やっていきたい。ただ来年ね，この小公園に桜を植えると，そういう考えはありませ

ん。 

○議長（佐藤幸明君） 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 小公園のことだけになっちゃいますけれども，桜を植えるつもりが

ありませんっつったら，前の川田町長と同じ答弁をしてるっつうように，私は思うんですけど

も，そうすると天田新町長の湖岸をもっと整備したいっつうことと私は矛盾するんじゃないか

なっていうふうに思いますんで，地元も協力するっつうことを言ってるわけですから，これは

まあサイクリングロードもお金はあんまりかかんないと思うんですよね。だから一緒に前向き

にやってもらいたいというふうに思いますけども，その点もう一度お願いします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） 何度でも同じなんですけど，やはりサイクリングロードをつくるに



－112－ 

当たってこの小公園の位置づけをどうしていくかっていうのは，非常に大事な観点になります。

そういう意味で桜を来年植えるっていう，そういう考えはない。今後やはりサイクリングロー

ドをつくるに当たってのこの小公園の位置づけをきちんとしていかなければ，やはり前倒しで

ですね，桜を植えてどうなのかなんていう，そういう考えは今ありません。 

○議長（佐藤幸明君） 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 桜はすぐ植えないっつう答えですけども，私はその前提となる霞ヶ

浦湖岸のサイクリングロードの位置づけをね，きちんと決めてそれからやるという意味だと思

うんですけども，じゃあその位置づけをきちんとやる，それから，今町長が美浦との話し合い

もしていきたいということですけども，そういう方向で来年度はやるんですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） 来年度に向けてね，この問題を立案していきたい，そう思ってます。 

○議長（佐藤幸明君） 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 来年度に向けてその問題を試算検討していきたいということを期待

して，より一層湖岸の町としてのイメージづけが，付加価値が高まるように今後努力していっ

てもらいたいというふうに思います。 

 次，２点目の質問をいたします。２点目は水道料金原水の値下げ要望が実現したら，水道料

金を値下げするのかという問題でございます。これは，６月の一般質問で水道料金の値下げ問

題を出しました。その後，先月ですね，８月12日付で橋本知事に県南広域水道料金見直し・値

下げの要望を県南の全市町村長９名の連名で要望しております。当然，天田町長も要望者の中

に入っております。原水値下げの運動を行って実現しましたら，阿見町の水道料金の値下げ，

見直しを行うべきだというふうに考えております。その点について，お考えを聞きたいという

ふうに思います。 

 この水道料金の見直しを考える場合に，じゃあ阿見町の水道会計はどんなふうになっている

のかというのをもう一度考え直す必要があるのではないかというふうに思います。今，町の水

道会計の利益金ですね，積立金は現金で11億2,600万あります。で，水道会計の利益で，21年

度だけで１億2,790万が単年度でも利益を上げております。この１億2,790万上げている内容で

すよね。これは今阿見町が農村部で進めているループの水道本管ですね，この本管の工事をや

っていてこれだけ利益を上げているわけですよね。 

 建設改良費で21年度２億4,000万ほど支出しております。そして１億2,700万利益を上げてい

ると。そのうち建設改良積立金に9,700万利益金を繰り入れてますよね。それから減債基金に

3,000万と。そういうことを考えれば，例えば，原水が10％値下げということになれば，６月

の定例議会で回答がありました金額ですね，幾らですか，3,200万ぐらい減収になるというこ
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とだと思ったんですけども，今，町の県から買っている受水費ですよね，これは３億4,000万

お金を出しているわけですよね。10％値下げされれば3,400万値下げになるわけですから，そ

うすれば土浦と同じような１立方からの料金体系にしても町としては全然痛まないという結果

になるわけですよね。 

 そういうことを考えれば，県全体では県西広域水道は原水が値下げになってるわけですよね。

県南広域水道でも県はこれも利益金をためこんでいるわけですから，値下げになる可能性があ

るわけですよね。そういうことになれば，私は阿見町も当然値下げしてくださいっていう運動

の一翼を担っているわけですから，値下げになればそれは当然受益者に還元するっていうのが

私は当たり前だというふうに思っておりますけれども，この点について町長はどう考えるのか

お答え願いたいというふうに思います。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） 水道料金原水の値下げ要望が実現したら，水道料金を値下げするの

かについての質問にお答えします。 

 毎回同じような数字を並べていただきまして，よくいろんな面で数字が頭に入ってきました。 

 しかし，細田議員の質問のとおり，平成22年８月12日付で，県南地区の４市長，３町長，１

村長，１企業長の連名により，県南広域水道用水供給事業料金見直し要望書を，茨城県知事及

び茨城県企業局長に提出をいたしました。 

 要望書の内容としましては，茨城県企業局に支払っている受水費用が高額であり，費用に占

める割合が最も高く，水道事業経営の健全化に大きな影響を与えているため，県南広域水道用

水供給事業料金の値下げを要望する旨の内容でありました。 

 しかしながら，要望書を提出した際の茨城県企業局の回答としては，１点目として，県南水

道事務所の１期及び２期事業，利根川浄水場の更新，管路更新など安全・安心な水道用水の安

定供給のために施設整備を行っており，施設整備費に多額の費用がかかること。２点目として，

政権交代に伴い，国が八ツ場ダムをダム事業の見直しの対象としており，先行きが不透明であ

ること。特に，八ツ場ダムの動向については，企業局の将来の収支に大きな影響を与えること

が懸念されるため，料金の見直しは厳しいものがあるとの回答でありました。 

 そのとおりだと思いますね。企業局は非常に厳しい状況だと思います。 

 また先日，企業局に対して，その後の料金見直しに関する進捗状況の確認を行いました。八

ツ場ダムを含む個別ダムの検証は，スケジュールを含め，具体的なことが何も決定されていな

いため，八ツ場ダムの動向の見きわめが重要であるとの回答でありました。 

 このようなことから，当面の間，料金の値下げに関しては実施されないものと判断されます

が，仮に今後，料金値下げがなされるにしても，どの程度の値下げ幅になるのかも判断ができ
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ない状況にあり，見通しがつきません。また，この補正によって利益剰余のほうから5,000万

ほど出し，水道会計では補正をしております。そういうことも頭に入れておいていただきたい。

そのため，当町としては，現段階での料金値下げは考えておりません。 

○議長（佐藤幸明君） 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 県のほうで八ツ場ダムの先行きが不透明だっていうことですけども，

これは不透明だっつうことは，要するに民主党政権が八ツ場ダムは中止するということを出し

たわけですよね。それが確定していないということだと思うんですけども，八ツ場ダムについ

ては，やめるっていうのは，これは既定の事実だと思うんで，この点についてのこれからの支

出っつうのはないと思うんですよね。 

 八ツ場ダムをやめれば茨城県でも今まで支出した二百数十億ですよね，それは返ってくると

いうふうに言われてるわけですよね。そうすれば当然，今でも余剰金はあるわけですから，そ

の分は当然値下げにしてもいいっていうふうになるわけですよね。 

 そういうふうになった場合，今町長は現段階では値下げは考えてないっていうことですけど

も，将来そういうことになれば，当然町の経費には全然企業会計として影響ないわけですから，

その分浮くわけですよね，原水の分は。それは住民に返すってのが私は当然だと思うんですけ

ども，そういうふうになった場合は料金改定をするんですか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） やっぱり，たらればの話はここではしないのがいいと思います。な

った場合，いつなるか，そういうこともわかりません。そういう話ではやはり事業計画は進み

ませんので，その話はやはりまずいんじゃないかなと。あくまでも今の阿見町において水道の

やっぱり水道管の布設，これを積極的にしていく。やはり利益剰余も取り崩してもやっていか

なければならない状況も必ず出てくると思います。そういう点では今，水道料金の値下げを考

えていないということを前回も話しましたし，今回も今話しております。 

○議長（佐藤幸明君） 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 私は水道を初め，行政については長期的な展望が当然必要だと思う

んですよね。６月の定例議会で阿見町の水道普及率が土浦市が95％，それから阿見町が82％で

すか。おくれているから値下げはできないっていうことを言いましたけれども，それでは……。

土浦市では既に１立方からの料金体制で実質値下げになっているわけですよね。 

 じゃあ，阿見町が何％までになったらばそういうことを考えるのか。これは長期的に考える

場合は当然考えてしかるべきだというふうに思うんですけども，例えば土浦と同じように95％

の普及率になったらば，じゃあ考えましょうというのは１つの方向だと思うんですけども，そ

の点は長期的にどんなふうに考えているんですか。 
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○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） １つの視点はやっぱり土浦95％以上にやはりならないと，やはり普

及率が上がったとは言えないと思いますね。なるべくなら98％ぐらいにしたいんですけど，

95％に行けば，やはりそこで考えることができるんじゃないかな，そう思います。 

○議長（佐藤幸明君） 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 私は既に11億からの剰余金を持っているわけですから，そこまでな

くてもお金を持っていながら工事もやっていると。取り崩しはそんなに行ってないわけですよ

ね。そういう点で，年間三千二，三百万のお金で済むわけですから，１億2,000万からの利益

を上げてれば４分の１強なわけですよね。それはやり方によっては料金体系の値下げですか，

そういうことも考えられるというふうに思いますので，今後の課題として検討していってもら

いたいというふうに思います。 

 また，今町長の答弁では95％ぐらいの普及になれば，そのときには料金の問題も考えられる

ということ言ってましたけれども，私はその前に利益金がプラスになるようでしたら，その前

に料金の体系の改定，値下げをしてもらいたいということを要求して，私の質問を終わりたい

と思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） これで18番細田正幸君の質問を終わります。 

 次に，３番川畑秀慈君の一般質問を行います。 

 ３番川畑秀慈君の質問を許します。登壇願います。 

〔３番川畑秀慈君登壇〕 

○３番（川畑秀慈君） 皆さん，こんにちは。通告に従い，質問いたします。 

 天田町長も現政権と同様にマニフェストを掲げ，新しい町づくりのスタートをされました。

さて，今回の国政選挙は現政権の惨敗でした。昨年８月の総選挙では現政権が勝ち，今年の参

議院選挙で現政権が圧勝し，政権の基盤を固めるであろうと多くの人は予想し期待しておった

ようです。ある人の論文では，政権交代の意味を取り違えていたようだとあります。昨年の総

選挙直後に，朝日新聞が世論調査を実施しています。民主党が大勝したのは，有権者が自民党

からの政権交代を望んだことが大きな理由だと思いますかというのに対して，賛成は81％でし

た。そして，民主党が大勝したのは有権者が民主党が掲げた政策を支持したことが大きな理由

だと思いますかと聞いている。この問いに対しての答えは，賛成は38％にとどまり，反対が過

半数の52％でした。これは朝日新聞の昨年の９月２日の４面に載っております。 

 総括して言いますと，今の政権の政治に前の政権の政治に不満であったから民主党に投票し

たのであって，その政策を望んだから民主党に投票したのではなかったことになります。実際，
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民主党の目玉政策である子ども手当と高速料金の無料化ついて賛否を尋ねています。それによ

りますと，子ども手当に関しては賛成38％，反対49％。高速料金に関しては賛成は20％，反対

は65％とありました。 

 それにもかかわらず，現政権は自己が掲げたマニフェストが国民に受け入れられたと勘違い

して，マニフェストの予算化に奔走しました。多くの政策実現の予算は既存の予算の削減で賄

うとマニフェストに書いてありましたが，削減はほとんどできずに終わりました。その結果，

膨大な国債発行になりました。 

 さて，当町においても，今年の町長選挙はある意味で政権交代であり，町民が町政に変化を

求めた結果であると思います。阿見町での世論調査はありませんが，マニフェストの賛否をと

ってみると同じような結果になると思われます。今大事なことは町民が何を望んでいるのか，

これから町をどのようにしたら発展していくのかを話し合いながら，知恵を出しながら，新し

い町づくりを推進していくことではないかと考えます。 

 そこで，前回質問したことに対しての進捗状況をまずお尋ねいたします。 

 丸尾カルシウム土浦工場脇の町道の使用・整備に関して，その後の進捗について質問いたし

ます。 

 １点目に，工場脇の町道を適正に管理し，安全確保を図っていくとは，具体的にどのように

していくのですか。 

 ２点目，丸尾カルシウムの建物が町道にかかっている点を指摘しましたが，その後どのよう

に対処したのですか。 

 ３番目，車両ナンバーのついてない車が町道を通っていた問題は，どのような対処をしたの

か。 

 以上３点について，まず質問させていたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君，登壇願

います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） お答えいたします。まず，１件目の丸尾カルシウム土浦工場脇の町

道，その後の進捗状況についての質問についてお答えいたします。 

 １点目の工場脇の町道を適正に管理し，安全確保を図っていくとは具体的にどのようにして

いくのかについてですが，通常の砂利道と同様に区長要望によりでこぼこになった場所につい

ては，地ならし等の補修を行いながら安全確保に努めてまいります。 

 次に，２点目の丸尾カルシウムの建物が町道にかかっている点を指摘しましたが，その後ど

のように対処したのですかですが，丸尾カルシウム側でもコンクリート塀・犬走りの部分等に
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ついて町道にかかっていることは認識しております。しかし，町道も境界を越えて丸尾カルシ

ウム側を使用している状況もあります。そうした道路形状の問題について，現在の町道から，

つけ替え道路等の考え方を視野に入れ，解消に向け丸尾カルシウム側と対応策の協議を進めて

おります。 

 次に，３点目の車両ナンバーのついていない車が町道を通っていた問題はどのような対処を

したのですかについてですが，過去において，ナンバーのついていない車両が道路を運行して

いたと思われますが，現在は，ナンバーのついていない車両が道路に出ることはなく，運搬に

ついては適正な車両で運行しております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） 前向きな答弁ありがとうございます。 

 さて，１点目の通常の砂利道と同様ということで，答弁がございました。で，通常の砂利道

と同様ということで，あそこの丸尾カルシウムの脇の道路に関しまして，あそこって並行して

走っている町道は何本ありますか。答弁願います。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） 並行して走ってるってのはエリアとしてはどの辺までを。 

○３番（川畑秀慈君） 上郷地域です。 

○都市整備部長（横田充新君） 上郷地域ですか。じゃあ，ちょっと今手元に資料がございま

せんので，ちょっとお待ちください。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） ８本で，あと１本は砂利道でうねってて非常に細い道が１本プラスで，

それが町道なのかどうなのか，そうするとプラス９本。それは車１台やっと通れるくらいなん

ですが。 

 そうしますと，１点はその細い砂利道を抜きますと5.4メートルと前回道幅お答えありまし

たが，それと同様または工業団地の道路もありますが，それを含めて８本のうち舗装されてる

道路は何本あると思いますか。御存じでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） 手元にちょっと台帳がございませんので，申しわけありませ

ん。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） ８本のうち７本が舗装されております。で，通常の砂利道と同様，そ

の並行して走ってる町道ももともとは砂利道で，あそこの砂利道と同じような条件だったんで
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すが，実際にあそこの脇だけ，町民が使うとなると非常にでこぼこが激しく，また雨が降った

りすると非常に足元が悪い。で，高齢者の方はとても危険で通るにたえない状況がずっと続い

て，現状でも非常に足元が悪く，不自由な方があそこを歩くということは非常に難しい。 

 そうしますと，先ほど町長のほうから，担当課のほうからの回答だと思うんですが，通常の

砂利道と同様ということになって，同じテーブルでほかの道路と比べるのが通常の道路と同様

なのか，あの地域全体を見て検討するのが妥当なのか，その辺はどうでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） お答えいたします。阿見町に，町全体ですね，舗装の要望が

100件からあるということは御存じかと思います。そういう中で，その中で町道の審査会で，

特にスクールゾーン等は優先順位が上がりますが，そういう要件等を含めて審査して舗装を実

施しているというような状況でございます。 

 あそこの道路につきましては，６月議会のちょっと前ですか，町のほうに申請が上がってき

ました。そういう状況ですんで，ほかの100本と同じようにその審査会で優先順位を決めて整

備していくということになろうかと思います。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） やっと今年の６月に上がってきたのは私も知っておりますが，なぜそ

うなったのかということは，町長もよく御存じだと思うんですね。前回の答弁でもいただいて

おります。要は自分のものというような形で，もう何十年も，という形で使われてきたという

ことは事実皆さんもわかっていると思います。これは町長もよく知ってらっしゃる。 

 で，本当に道が悪くて，まずなかなか町民が通れるような状況ではなかったということは周

知しております。要は今までなぜ申請が出てこなかったのか，おくれたのかというその原因は，

やはり道路を管理している行政側にも大いにこれは起因してるんじゃないのか。町民も私もあ

そこは，知らない人は町道であるという認識はないような，作業場のような形で使われていた

のは前回も写真をお見せしたんでおわかりのことかと思いますが，やはりそういうことも含め

まして，建前上は通常の砂利道と同様という形で答弁はなるかと思いますが，やはりその道に

関しては早目に。地域の住民の方は，前々から問題にしててなかなか口に出さなかったことで

もありますし，ぜひ速やかな解決を，前向きな検討をしていただいて解決をしていただきたい

と，このように思います。 

 で，先ほど町長のほうから今，丸尾側ともいろいろ協議をして進めていると。何とか舗装を

含め，またいろんな整備を含めての検討をやるというお話もありましたが，いつごろまでに完

成させたいと町長は考えておられますか，この問題は。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 
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○町長（天田富司男君） 丸尾カルシウムのね，あの道路は，道路がきちんと土地の確定がし

なければできないんですよ。こちらはね，やっぱり入ってるわけでしょう。それじゃあ，どう

いう解決方法を。現実的にどういう解決方法があるかっていうことはやっぱりきちんと考えな

いと。 

 後ろにね，道路を敷設替えで持っていくって言ってるけど，それはなかなか難しい。おれは

これで答弁してるけど難しいと思うんですよ。それであるならば，現実的な解決方法はどうな

んだと。あのうちを壊すわけにいかない。そういう場所っていうの結構あるんです，阿見町は。

そういう意味ではね，今できたものを壊すわけにいかない。それであるならば，やっぱり現実

的にじゃあ地取り替えはどうやってやるんだとか，そういう形でやっぱりきちんと解決して，

道路を確定させなければ，ねえ，今道路を舗装しようとしても無理なんで，そこら辺のことを

きちんとやっていかないとだめなんじゃないかなと思っています。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） はい，そのとおりであります。おっしゃるとおりで，要は，どういう

形でそれを進めていくか，現状あそこを取り壊すってわけには，これなかなか難しい問題あり

ます。何十年ももう使ってる問題もあります。ですから，やはりそれに関しては，１点は町民

の立場から見ますと，あそこを安心安全で歩ける道に早くしていただきたいというのが，１点

でありますので，その観点からなるべく早いうちに計画を立てて，またどういう対処をするか，

地域の人が本当に安心して喜んでいただけるような，天田町長のリーダーシップの発揮を私は

期待しておりますので，よろしくお願いいたします。 

 続きまして，もう１点質問をさせていただきます。 

 次の質問で，窓口業務のサービスについてなんですが，阿見町の立地は非常に広大な立地で

ございます。で，農村地域，工業地域，住宅地域，商業地域によって成り立っております。阿

見町においても少子高齢化が進む中，交通網を充実させていく――これもなかなかきめ細かな

充実は難しい――，その中で，今まで車で運転をしていた人も免許を返納し，車を運転するこ

とができなくなる。生活をしていくのに非常に不便を感じる人が増えてきております。 

 で，その中で税の納税はコンビニを使うようになったり，また，うずら出張所また役場の本

庁等でやっております。また，証明書の発行等はうずら出張所と役場で今現在行っております。

その中で，この窓口業務のサービスの拡大。拡大といいますと，内容の拡大というよりも，そ

の窓口の数を各地域にいかに広げられるかというような内容の趣旨でありますが，まず１点目，

うずら出張所の町民の年間利用状況は何件あるのか。 

 ２点目に，うずら出張所の年間の維持管理にかかる経費は幾らになるのか。 

 ３点目に，本庁の役場での窓口業務の町民の年間の利用状況は何件か。また，町の出先機関
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は何件あるのか，幾つあるのか。それを踏まえまして，将来町民の利便性を考慮し，町として

そういう出先機関での窓口業務のサービスの提供は可能であると考えているかどうか。その辺

の答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） お答えいたします。うずら出張所についての御質問ですが，うずら

出張所は，開設から21年が経過し，これまで，うずら野周辺の身近な行政窓口として町民サー

ビスを提供してまいりました。主な窓口サービスとしては，証明書発行事務や税金・使用料等

の収納事務を行っております。 

 まず，１点目の御質問の利用件数について申し上げます。平成21年度の証明書発行関係の利

用者数は5,690人です。異動等を含めた取り扱い件数は１万101件，また収納関係の利用者数は

１万3,351件であります。 

 ２点目の維持管理費については，電算システム使用賃料，電気料金，上下水道使用料，保守

点検，土地借上料等に人件費を含めると年間約2,600万円となっております。 

 次に３点目の本庁町民課の年間利用状況ですが，証明書発行関係の来庁者数は３万1,769人，

異動やパスポートを含めた件数は５万8,249件となっております。うずら出張所の約５倍の利

用人数となっております。 

 ４点目の出先機関数ですが，窓口サービスが検討できる施設として中央公民館ほか４つの地

区公民館や図書館，水道事務所，総合保健福祉会館の８カ所となります。 

 ５点目の出先機関で窓口業務サービスの提供ですが，人員体制や環境整備が整えば可能です

が，現在，町では，日曜開庁時間の延長や民間活用したコンビニ収納等を初め，サービスの充

実を図っているところです。今後，出先機関で行う窓口業務サービスについては，組織体制や

費用対効果を考えるとなかなか困難であると考えております。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） 費用対効果，また組織の整備，またいろんな形での整備が必要だとい

う話がございましたが，窓口業務，例えばうずら出張所でこの約5,700人，１万100人，１万

3,000人を足しますと，どのぐらいなりますか。約２万9,000ですか。約２万9,000人ですよね。

約２万9,000人，年間で。そうしますと，例えばそれが１日に換算してみますとまずどうなの

か。 

 本庁の庁舎もちょっとお願いしたいんですが，１日はどのぐらいの方が利用されるのか。こ

れを営業の日割りにしていただいて。昨年のあれで結構なんで。ちょっと計算機が手元にない

もんですから。それとあと窓口業務が混雑する時期，また曜日，もし時間帯がわかれば教えて

ください。 
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○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町民課長松本道雄君。 

○町民課長（松本道雄君） お答えいたします。まず曜日で一番込むのはやっぱり月曜日，金

曜日になりますね。あとですね，１日当たりの人数なんですけど，22年度５月からは総合窓口

が始まりまして，今番号札をとってるような形になってまして，その番号札利用する人は１日

平均270件ぐらいになります。その番号札については，総合窓口をやっています関係上ですね，

証明書発行のほか各国民年金の関係とか，税金の関係とか，ありとあらゆるものを足して270

人ほど番号札とっているような状況でございます。 

 以上です。 

○３番（川畑秀慈君） うずら出張所は１日何人になりますか。 

○議長（佐藤幸明君） 挙手の上お願いします。 

 ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） 先ほど聞きましたうずら出張所のほうは，何人になりますでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） 町民課長松本道雄君。 

○町民課長（松本道雄君） お答えいたします。うずら出張所につきましては先ほどちょっと

町長のほうの答弁ありましたように，収納関係で年間１万3,351ということで，１日に直すと

55件ですね。あとですね，異動を含めた取り扱い件数ということで，先ほど１万101件という

ことがありましたが，１日に直しますと約42件ほど，実際のところレシートですけど，出した

人なんですけど，それが42件ほどになります。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） そうしますと，まず，うずら出張所のほうで１日証明書の発行が42件，

税金の納付が 55件ということで，これは１日あそこは何人体制で仕事をされてるんでしょう

か。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町民課長松本道雄君。 

○町民課長（松本道雄君） お答えいたします。職員が２名と，あと臨時職員が１名です。臨

時部分につきましては２日に一遍交代交代で，１日交代でやっているのが現状で，計３人にな

ります。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） ありがとうございます。そうしますと，１点ですね，町長が初め，な

かなか，これはまあ，職員の方の答弁で言われたんだと思うんですが，各地域に分散してこう

いう窓口業務をやることはなかなか現状では整備しないと難しい。組織形態もちょっとそれは

つくらないと難しいかと思うんですが，この件数を見ますと特殊な，窓口業務は技能を必要と

しますか。必要としませんか。その辺をちょっとお尋ねいたします。 
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○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） 特殊なものはないと思いますけど，ただ前にも，まい・あみショッ

ピングセンターのほうでですね，やったことがございます。やはり費用対効果ということを考

えたときに，非常に効率が悪いっていうことでやめたわけですよね。だから何カ所でもやると

いうことが本当にいいのか，それが本当の利便性なのかっていうね，ただ利便性ばかり考えて

費用対効果を全然考えないわけにはいかないと思うんですよね。 

 そういう面では，やはり先ほど言われたとおりやっぱり今の状況の中では考えられないのか

な，そう思っております。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） ちょっと，私と町長の認識がそこがちょっと違うとこなんですが，今

の例えば公民館・図書館の職員の方たちが，この業務をやるということは大きな負担になるか

ならないか。要は，私も仕事上，ＩＴ関係の仕事もしましたし，今コンビニ等もやっておりま

すが，一人の人間の能力ってのは結構パフォーマンスは高いもんで，やればかなりのことはで

きるんです。 

 １日，例えば42件の証明書発行なんてのは，申しわけないんですが，民間でやれば間違いな

く一人要りません。まあ一人ついてなきゃできないんですが，これ両方やってもね，100件程

度のものであれば全然問題ないです。これは全然そんなに忙しいものでも何でもないです。十

分これはね，できる業務内容だと思うんですね。まあいろんな申請があり，細かい審査があり，

またいろんな話を聞いて，それを何かの形にして進めなきゃいけないとなるとこれはまた別な

んですが，税金を納めたり証明書の発行であれば，そんなに大変なことでは，これはあり得な

いと思うんです。 

 私の店でも実際にチケットも，民間ではチケットも取り扱っておりますし，お金は当然取り

扱っております。いろんなそういうものを取りに来たり，また収納代行も１日百何十件ってあ

ります。でも，その中であらゆることが正確にできるわけで，それでトラブルとかいろんなこ

とがないわけですので，これは考えてみますと一般の会社では，私も前サラリーマンやってい

るときはジョブエクスパンションといって，やっぱり一人で１つのことじゃなくて，２つ，３

つできるようにして，臨機応変にそのときに対応してやっていく，そういう形をとって，仕事

の幅も広げてやるのが民間の経営感覚なんですね。 

 ですから，これをやることによって，新しい人をそこの出張所に窓口業務として置かなきゃ

いけないということはちょっと考えなくても大丈夫だと思うんです。皆さんそこまで目いっぱ

いのぎりぎりの仕事でそれ以上手が回らないのかというと，多分そういうことはないと思うん

ですね。１時間に換算したらそんな何人もない。 
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 ２カ所あるうずら出張所だけでこうなんですから，もし分散したときにはそんなに大きな負

担にならないと思うんですが，町長どうですか。もしこれが現状の体制の中で，現状の人員の

中でできるとなったら進めていってもいいと思われますか。どうでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） ただいまの質問にお答えいたします。公民館等で証明書を発行す

るにはそんな労力は必要ないだろうというようなことでございますが，現在，町では町民課で

発行している証明書関係，これは町，町長部局のほうでやっている仕事でございます。で，公

民館は教育委員会の部局でやっている仕事でございまして，それを職員が町の執行を教育委員

会でできるっていうふうには今のところ自治法上できないので，それは困難であるということ

です。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） そういうところ町民の……。例えば君原であるとか，また，この役場

からちょっと遠い農村地域，その地元の地域で取れるとなると非常に利便性が高くなり，で，

なおかつ管轄が違うことも，やっぱり法律を変えたり，中の行政の枠のものを変えたりしてで

きないものでしょうか。 

 できない理由は現状やってないんで，いろいろハードルは当然あるとは思うんですが，その

点どうでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。全く不可能ということではないとは思います。

それは構造改革特区とかそういうことで申請すれば可能になるということも考えられますが，

現時点では地区公民館には正職員は置いてございません。そういうことからすると，そこにや

はり町の職員が行くということになれば，先ほど町長が答弁で申しましたとおり，その組織体

制，費用対効果，その辺を考えますと困難というようなことでございます。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） できない理由をいろいろお聞きいたしました。まあ１点は，将来，時

代の変化の中でいろんな要望が上がっていくのは当然でありまして，その中でやはり１点は，

うずら出張所で例えばこの３人が，まあ所長もおられるので申しわけないんですが，100件ぐ

らいの件数で３人果たして必要なのかっていったことで，要は地域の住民の方々からやはりい

ろんな話を聞くんですね。で，かわいそうなんです。やる仕事がないようなんですよ，そんな

に。いやあ，１日100人の件数ってのはそんな大したことないです，本当に。そうしますと３

人そこにいるとなると見えない仕事はあるかもしれませんが，町民の皆さん非常に厳しい目で

見ていらっしゃるんで，とても忙しくて汗流して一生懸命やってるように見られない。である
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ならば，やはりそういうことも含めまして分散して経費の，やはりより有効に使う。または人

のマンパワーを有効に使うということを考えても，将来に向けて，これは今すぐ必要かという

と，今すぐどうこうという話はなかなか出てこないと思うんですが，将来，やはり経費の削減

と，また住民のサービス拡大っていうことになると，どうしてもこれは必要になっていかざる

を得ないんじゃないのか。 

 何でもかんでも役場に来なきゃいけない。またそういう専門の出張所をつくってそこに行か

なきゃいけない。そういうことは町のそういう建物もあり，職員の方がいらっしゃるんであれ

ば，組織の改革，また，そういういろんな法令の改善等を，また改革を行えば私はできると思

うんですけども，その点はどうでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。できない理由ということではございません。

決してそういうことじゃありませんが，先ほど町長の答弁にもありましたように，これからは

民間の活力を導入して，コンビニ収納も開始したわけでございます。既に古河市のほうでは住

基カードを利用して住民票の自動交付機，そういうものもコンビニで交付できるようになって

おります。 

 町としても将来はそういう方向に進んでいきたいというふうに考えておりますので，町のそ

ういう出先機関を利用して人件費，費用対効果も考えますと困難と。そちらの民間活力を導入

していくという方向で考えていきたいというふうに考えております。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） 民間活力の活用，大いにいいと思います。やはり今，かなりコンピュ

ーターも発達しておりまして，そういうセキュリティーなんかも民間のそういう端末もよくで

きております。使えるところも当然あります。うちの私の仕事でも当然使っておりますんで，

その状況はよくわかります。まあ，１点は費用対効果を考えて，利便性考えて，いかにサービ

スを拡充していくか，それは何も町の公民館でやらずとも極端な話いいわけで，民間をそれは

活用してやっていただきたい。 

 ただ，このうずら出張所に関しましては，これはやはり大いに民間の活用を考えてく中で，

別な形をとってもらったほうが，ちょっと費用対効果を考えたときに高いのかなっていう感じ

は私はいたします。ですから，今コンビニ収納も入ってまいりました。住基カードの推進もあ

れば，また大きくいろんな端末を使って証明書等も当然取ることもできるようになるかと思い

ますんで，ぜひそれを進めていっていただいて，あそこのうずら野地域はまだまだほかにもい

ろんな形で土地，建物なんかも使えることもできると思いますんで，大きく総合的にあの地域，

また町のそういうサービス業務の拡大ということも考えていただきまして，よろしくお願いし
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たいと思います。 

 いま一点は，最後に出ましたけども，民間の活力を利用してということでありますが，それ

を準備進めてできるようになるのにはどのぐらいの時間がかかりそうですか。概算で結構です。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。先ほど申しましたように，コンビニのほうで

証明書のほうの交付ができるようにっていうことに，どのぐらいかかるかということでござい

ますが，その辺についても町として住基カードの発行にかんがみて，費用対効果，どのぐらい

の効果が出るのか検証しながら進めるということが必要になるかと思いますので，そんな短期

間で実施できるというふうには考えてございません。 

 今の段階は，今住基カードの交付については無料交付でやっておりまして，その普及に努め

ているところでございます。無料交付でもなかなか普及が進まないというような状況でござい

ますので，その辺の普及の拡大を図りながら，状況を見ながらということになろうかと思いま

す。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） ありがとうございます。民間活力，また住基カードに関しては，これ

はどっちにしろ将来つくって活用していかざるを得ないかと思いますんで，それは速やかに大

いに推進していただきたいと思います。 

 公民館，またそういうところを利用してということも，現在の費用対効果ということもあり

ますが，１点は組織変革をしてやり方を変えれば，お金なんかそんなかかりません，絶対に。

現状の枠の中で，現状のやり方でやろうとするからお金がかかるんで，それは町長もよく認識

されてるんじゃないかと思います。 

 ですから，現状の組織，現状の枠の中でやるのではなくて，やっぱり新しい組織形態をぜひ，

天田町政，天田町長をもとに，次の時代に，将来に合わせた町の行政サービスと体制づくりを

また進めていただければと思います。その辺，天田町長どうでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） いろいろ川畑議員にはいろんな提言をしていただきました。そうい

う中でやはり形を変えて，どういう形にしたら経費の削減ができるか。先ほどのうずら出張所

においてもですね，あそこは必要ないんじゃないかなんて言う人さえいます，実際にはね。た

だ，あそこ自治体が税金を扱う，金額を扱う場所なので，どうしても役場の職員が必要なのか。

じゃあ，役場の職員が必要じゃない場合は，どういう形にすればそれができるのかという，そ

ういうことを考えていかざるを得ないと思うんですよね。 

 やっぱりある程度の金額がそこに集まります。億っていう金額が集まりますので，そういう
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面でのセキュリティーの問題とかそういうものも出てきますからね。そういうことを考え，ま

あ新しい形がどういうふうにつくり上げられるのかというようなことはやっぱり考えていかな

ければならないと思います。 

○議長（佐藤幸明君） ３番川畑秀慈君。 

○３番（川畑秀慈君） ありがとうございます。一般の企業ですと，１つのことをやっても５

年間で大体見直しをして，ゼロベースにして，見直しをして，それをどうするかということを

やります。ですから，やはりすべてのやっぱりそういう業務，また公民館にしても図書館にし

ても，あらゆる部分でいかにそこで何ができて，いかに何をすればサービスが向上して経費の

削減ができて，それを必要なところに回せるのかどうなのか，それを本当に知恵比べになって

くるかと思いますんで，その点含めまして，また新たなサービスの拡充，そしてまた経費の削

減，また組織の変革，これを厚くお願いいたしまして，私の質問を終わらせていただきます。

本当にありがとうございました。 

○議長（佐藤幸明君） これで，３番川畑秀慈君の質問を終わります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    散会の宣告 

 

○議長（佐藤幸明君） 以上で本日の日程はすべて終了しました。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

午後 ４時１９分散会 
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日程第１ 一般質問 
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一般質問通告事項一覧 

平成２２年第３回定例会 

一般質問２日目（平成２２年９月２２日） 

発 言 者 質 問 の 趣 旨 答 弁 者

１．難波 千香子 １．福祉行政について 

２．安全安心の街づくりについて 

町   長

町   長

２．石井 早苗 １．プレミアム付き商品券について 

２．道の駅構想について 

町   長

町   長

３．柴原 成一 １．荒川本郷地区の調整池とその近隣地区の上水道普及

について 

町   長
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午前１０時００分開議 

○議長（佐藤幸明君） 皆さん，おはようございます。定刻になりましたので，これから本日

の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は17名で，定足数に達しておりますので，会議は成立しました。 

 本日の議事については，お手元に配付しました日程表によって進めたいと思いますので，御

了承願います。 

 これより議事に入ります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    一般質問 

 

○議長（佐藤幸明君） 日程第１，一般質問を行います。 

 質問の順序を通告順とし，質問時間を１時間といたしますので，御協力のほどお願いいたし

ます。 

 初めに，４番難波千香子君の一般質問を行います。 

 ４番難波千香子君の質問を許します。登壇願います。 

〔４番難波千香子君登壇〕 

○４番（難波千香子君） 皆様，おはようございます。通告に従いまして，一般質問させてい

ただきます。 

 まず福祉行政についてでございます。 

 敬老の日20日を前に総務省が発表いたしました高齢者推計人口によると，65歳以上の割合は

23.1％，当町におきましても20.3％，国立社会保障・人口問題研究所推計では2030年には65歳

以上の高齢者の割合は全体の32％を占め，2055年には41％になる見込みとしております。つま

り日本社会の将来像を考える上で人口３割から４割の高齢者の前提が必要となるということで

す。見守り支援の充実・拡充が重要になってまいります。 

 全国で今，新たな社会問題が顕在化しております。100歳以上の高齢者で所在不明が続き，

続々と判明いたしました。また，ひとり暮らしの高齢者の数が増え続けていることも見逃せま

せん。地域社会とのつながりが希薄になる中，単身所帯の６割が孤独死を身近に感じ，不安を

覚えております。さらに自殺者は年間３万人を超え，その原因のトップは健康問題，中でもう

つ病が最多です。増加の一途をたどっており，有病者数は推計250万人，15人に一人とも言わ

れ，深刻な実態であります。 

 これらは，これまでの社会保障制度では想定し得なかった新しいリスクです。町長は就任に

当たり，政治と行政の原点は住民の命を守り笑顔を増やすことと約束されております。まさに，



－132－ 

福祉の光が届きにくい人たちへの公助や共助を含めた新しい福祉について，町長の見解を求め

るものであります。 

 まず１点目，高齢者不在問題の認識と対応についてであります。生存していれば111歳にな

る男性の白骨遺体が東京都内で発見されたことに端を発し，社会問題になっております。第一

の課題は住民基本台帳の管理であります。同居してるはずの家族が高齢者の所在を知らず，台

帳が放置されている事例が多数明らかになっております。 

 これは，台帳の記載内容の変更が本人や家族らの申請を原則としているからであります。一

方行政は，台帳を職権消除する権限を持っております。客観的に所在に疑問が持たれる高齢者

については，この権限を行使し，実態に即した台帳を管理する体制を築くべきであります。 

 第２に個人情報の保護の問題であります。高齢者の所在確認はプライバシー保護を優先する

余り困難となっております。民生委員すらも本人や家族との接触が難しいのが現状であります。

さらに今回の問題は，台帳や戸籍，社会保障の部局が関係しており，この問題が起きた要因の

１つに部署間の連携欠如が指摘されております。まさに縦割り行政の弊害であります。 

 明治大学大学院教授の青山やすし教授は，今回の事件の背景には現代社会が抱えるさまざま

な問題が潜んでおり，特に互いの安否を日ごろから気にかけて，もしものときにきちんと弔う

という家族の機能が失われている，隣近所あるいはコミュニティーのつき合いが薄くなってい

ると指摘しており，今後コミュニティー単位の自治を強化すべきであり，コミュニティー活動，

すなわち住民の把握，高齢福祉サービス，環境維持，まちづくり，治安，防災などの地域活動

については，町会・自治会・商店会など自治権を強める必要があると述べております。 

 100歳以上については国から指示があり調査がされたが，100歳以下の特に独居老人の把握に

ついて伺います。 

 次に２点目，地域福祉についてであります。これまでの福祉は生活困窮者，高齢者，子供，

障害者など，対象者別に施策が展開され，それぞれ種別ごとにニーズを特化し，その結果を，

対策を講じてきました。しかし，ニーズも複雑多様化し，支援する側の体制も財政の逼迫や家

庭地域の相互扶助の弱体化など大きく変貌してきております。 

 社会福祉法では，市町村に対して高齢者が安心して生活できるように福祉サービスの利用促

進や地域福祉に関する活動への住民参加の促進などを盛り込んだ地域福祉計画の策定が求めら

れることとなりました。そこで，地域住民の見守り活動等の取り組みを具体化する地域福祉計

画の策定の状況についてとともに，今後の取り組みについてお伺いいたします。 

 ３点目，うつ病対策についてです。幾つかの要因があって，急激に増加しておりますが，

国・県・市町村とそれぞれ取り組むべきものがあるわけでありますが，とりわけ最も身近な町

においては，うつ病にならないための予防と予備軍への相談事業ではないかと考えます。統合
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うつ・総合うつ対策といたしまして，薬物療法が主軸のため，現代医学での治療にもある一定

の限度があると言われております。この病気を克服した人もいるわけでありますが，この病気

の広がり傾向を見ると，能力を持ちながら社会でそれが発揮できないことは，人材の財産損失

と言わざるを得ないのであります。 

 うつ病の治療は，これまでの薬物療法に加え認知行動療法の有効性が注目されています。今

年４月の診療報酬改定により保険が適用になりましたので積極的に町民に周知をお願いしたい

と思います。薬を多用せず，カウンセリングを重視する認知行動療法は，副作用もございませ

ん。当町の取り組み，また町民への周知についてお示しください。 

 次に４点目，電子データ化したレセプトの活用についてです。国民健康保険加入者への安価

な後発薬品情報ジェネリックを当町は昨年12月から御案内の送付を始めており，高く評価する

ものでございます。 

 呉市では電子データ化した診療報酬の明細書――レセプトを使用し，必要以上の受診や飲み

合わせの悪い薬を併用する国保加入者への訪問指導を始めました。市では新年度もレセプトデ

ータを使った健康づくり事業を拡充する方針で，医療費分析などにも乗り出したいとしていま

す。指導対象者は月15回以上受診している，同じ疾患で月３医療機関以上受診している，複数

の医療機関から処方された併用禁止の薬を飲んでいる可能性があるなどの市民です。 

 電子化を委託した事業者が毎月送ってくるデータから実際に指導する保健師や看護師が該当

者を抽出し，そのリストをもとに１カ月で平均約20人の自宅を訪問し，直接本人と症状や医療

機関へのかかわり方など話し合います。電子データを使う今のシステムは，毎月の情報をいつ

でも確認できるため，指導結果の追跡もできるということです。 

 市はジェネリック通知サービスで，昨年度約4,400万円の医療費を削減しました。通知だけ

では効果は限定的，適切な受診による健康保険が市民にとっても保険者にとっても一番いいと

しています。 

 阿見町としての電子データ化されたレセプトの活用についてお伺いいたします。 

 ５点目として，緊急医療情報キットについて再度伺うものです。高齢者等の多くの命を守る

ことができる大変有効な手段だと考えます。不要になったペットボトルを再利用して，対象者

を増やしながらキットを普及させていくとしている自治体等，各地で取り組みが始まり，適切

な救急医療活動をできるようにしておりますが，その後検討はどのようになされているのか伺

うものでございます。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君，登壇願

います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 
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○町長（天田富司男君） 皆さん，おはようございます。難波議員の福祉行政についての御質

問にお答えいたします。５点ほど難波議員提案・提言等が，質問の中にいろんな意味で入って

おりましたので，本当にありがとうございます。 

 初めに，１点目の高齢者不明問題の認識と対応についてお答えいたします。 

 高齢者不明問題の認識と対応については，浅野議員の答弁でも御説明しましたように，ひと

り暮らし高齢者の実態を把握するため，地域包括支援センターが行っている特定高齢者把握事

業や相談業務により，必要に応じて民生委員にも訪問をお願いしております。 

 その状況により，どのような支援が必要かを把握し，適切なサービスにつなげていきます。

また，必要に応じて定期的に行われている地域ケアサービス調整会議や地域包括支援センター

定例協議において，事例等を検討しております。 

 これからも，地域包括支援センター・関係機関等と連携を図り，地域住民やボランティアの

協力も得ながら，高齢者の情報を収集し，支援を行っていきたいと考えております。 

 次に，２点目の地域福祉計画の策定についてお答えいたします。地域福祉計画は，今年度中

に策定しますので，中間報告としてお答えさせていただきます。 

 地域福祉計画の策定につきましては，既に策定委員会を５月と７月に実施しました。そして，

「地域福祉（私たちが出来ること）」と題して講演会を開催し，あわせて４つの福祉団体の代

表の方々にパネラーをお願いし，それぞれの立場で地域における福祉活動を発表していただき，

シンポジウムを行いました。 

 その後，実際に地域住民の意見を聞くため，中央公民館を初めとして町内６カ所で座談会を

行い，住民の皆様の御意見をお伺いいたしました。地域住民と福祉団体及び行政が，それぞれ

の役割の中で，お互いに力を合わせる関係をつくり，住民のボランティアや関係諸団体の活動

や行政サービスを連携させ，自助・共助・公助を組み合わせた地域ぐるみの福祉について，話

し合っていただきました。 

 またアンケート調査を2,000名に対し実施，現在４割以上を回収し集計・分析を行っていま

す。さらに講演会や座談会に出席された方や町のホームページ上でも，地域で困っていること

や地域でできること等の地域福祉に関する意見や提言をいただきました。これらの意見や提言

を総合的に取り入れ，今後策定委員会を経て，地域福祉計画を策定していく予定でございます。 

 特に地域福祉計画においては，自助――自分で何ができるか，このことが肝要だと思います。 

 続いて３点目の，うつ病対策の認知行動療法の町民への周知についてお答えいたします。 

 この認知行動療法は議員御質問のとおり，本年４月１日より保険適用となりました。保険適

用については平成22年３月５日付で告示され，都道府県知事に通達されるとともに医療機関へ

は国より都道府県医師会を通じて連絡がありますが，町へはこの告示及び通達に関する連絡は
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ありませんでした。 

 町ではこのようなことから，認知行動療法の保険適用に関する周知は国及び県において行う

べきと考えております。 

 現在町ではうつ病を初めとして，心の健康に不安を抱く方などに，県で実施しているいばら

きこころのホットラインや，町や保健所で実施しているこころの健康相談の周知を図っており

ますが，今後は窓口において認知行動療法の保険適用病院等を含めた精神科・心療内科等の医

療施設及び医療費助成制度の周知に努め，適切な医療に結びつくよう支援していきたいと考え

ております。 

 続いて４点目の電子データ化したレセプトの活用についてお答えいたします。 

 現在，町国保におきましては，ジェネリック医薬品の使用促進をより一層図るため，茨城県

国保連合会から提供を受けた後発医薬品促進情報データを活用し，生活習慣病や慢性疾患の治

療のために医薬品を長期服用している国保被保険者で，ジェネリック医薬品に切り替えた場合

に，自己負担の軽減がある程度見込まれる方を対象とした，軽減額の周知をお知らせ通知ジェ

ネリック医薬品の御案内の送付を昨年12月から実施しているところであります。 

 この自己負担額軽減通知は，全国的に見ても，まだ40数市町村，県内では初の実施となって

おり，先進的な取り組みを行っているものであります。また，同連合会からは電算処理した各

種紙資料が提供されており，その資料から重複受診・頻回受診該当者を選定・抽出し，健康づ

くり課保健師による訪問指導も既に実施しているところであります。 

 また，前段で述べました後発医薬品促進情報データは，国におけるジェネリック医薬品の普

及促進を図るための市町村国保への支援策として，国保連合会保有となっている調剤レセプト

データからデータの一部を抽出し，市町村国保へ提供を可能としたものでありますが，これ以

外に市町村国保が提供を受けられるものは，医師や調剤のレセプトのイメージ画像データとな

っておりますが，このデータは一般的なパソコンソフトで活用できるテキストデータ等ではな

いため，汎用性がなく画像として見るだけのものとなっております。 

 議員の御質問の中で，広島県呉市におけるレセプトデータの活用例をお話しされておりまし

たが，この場合のデータは，広島県国保連合会から，医師と調剤のレセプトのイメージ画像デ

ータ等の提供を受け，レセプト情報を特殊な変換方法により電子データ化し，ジェネリック医

薬品促進通知サービスを実施するために導入した健康管理増進システムに取り込んで，同通知

サービスや重複受診，頻回受診，併用禁忌薬――これは飲み合わせが悪いと言われる薬のこと

であります――その服用者に対する訪問指導等に活用しているということであります。 

 しかし，呉市に現状を確認しましたところ，併用禁忌の薬を服用している可能性のある国保

被保険者に対する訪問指導については，併用禁忌薬を服用していても，実際には医師によって
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管理・処方されている場合もあり，データだけで判断することは非常に難しく，危険な面があ

る，医師や薬剤師等の確認・調整も必要になる，個人情報の問題や医師と患者の信頼関係を損

なうおそれも懸念されることから慎重な対応が必要であることなど，クリアしなければならな

いハードルが多く，併用禁忌の薬の服用者に対する保健指導については，まだ準備段階であり

実施に至っていないとのことでありました。 

 また，呉市が導入した健康管理増進システムは，かなり高額な経費が必要となることも認識

しております。 

 したがいまして，当町におけるレセプトデータの活用につきましては，引き続きジェネリッ

ク医薬品の御案内の通知を実施するほか，呉市が実施しようとしている事業の成果を精査する

とともに，その他の活用法についても，費用対効果も含め，検討をしてまいりたいと考えてお

ります。 

 次に，５点目の緊急医療情報キットの検討についてお答えします。先ほども難波議員が言わ

れたとおり，平成21年12月議会でも質問をいただいております。この緊急医療情報キットは，

高齢者や障害者の安全安心を確保するため，かかりつけ医や持病などの医療情報，薬剤情報等

を専用の容器に入れ，どこの家にもある冷蔵庫に保管し，消防との協力で救急医療に活かすも

のです。 

 前回の答弁では，現在作成中の災害時の要援護者避難支援プランの中で，町，民児協，福祉

部局，防災部局が互いに連携しながら協議を行うというお答えをしております。 

 この協議の中で，民生委員児童委員協議会において，災害時一人も見逃さない運動を実施し

ており，これにより作成された要援護者名簿を阿見交番と社会福祉協議会に提供しています。

この名簿には，医療機関や血液型や親族等を記載する項目があります。この項目の情報が，議

員御指摘の緊急医療情報キットの情報と重複する点が多くあり，現在は民生委員児童委員の災

害時一人も見逃さない運動を優先するため，このキットの導入は今のところ考えておりません。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） 大変に，御説明ありがとうございました。 

 まず最初に，地域福祉計画についてお尋ねしたいと思います。今策定中ということで，２回

ほど５月と７月に委員会を開催されたということであります。また座談会等も開き，またアン

ケートもホームページ等でも募集，意見・提言をという御答弁でありましたけれども，それぞ

れどの程度の住民参加があったのか，また委員会でもどういった方が参加しているのか，お聞

きいたしたいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） はい，お答えいたします。地域福祉計画の策定に関しましては，
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今まで策定委員会を２回ほど実施しております。策定委員のメンバーとしては，20名ほど策定

委員としてお願いしております。そういう中で８月１日に，先ほど町長の答弁にもありました

ように長谷川幸介先生による地域福祉に関する講演会，これを開催しましたところ約200名の

参加者がございました。 

 そのほか地区の公民館を会場として，地域の座談会を実施しております。都合６カ所に参加

を合わせますと都合381名というようなところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） あとホームページ等でも私も見させていた……。その辺抜けてます

けど。それの回収あれですか。あとアンケートも４割程度ってことは，2,000のうちってこと

は……。その辺数わかったら。はい，お願いします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。社会福祉課長岡田稔君。 

○社会福祉課長（岡田稔君） はい，それではお答えします。アンケートのほうがですね，

2,000通出しまして825通の回答をいただきました。こちら41.25％でございます。またホーム

ページとですね，座談会等でお願いしました「ご意見お伺いシート」，そういったものでアン

ケート以外にも皆様の御意見をとったんですが，そちらのほうが73通の回答をいただいており

ます。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） はい，わかりました。思ったより座談会には381名ということで出

席されているんだなと思いますけれども，これは６会場ということで，いろんな公会堂とか，

いろんなところでやられたと思うんですけれども，そのやられた場所，またあとこれは全区長

……。これはあくまでも地域福祉というのは，今まで地域の人にいかに協働の作業していただ

くかというねらいで今回つくるわけでありますけども，やはりトップに立っていただくのは，

やはり行政区にあっては区長かなと思うんですけれど，またあと民生委員さん，そういう方に

はどういった方法で今回通知をされたのでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） はい，お答えいたします。地域の，地区の座談会においてはやは

り区長さんとか民生委員さんの協力がないとなかなか周知のほうも，地域の住民の方に徹底で

きないということで，区長さん初め民生委員さんの協力を得て周知の協力を依頼しております。 

 それで，先ほど381名というようなことにつきましては，その講演会も含めた人数でござい

ます。ですから，実際地区の座談会に参加していただいてるのは181名というようなことでご
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ざいます。大体30名ぐらいの平均，１地区当たり30名前後というようなことになろうかと思い

ます。 

 それぞれその地区の座談会においては，その地域におけるいろいろな福祉における，福祉だ

けではなく，いろんな交通の問題やら高齢者，それから育児に関すること，障害者の問題，そ

れぞれの地区の状況に応じた問題提起，状況など話し合っていただいて，それについて先ほど

申しましたような地域でどういう，そういう問題に対して自分たちができること，あるいはそ

の地域同士で連携してできること，どういうことができるかというようなことを話し合ってい

ただいたということでございます。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） はい，わかりました。阿見町におきましても，さまざまなこういっ

た計画がございます。今度は新しく天田町長になって初めての地域福祉計画というものができ

るわけでありますけれども，本当に期待するものでありますけれども，区長によりましては，

先ほどの答えでは，知らなかった，通知がなかったとか，かなりそういう声を聞いております

ので，そういう通知をするのにもやはり前もってするというのが必要ではないのかなと思いま

す。 

 またあと今後のスケジュールですね。今年12月に作成，計画書はできると思います。やはり

今までもすべてそうなんですけれども，やはり実施の計画，やはりＰＤＣＡ，やっぱり計画，

それからＤＯ，またチェック，あとアクション，そういったことをどこまでして初めて現場に

即したものができると思います。 

 今回も委託して，いいものは確かに専門家でできてくると思います。ただその後どういった

方法でやれるかというのは，町の度量になるかと思います。その辺のところは，これからかな

と思いますので期待するものでありますけれども，これは６会場ということで，我が町にとっ

てはその地域のとらえ方，日常生活っていうのは中学校単位あるいは小学校単位，ふれあい地

区館は我が町においては小学校単位でやっておりますけれども，これに関してはどういった思

いで取り組んでいかれるのでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） はい，お答えいたします。６カ所につきましては，先ほど中央公

民館初め６カ所ということでございます。それで地区公民館ですね。そのほかかすみ公民館，

本郷ふれあいセンター，君原公民館，舟島ふれあいセンター，それと策定委員のメンバーにも

なっております筑見区の自治会館，そちらのほうで実施をしております。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） あと単位は，それはまだ決まってないってことでしょうか。お答え
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がないっていうことは。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） はい。できれば小学校区単位とか，細かい地区で設定できればい

いとは思いますが，なかなかそれだけ細かく区切った座談会っていうのもなかなか難しいとい

うことで，今回この地区館の公民館を会場とした地域の対象者，そこの地区に該当する地区の

参加者を呼びかけて実施したということで，この地域福祉計画をつくるに当たって，この地区

でこういう計画，小学校区単位でこういう計画ということではございません。 

 ただ地域のいろんな状況を把握するために会場を設定して行ったものでございます。それを

１つの計画にまとめ上げていくというようなことでございます。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） はい。そうしましたら，こういったものをつくるに当たって，皆様

は，担当者の職員の皆様は，いろんなお声を聞きますと地域じゃなくて，いろんな例が出てた

と，いただいたということでありますけれども，こういうことをやってますよ，こういうこと

もやってます，そういう例をいただいたということで，なかなか人ごとのように思って聞いて

いたっていう声があるんですけれども，実際視察等もやられて，こういうものだっていう生の

声を，実際してきているのか。また今後，そういう先進例をしていくおつもりがあるのかどう

か。どうでしょうかその辺は。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） はい。この地域福祉計画を策定するに当たっては，この策定委員

として先進地の視察等は行っておりません。ただ，事務局とか社会福祉協議会，こちらでは先

進事例，例えば茨城県でいいますと東海村とか，そういうところは視察してございます。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） 社会福祉協議会とか，いろんな部門と提携を組んでいくと思います

けれども，ぜひそういうところは関係するわけでありますので行っていただきたいと要望して

おきます。 

 また，町長にぜひこういった町民が英知を集めた協働のまちづくり，町をつくることという

ことで，全力で傾注していくとお約束されております。そういった意味で，今回こういったも

のができるんですけれども，町長のそういう心意気，またリーダーシップがやはり大事かなっ

て。チェックが必要だと思っております。その辺はいかがでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） はい。地域福祉計画は茨城県の中でも少し阿見町はおくれてしまっ

たのかなという，そういう状況だと思います。ただやはり皆さんがいつも言うように，地域が
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なくなる，地域がなくなるという，そういう時代になってきてますよね。近所隣が本当に何や

ってるかわからないような状況，農村部でもそういう状況が見受けられるんじゃないかなと。

そういう中での，やはり地域福祉計画は非常に大事な視点だと思います。 

 やっぱり全力で地域再生のためにもね，やっていかなければならない，そういう事業だと思

いますので，まずやはりやれることは，いつも言うんじゃないですけど，やっぱり自分たちで

やれることを一緒にやっていこうという，やっぱり協働でやらなければできない事業なんで，

そういう面では地域住民の人にも積極的にお声かけをして，やはりやっていきたい。そう思っ

ております。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） はい，ありがとうございました。期待するものでございます。ちょ

っと通告にはございませんでしたけれども，以前見守りということで，新聞配達員，また郵便

配達員にも見守っていただけるように検討していくというようなお話がありましたけれども，

この際その辺はどうなっているのか，ちょっと付随事項ですけれども，答弁いただけますか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） はい，お答えいたします。現在のところ新聞配達とか郵便局の集

配してる方に見守り・安否確認ということは実施しておりません。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） はい，わかりました。今後もそういうことは余り考えてないってい

うことでよろしいんでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） はい，お答えいたします。この点につきましては，前にもそうい

う御質問があったときにお答えしていたかと思いますが，有料によるサービスということにな

るため，その親族並びにそういう家族の方の同意が必要というようなこともありまして，実施

には至ってないというようなことです。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） わかりました。いろいろ障害あるかと思いますけれども，本当に前

向きに，どうしたら多くの事業主また地域の人，その辺をまた考えるに至ってはこういうこと

も必要ではないのかなと，一市民としても思うわけでございます。 

 また，次に質問移りたいと思います。 

 うつ病対策でございますけれども，我が町としては相談体制を行っているということであり

ますけれども，治療機関といたしまして，こういったどこでやっているのか，近辺でわかる範

囲でお答え願えればと思います。 
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○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） お答えいたします。今御質問の認知行動療法を行っている医療機

関ということでございますが，県内では３カ所の医療機関が行ってるということでございまし

て，つくば市のとよさと病院，古河市の総和中央病院，牛久市のいずみ内科医院と。この３カ

所になります。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） はい，ありがとうございました。またぜひ，そういったことも周知

して，関係者には周知していただきたいと思います。また，保健師の中では精神保健福祉士と

いった資格を持って対応している自治体もございます。阿見町においては，いろんな財政面も

あるかと思いますけれども，やはりこういった研修，また対面的な相談事業としてゲートキー

パーというのがございますけれども，そういったこともぜひ研究していただいて，そういう保

健師の皆さんにも，ぜひそういった資格をとっていただいて，さらにきめ細かな相談をしてい

ただきたいなと，これは要望したいと思います。 

 また，県のほうで地域自殺対策緊急強化基金というのがあるのを御存じでしょうか。そうい

ううつ病の方，そういうものを活用いたしまして，自治体でさまざまなそういう，いのちの電

話の事務長さんを茨城県のを呼んだりとか，そういった，やっておりますので，これは今後ぜ

ひ期待するものでございます。認知行動療法の周知徹底を今後よろしくお願い申し上げます。 

 最後に，最後というか，レセプトのほうですけれども，これは阿見町でも本当にやっており

ますけれども，どのくらいまたジェネリックの後発剤の期待が持てるのか。これはまだ出てい

ないと思いますけれども，戸別訪問をやっていらっしゃるということですけれども，どのくら

い年間やっていらっしゃるのか，また目標等みたいのを持ってやっていらっしゃるのか，その

点だけお聞きしたいと思います。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。民生部長横田健一君。 

○民生部長（横田健一君） はい，お答えいたします。ジェネリックの重複禁忌の訪問指導と

いうことではなくて，重複受診，頻回受診，こういう方に対する訪問指導ということでござい

ます。 

 そういうことにつきましては，21年度については６人が該当してるということで，保健師の

ほうに依頼しましたが，実施できたのは一人ということでございます。で，その人については，

その指導以降は重複受診はなくなったというようなことでございます。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） わかりました。じゃあ，目標等は今，答弁ございませんでしたので，

来た者に対してできるだけ頑張っていただくという，本当に限られた中でやっていらっしゃる
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のは重々承知しておりますので，ぜひまたその辺からもそういった昨年，いろんなことをお願

いするものでございます。 

 最後に，緊急医療情報キットでございますけれども，これはやらないという御答弁でござい

ましたけれども，そういった中で，救急隊のほうで駆けつけたときに，民生委員さんはある場

所がわかってる，しかし救急……。それぞれみんな下げる場所は違うわけですね。玄関に下げ

たり，また自分はわかってる。ただ倒れたときに，果たして救急隊員がどこにあるのか。意識

不明，言葉……。これだけ高齢者が増えてるわけです。今まではいいと思います。でもやっぱ

そういう方に関して，やはりそこにきめ細かなやはり対応をするべきかなと思うんです。 

 その辺，希望が持てるのかどうか。消防長みずからお願いします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。消防長瀬尾房雄君。 

○消防長（瀬尾房雄君） 御質問の意味がちょっと御理解できないんですけれども，そういう

システム自体，他町村でやってるところ，システムというか，導入してるところありますけれ

ども，まだ阿見ではやってないということで，絶対行ったときにそれをやっているっていうこ

とはまずないわけですね。阿見では実施してないわけですから。 

 ですから，そういう制度的なものっちゅうんですかね，そういうふうに構築できれば活用で

きますけれども，現時点でのやってるかやってないかわかんない状態の家庭に入っていって，

そういう行動はちょっと今できないというふうに思っています。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） じゃあ，今はできないということで，将来的にはぜひ，こういった

ね，御存じだと思いますけれども，できるところから，喜ばれるところから，こんなものと思

わないで，ぜひやっていただければなと期待するものでございます。 

 はい，以上でございます。 

 じゃあ，次の質問に移りたいと思います。 

 安全安心のまちづくりについてお伺いいたします。 

 第１点目といたしまして，高齢者運転による交通事故の実態について。 

 第２点目といたしまして，高齢者運転免許自主返納支援事業の創設についてお伺いいたしま

す。 

 警察庁によりますと，認知症のドライバー，全国で30万人いると推定されており，近年認知

症ドライバーによる事故問題が飲酒運転と同じように深刻な社会課題となっております。そう

した背景を受けて，道路交通法一部改正が昨年６月から施行され，高齢者運転対策として講

習・予備検査・認知機能検査の導入・高齢者講習を受けることのできる期間の延長が一部改正

されました。 
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 75歳以上の方の免許更新時の高齢者講習が，更新期間満了日前３カ月以内から６カ月以内と

改正され，半年前から講習が受けられることになりました。高齢者所帯の３分の１がひとり暮

らし高齢者となり，認知症高齢者も団塊の世代がすべて高齢者となる平成27年には現在の1.5

倍に増えると予想されております。 

 交通事故防止対策の取り組みによって，全体的に交通事故による死者数が減少傾向にある中

で，平成６年以降連続して最も死者数の多い年齢層が高齢者で占めているのは憂慮すべき事態

であります。記憶や判断力は個人差があり一概に年齢だけで免許返納を勧奨することは問題が

ありますが，加齢とともに記憶力や判断力も低下してまいります。運転に自信や不安を覚える

ようになったら，自主返納をできるような後押し，支援が必要ではないでしょうか。 

 各地の自治体でさまざまな免許自主返納支援事業が始まっております。運転免許にかわる公

的身分証明書となる住民基本台帳カードの交付や，公共交通機関の乗車カードや共通商品券の

贈呈，商店街での割引サービス支援と，さまざまな工夫で自治体の支援事業の取り組みが行わ

れ始めております。 

 当町におきましても，高齢者の方々からの要望があるところの高齢者運転免許自主返納事業

の創設を行い，明年４月から有料となりますところの住民基本台帳カードの無料交付継続や，

今後導入の公共交通機関の乗車券の割引サービス，またこれから始まるところのプレミアム商

品券等々の商品贈呈等の提供を講じて，高齢者の重大な事故発生を未然に防ぐ手だてを講じて

いくべきと考えますが，御見解をお伺いいたします。 

 最後に３番目ですけれども，カーブミラーの連絡先表示でありますが，担当課の建設課の職

員の皆様には連日，常日ごろ迅速に対応していただいており，感謝申し上げる次第でございま

す。さらに危険と思われる箇所への新たな設置，破損とか調整，シングルからダブル等と担当

課に連絡する際に，また町民の皆さんにも気軽に連絡ができるように，現在阿見町役場との表

示がある場合もございますが，連絡先の表示やさらに防犯灯のようなナンバリングがなされる

と管理点検がよりスムーズに済むのではないかと思う次第でございますけれども，御見解をお

伺いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） はい，それでは安全安心のまちづくりについてお答えいたします。 

 最初に県内の高齢者運転による交通事故の状況につきまして，平成21年１月から12月までの

間で2,440件発生し，死者数は35名，負傷者数は3,152人ということであります。そのうち，町

内では34件事故が発生し，死者数はゼロ，負傷者数は43人となっており，発生場所としては，

特に交差点が多く，時間帯としては，14時から18時の間に多く事故が発生しております。 

 次に２点目の高齢者運転免許自主返納対策事業の創設についてお答えいたします。 
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 高齢の運転者に運転免許証を自主返納していただくことは，高齢運転者による交通事故の防

止に有効であるとは思われます。高齢者運転者が当事者となる交通事故防止策として，運転免

許自主返納を促進するため，県内では，つくば市，守谷市，笠間市，結城市の４つの自治体で

自主返納支援事業を実施しております。それぞれのサービスにつきましては，事業内容に違い

があります。コミュニティーバスの乗車回数券の交付やデマンドタクシー利用チケットの支給，

住民基本台帳カードの無料交付等を行っております。 

 運転免許証の自主返納を促進していくためには，高齢者が運転しなくても生活できる環境づ

くりが必要であります。そうしたことから，他自治体の取り組み状況を踏まえ，警察署や交通

安全関係団体とも協議しながら，今後研究してまいりたいと考えております。 

 次に３点目の，カーブミラーの連絡先表示についてですが，今年度は，道路パトロールを昨

年の週１回から週４回に強化し，町内全域のカーブミラーを含めた安全施設の修理・調整等を

行っております。カーブミラーの連絡先表示は，個々に設置するのではなく，広報等で周知し，

地域住民の情報を得ながら維持管理に努めてまいりたいと思っております。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） ありがとうございました。２点目の自主返納対策事業でございます

けれども，また今後ぜひそういう御支援を願えるような施策を，ぜひお願いするものでござい

ます。 

 また，この住民基本台帳カード，今実際になかなか皆さんに周知徹底がされておりません。

老人会等々でお話しされてるようなことは聞き及んでおりますけれども，その辺は再度徹底を

呼びかけていただければと思います。 

 次の，３番目のカーブミラーでございますけれども，この表示，これから新規においては，

ぜひやっていただければ，阿見町は３つの中学校があるわけですけれども，設置していただく

場合にもどこどこという場合になかなか説明できないような場合がございます。そういった場

合にも，ぜひそういう調整，ナンバーぐらいはそんなに大変なことではないと思うんですけど

も，その辺をお聞きしたいと思います。 

 あと，阿見町にはどのくらいのミラーが設置されてるのかもお聞きしたいんですけれども。

お願いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） はい，カーブミラーについてお答えいたします。町内には

1,777カ所設置してございます。それは建設課のほうで場所につきましては把握しております。 

 それで，カーブミラーの設置なんですが，個人の敷地内をお借りしてということもあります。

そうすると，ブロックとか植え込みに支柱が隠れちゃって，そのミラーだけが出てるというよ



－145－ 

うなこともございますんで，要するにそのカーブミラーにナンバー等を設置する場所が，場所

によってばらばらになるということもございますので，広報等で周知しまして，建設課のほう

に連絡いただければ速やかに調整するような形にしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ４番難波千香子君。 

○４番（難波千香子君） はい，ありがとうございました。今回要望・提言をさせていただき

ました。 

 以上で終了いたします。 

○議長（佐藤幸明君） これで４番難波千香子君の質問を終わります。 

 次に，７番石井早苗君の一般質問を行います。 

 ７番石井早苗君の質問を許します。登壇願います。 

〔７番石井早苗君登壇〕 

○７番（石井早苗君） 皆さん，こんにちは。新しい町長になってから本当に傍聴の方が大勢

いらしてくださるようになって，私たち心強いと思っております。どうぞ最後までゆっくりお

聞きいただきたいと思います。 

 それでは始めさせていただきます。 

 既にお届けしている通告に従いまして，まずプレミアム商品券についてお伺いいたします。 

 町長初め，町担当課の前向きな御回答を期待しております。 

 今年度のプレミアム商品券についての予算は，今定例会に提出されている平成22年度一般会

計補正予算に500万の予算が計上されていることは，議員も承知しております。しかし，この

町の個人商店の低迷ぶりは，皆様方が目にし肌で感じているとおりでございまして，125号線

バイパス沿いのみはチェーン店が軒を並べていて，一見阿見町は元気だと思われていますが，

商工会加入店は激減し，個人商店はいつ廃業したら一番傷が少なくて済むかとうかがっている

ところが多いそうです。 

 そんな中，昨年国が地方経済活性化政策の１つとして定額給付金を支給し，このお金を地元

に落として活性化してもらおうと，我が町でも10％のプレミアムをつけて１億円分が販売され

た商品券は御存じだと思います。銀行預金の金利が限りなくゼロに近い低金利に抑えられてい

る今日，10％のプレミアムはさぞかし人気が沸騰するかと思われました。 

 期間終了後に，このことにつき町民の意向を知りたいと，阿見町消費者リーダーの会がアン

ケート調査を実施し，その結果は既に町長及び商工会へもお届けしてございます。この調査に

よりますと，調査対象者の６人に１人はプレミアム商品券の存在を知らず，知っている人で券

を購入した人は約２割でした。８割の人は買わなかったと答えておりました。 
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 その買わない人の理由を尋ねますと――多い順に並べます――，１番利用範囲が少ない，２

番利用期間が短い，３番どこで使えるかわからない，４番売っている場所がわからない，５番

おつりが出ないとなっておりました。また，購入した人に尋ねますと，１番町の活性化に協力

したい，２番得だから，３番大型店で使えるからとなっておりました。 

 このアンケートの中で，プレミアム商品券事業を毎年続けることにより認知度も上がるんで

はないか，という意見もございました。今後もこのような券が販売されたとするならこうやっ

て使おう，こうして使えば無駄がなく使えると町民は昨年のことで学習したことと思われます。 

 そうであっても，この券の町民への周知度の低さがとても問題だと思われますので，質問の

第１として，本年度の発売について町民への周知はどのようにする予定でしょうかをお尋ねい

たします。 

 ところで私の何より驚いたことは，アンケートで町の活性化に協力したいという町民が多か

ったことです。先ほども申しました町内の商店の元気がまるでないのを目の当たりにし，商工

会も体力が落ちてしまっているのを見ると，多くの町民のこの気持ちは大変ありがたく，うれ

しく，そして大切にしたいと思います。 

 町民の気持ちを救い上げる上でも，今後この事業をぜひとも続けていただきたいと願うもの

でございますが，今春は市長選挙があったために，町は骨格予算の編成となり，この事業への

予算が不透明であったため，商工会のほうでも当初は予算化されなかったと聞きました。 

 そこで質問の第２は，この事業を継続事業として最低何年は行い，動向を見るとしていただ

けないかをお伺いいたします。 

 質問の第３は，アンケートの結果の３・４番に出ているように，どこで売っているかわから

ない，どこで使えるかわからないの意見を解消する手段の１つとして，今春町が行った「たけ

のこほっぺ」ののぼり旗が大変目を引きましたが，これと同じように加盟店が店頭にプレミア

ム商品券の旗を立てたなら目を引き，認知度も上げられ，町民もこの店でも使えると安心でき

ると思われますので，かような旗の政策予算の上乗せは可能かどうかをお尋ねいたします。 

 第４に，どこで販売してるかわからないの声が多い中で，役場，出張所，公民館などでの取

り扱いは考えられないのかをお尋ねいたします。 

 質問の最後に，再三再四申し上げてまことに恐縮でございますが，町の商工会は非常に体力

が落ちていると聞きます。この事業を行うに当たり，一例を挙げると，換金作業に非常に人手

がかかると聞きますので，役割分担の間口をもう少し広げてさしあげるわけにはいかないのか

お伺いいたします。 

 以上５点をよろしく御答弁お願い申し上げます。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君，登壇願



－147－ 

います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 石井議員の質問にお答えいたします。 

 先ほどは町民の声ということで，非常にうれしいですよね。やはり町を活性化させるために

このプレミアム商品券使うんだっていう，そういう意識の人が多いっていうことはやはり喜ぶ

べきものだと思っております。 

 プレミアムつき商品券につきましては，当町では，昨年度，定額給付金の支給に合わせ，町

商工会の事業として初めて「まい・あみクーポン券」を発行し，地元商業者の売り上げ増に貢

献するとともに，町民からも多くの賛同を得たところです。 

 このようなことから，町としましては，プレミアム付き商品券の発行が町内の消費を拡大し，

商業の振興に寄与するものと認め，今年度も引き続き商工会が行う当該事業を支援するため，

今定例会に補正予算案を提出いたしました。これは６月にやろうという状況だったんですけど，

なかなか商工会のほうがまとまらないということですね，この９月の補正のほうでやらさせて

いただくということであります。 

 商品券事業の内容については，現在，商工会との協議を進めておりますので，その状況から

質問を一括して答えさせていただきたいと思います。 

 まず，町民への周知ですが，昨年度は，公共施設等へのポスター掲示や新聞折り込みチラシ

の配布，広報あみへの掲載などを行いました。今年度は，さらに商品券取扱店の店頭にのぼり

旗を設置し，商品券のＰＲに努めてまいりたいと思います。また，販売所については，昨年度

は，商工会やクーポン券取り扱い26店舗のほか，役場にも臨時販売所を開設し，商品券の利用

を促進しました。今年度は，議員から公民館での販売の提案をいただき，商工会からも同様の

要望がありましたので，公民館にも臨時販売所を設置できるよう調整してまいりたいと考えて

おります。 

 なお，商工会における換金作業については，銀行振り込みから小切手支払いに変更し，省力

化を図ることとしております。 

 このような協力体制のもと，今年度商品券事業を円滑に進めてまいりますが，来年度以降の

事業の継続につきましては，やはり商工会の意向をやはり踏まえなければなりません。やはり

この事業主体は商工会でありますから，幾ら体力が落ちたといっても，やはり商工会会長初め，

役員の皆様，商工会の会員の皆様が積極的にこの事業を推進していくんだ，そういうことを踏

まえて次年度の計画を十分審査した上で，町の支援のあり方を判断していきたいと考えており

ます。 

○議長（佐藤幸明君） ７番石井早苗君。 
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○７番（石井早苗君） 御答弁，ありがとうございました。 

 本当にうれしいお答えをいただいたと思います。公民館にも販売所を設けていただけると聞

いて，私も安心いたしました。というのは，阿見町の場合，周辺地域がとても手薄でございま

すので，やはり公民館の販売というのは大変ありがたいことだと思います。 

 それからあと，昨年１億円のプレミアムに対して１億円の補助をいただいたんですが，１億

円じゃない1,000万。ごめんなさい。1,000万の補助をいただきましたが，今年は5,000万円と

いうことで，500万の補助をつけていただいたと思います。補正で見ますと。そうすると，何

か１億円に対して1,000万だから，5,000万だから500万でいいんじゃないかっていう感じに受

けとれるんですが，私どもの考えとしましては，事業経費っていうんですか，それはほとんど

１億円だろうが４億円だろうが変わらなくかかってしまうと思うんですね。 

 現に私なんかも選挙のときにポスター制作，本当は20枚でいいんです，30枚でいいんですと

思っても500枚単位と変わらない値段なんですよね。ですから，例えば5,000万になったから券

が5,000万分で安いかというと安くならないし，人手がかからないかといえば人手はかかるし，

そういう意味で事業費の負担っていうのを少し盛り込んでいただけないかと思いますが，いか

がなんでしょうか。質問いたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） お答えいたします。このですね，今年度補正予算で計上させ

ていただきました。先ほど町長よりも説明ありましたけども，本来は骨格予算あるいは肉づけ

予算の中で予算計上，議案提出をしたかったわけなんですけども，商工会等のですね，その調

整がなかなかつかないということで，今回の９月の定例会になってしまったということであり

ます。 

 で，昨年の場合はですね，定額給付金ということもありまして，町のほうが100％ですね，

1,000万の補助をしたということであります。その後ですね，今年度の補助支援，町の支援に

つきまして，商工会等の協議をした中でこういった形の数字が出てきたわけであります。 

 実際に近隣市町村でも同じような形でこういったクーポン券を発行しております。その中で

は全額補助をしている市町村はゼロということで，その中でも特に近隣の牛久市さんがかなり

補助を支援してるというような形で，それでは阿見町としてもですね，牛久市さんと並んでと

いうような形で，一番いい支援の仕方でどうかなということで，商工会と協議しましたところ，

それならいいだろうということになりましたので，今回は5,000万の10％の500万ということで，

それは……。失礼しました。60％になりますから，300万ということ。 

 それから，事務費につきまして，これにつきましてもいろいろ商工会と協議をしたんですけ

ども，最終的にはやはり町の支援が欲しいというような形で100％事務費のほうも補助をした
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ということで，あわせて町の支援としては500万ということになりました。いずれにしまして

も，近隣市町村とあわせましても阿見の場合，一番いい支援の形となります。 

 このクーポン券につきましては，基本的には商工会事業ということですので，とりあえずは

まず自主事業という形で自助努力をまずしていただきまして，今年度の状況もかんがみながら

来年度はいろいろ検討していきたいというようなところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ７番石井早苗君。 

○７番（石井早苗君） ありがとうございました。ただいまのお話で，隣の牛久市さんが補助

率60％でということをおっしゃっておりましたね。で，阿見町もそれに合わせて60％，大変高

い数字を補助していただけて，私もうれしいと思います。質問したかいがありますが，牛久市

さんの場合は，ただ60％のほかに人件費とかそういうほうもたしか補助してもらってますとい

うお答えを聞いたので，その辺がもう少し色をつけていただけるとありがたいかなと。 

 と言いますのは，商工会に私が行って尋ねましたところ，のぼり旗がですね，予算として入

っておりますが，とりあえず今加盟してる192店舗ですか，それにあと販売所の旗が30本とい

うことで一応予算してるそうですが，町民からもっと売る店を増やせと，取り扱ってる店を増

やせという要望があるので，一生懸命歩き回って加入を努力しているが，店が増えてしまうと

旗が足りなくなってしまうということになって，ちょっと痛しかゆしなんですよねっていう話

を聞いたので，その辺をどのようにクリアさせていただけるか。 

 まあ，どうせ商工会がやるんだから負担するのがいいんじゃないかとはおっしゃると思いま

すけれども，何しろ先ほどから申してますように，商工会は本当に体力がなく，今度の商店も

このプレミアムに対しては20％でしたっけ，負担しなきゃならないというんで，これ以上商店

に負担をかけるわけにもいかないということで，町民の利益ということも考えて，この町が，

商店が栄えれば町税も増えるということも考えていただいて，少し含みをいただければなおあ

りがたいなと思いますが，いかがでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。生活産業部長川村忠男君。 

○生活産業部長（川村忠男君） はい，お答えします。まず最初に１点目のですね，牛久市の

場合人件費の補助をしているということですけども，それはこちらで調査したところ，人件費

の分までは支援はしてないということであります。 

○７番（石井早苗君） そうですか。 

○生活産業部長（川村忠男君） はい。それとですね，いろいろ今御質問ありましたけども，

いずれにしましても今定例会で最終が24日ということになりますので，今のところ詳しくは説

明できませんけども，それについて仮に議決いただけた中で，商工会とさらに協議をしていき
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たいということで考えております。 

○議長（佐藤幸明君） ７番石井早苗君。 

○７番（石井早苗君） とりあえず公民館も販売していただけるということですので，一歩前

進だなと思います。ただもう少し継続事業にしていただきたいという気持ちがあったのですが，

それは今後商工会と話し合ってということなので，それも何分よろしくと。せんだっての産業

建設常任委員会でも難波議員も継続事業を要望しておりましたので，あわせましてよろしくお

願いしたいと思います。 

 ということで，この件は終わりにさせていただきます。 

 次にですね，届けてありましたが……。済みません，これですね。 

 町長の町民への18のお約束の中に道の駅構想の推進というのがございました。このことにつ

いて，お尋ねさせていただきたいと思います。 

 私，実は先日，県のある会合で橋本県知事と親しくお話しする機会がございました。その折

に知事より，阿見町にも道の駅をつくりたいと言ってきているがどんなことなのかいと尋ねら

れまして，私は天田町長がマニフェストに書かれていられたとは承知していますが，どの程度

のことなのかはお答えできませんと答えるしかなかったわけです。 

 そこで，この構想を町の産業と農業の活性化のためにも，本気で町長がお進めになりたいと

思っておいでだと思いますが，ならば，町が一丸となって望んでいるんだよということを表明

したいと思いますので，これからもいろいろな意見もありましょうし，そういうこともかんが

みて町長の土台の意見を，構想を伺いたいと思って質問させていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君。 

○町長（天田富司男君） 道の駅についてお答えいたします。 

 私のマニフェストのほうにも道の駅構想，やはりやっていかなければならない。特に何の会

合でも道の駅の話が出てきます。そういう中で，やはりまず役場内の意見統一，きちんとした

意見統一をしていかなければならないということで，指令をしたところ，まず庁舎内の委員会

をつくらなけりゃいけないということになりました。 

 そういう中で道の駅は，道路利用者の利便性向上を図るとともに，物産館や農産物直売所等

のサービス等施設を通して地域の活性化が図れる施設でもあります。私の描いているのは，た

だ物産館でもなく，やっぱり多目的なものが入ってこられるような，そういうものをやはり頭

の中では描いてるんですけど，これは，どういう状況になるかはまだわかりません。 

 そのため，施設の計画・立案に際しては，計画の当初段階より商工会・ＪＡ等の民間事業者

の参画が必須であり，開設後の施設運営までを想定した計画立案が必要であると考えておりま
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す。 

 これに先立ちまして，平成22年度は役場庁内の関係各課により庁内検討会を立ち上げ，今後

の進め方について検討を始めたところでございます。検討会では，民間事業者が参画する前段

の資料収集や課題等について調査・研究を行い，今やっているところはどういうふうな形で進

んでいるかということをやはり研究していかなけりゃいけないと。平成23年度に行政・民間で

組織をつくる，そういう予定でおります。阿見町道の駅検討委員会のたたき台の作成について

取り組んでまいりたい，そう思っております。 

 道の駅事業は，事業に取り組んでいる他自治体の例を見ましても，事前検討に始まり，基本

構想・基本計画等の策定のほか，道路管理者である国・県との協議を含め，約開設までには５

年から６年程度の期間を要しているようであります。また，巨額の財源が必要となる事業であ

ることから，敷地規模や事業費，維持経費等についても慎重に検討していく必要があると考え

ております。 

 一方で，道の駅を魅力ある施設として整備していくには，民間活力を活用し，阿見町の特産

物となる商品開発など，地域ブランドの強化の取り組みが成功の一翼を担うものと考えており

ますので，今後関係事業者と密に協力しながら積極的に検討してまいりたいと考えています。 

○議長（佐藤幸明君） ７番石井早苗君。 

○７番（石井早苗君） ありがとうございました。私の聞くところによりますと，美浦でも道

の駅を要望しているということですし，土浦でも要望していて，土浦では既にもう何ですか，

通過台数ですか，それを道路ではかっているということも聞きました。で，美浦，土浦，阿見

と３カ所もつくるわけには，多分，道の駅いかないんじゃないかと思いまして，やっぱり早い

者勝ちの施策だと思いますので，余り５年，６年といわずゆっくりしないで，しっかりと計画

を固めてやっていっていただきたいなと思うものであります。 

 また，どこでも同じものをつくってたんじゃ決して人は集まってきませんので，ぜひよいも

のを計画していただきたいと思いますので，今後ともよろしく御検討ください。 

 ありがとうございました。質問を終わります。 

○議長（佐藤幸明君） これで７番石井早苗君の質問を終わります。 

 次に，８番柴原成一君の一般質問を行います。 

 ８番柴原成一君の質問を許します。登壇願います。 

〔８番柴原成一君登壇〕 

○８番（柴原成一君） 皆さん，こんにちは。通告に従いまして，平成22年３月定例会の，ご

めんなさい，９月定例会の一般質問をさせていただきます。今回通告いたしましたのは，荒川

本郷地区の調整池と，その近隣地区の上水道普及についてであります。 
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 さて，この夏の暑さは各地で観測史上初めてや最高を記録し，猛暑に苦しめられた夏として

長く記憶に残るものとなりそうです。この炎天下，吹き出る汗をいとわずに日々の作業に黙々

と取り組まれる農家の皆さんを初め，働く方々にまず敬意を表したいと思います。私もまたそ

うした汗をかくことでしか日々の生計を立てることのできない人間の一人であり，この夏ほど

水のありがたさをひたすら感じることはなかったように思います。 

 作物を育て，渇きを潤し，汗を洗い流す水。水なくして私たちは生きていけず，命をつなぐ

ことができません。しかしながら，最近はその水が病んでいることをしきりに感じるようにな

りました。日本の水はただで安全という神話があったのはまさに今は昔の話であります。今日

では私たち農業者が加害者となるような地下水汚染，土壌汚染のニュースも伝えられ心が痛み

ます。安全な飲み水と安定的な水の確保は行政における緊喫の課題となっております。 

 そこで，荒川本郷地区です。特に当地区の県道沿い，下本郷地区は一定の人口集積もあると

ころですが，市街化調整区域ということもあり，長年上水道整備が望まれながら後回しにされ

てきた地区であります。現状は当然飲料水・生活用水とも地下水頼りですが，この夏は地区内

の各世帯で渇水，井戸枯れが続出しました。 

 このため下本郷地区では７月に区長名で天田町長あて要望書を提出しております。渇水世帯

への早期対応，上水道の整備などを求めるもので，この質問は，その要望書の内容に沿うもの

であります。 

 今年の夏は殊さら猛暑続きでしたから，使用料が半端でなかったこともあるのでしょうが，

渇水の原因の１つとして疑われているのが，実は地区の調整池工事です。御存じのように，荒

川本郷地区では本郷第一地区に隣接して約188ヘクタール規模の土地区画整理事業が計画され

ました。土地区画整理事業のような面整備では洪水対策から調整池が当然必要となります。 

 荒川本郷地区は，土地区画整理事業は，平成14年中止となりましたが，調整池は本郷地区ま

ちづくりの事業に引き継がれ，約11ヘクタールの規模で段階的に整備されることになり，現状

で第１期工事に着手されています。ところがこの工事で約15メートルの深さまでボーリングを

したのか，基礎くいを打ったのかよくわかりませんが，何かしら工事をしたので，地区では通

常地下６メートルから７メートルの水位で利用している井戸水の水位を一気に下げるような影

響を与えたのではないかと疑われています。 

 ですから，まずこのところ，地区の井戸水利用に影響を与えるような調整池工事であり得る

のか。実際のところ，どんな工事を行ったのか。その説明からお願いいたします。どんな工事

を行ったにせよ，その工事が地区の既存の地下水脈にどんな影響を与えたのか，その因果関係

のありなしを立証するのは相当難しいと思います。ただ，少なくとも住民にその立証責任を負

わせるのは私は難しいと思っています。そんな法廷論争に持ち込んだら何年もかかるような犯
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人探しをすることにより，影響が懸念されるような工事の手法は，できるだけ避けるよう十分

な検討をした上で住民の理解を求めることが大切だと考えています。 

 実際，区画整理事業で調整池が必要というのはわかります。が，中止後のまちづくり事業で

そこまでの洪水対策が本当に必要なのか，下本郷地区の住民は理解していないんではないかと

思います。なぜストレートに乙戸川に流せないんだと聞かれても，私も答えられません。 

 これから２期工事という段取りになってくると思うのですが，地元住民としては認められな

い，白紙状態で計画の再検討を求めているということをお伝えしておきたいと思います。多分，

町では地元住民説明会はきちんとやった，十分な手続は踏んだとおっしゃられるでしょうが，

住民にしてみれば，こうしたトラブルが起こって初めて危機意識を持つということはあるもの

であります。 

 あの調整池の工事現場は，今虫がわいたり悪臭がしてひどいことになっています。そのよう

なことだと，下本郷地区の住民にしてみれば本郷ふれあいセンターでやる説明会なんかは地元

説明会になっていないという意見も出てくるわけです。 

 こうしたボタンのかけ違いというか，不信の拡大には何度足を運んでもきちんと説明すべき

だと思うのです。そして，何より優先されるべきは地区の上水道整備です。平成25年度をめど

とする町の水道供給計画には，下本郷地区も組み込まれていますが，この前倒しでの事業化が

図られるべきと考えます。少なくともこの機会に事業化のめど，前見通しを具体的に明らかに

されることを望みます。 

 地下水の汚染，あるいは土壌汚染は，調整池工事の影響云々を度外視しても，もはやどこで

も起こり得る環境問題と言えます。当該する地区住民の健康という安心安全の問題であり，井

戸水があるから，調整区域だからといった理由で後回しにされるいわれはないのです。生活が

一番という視点での御答弁をお願いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。町長天田富司男君，登壇願

います。 

〔町長天田富司男君登壇〕 

○町長（天田富司男君） 柴原議員の質問にお答えいたします。 

 柴原議員も先ほど言われたとおり，今年の夏は非常に暑く，雨が降らなかった。どこの地域

でも浅井戸のやっぱり水が相当厳しかった。これはただ下本郷だけではなく，阿見町全体のこ

とだと考えております。 

 調整池は，宅地開発に伴う雨水流出量の増大による下流域の災害を防止するため，降った雨

水を一時貯留し，流出量を調整し，下流に放流するための施設であります。 

 新市街地である，荒川本郷地区及び本郷第一区画整理事業区域は，今後，宅地化が進むとと
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もに，ゲリラ豪雨や台風等による大雨時には，これまで以上に本区域から雨水流出が見込まれ

ます。 

 本調整池は，本区域の外，下本郷区の一部を含めた，隣接区域からの雨水が流入してくるも

ので，特に本区域内の市街化形成を進めることにより，雨水流入の増加に伴う下流部の被害減

少を図るために必要不可欠な施設であり，これらの区域に降った雨水の流出量を調整して，乙

戸川に放流することを目的に現在，町が整備を進めているものであります。 

 現在まで実施した工事及び調査等ですが，調整池工事前に行った調査等につきましては，土

質・地質調査のためのボーリング，観測井戸設置のためのボーリング，及び観測井戸及び宅地

内井戸の水位水質調査であります。調整池工事としましては，池本体の掘削，池からの放流施

設，池への流入施設及び町道への横断管布設を行っております。 

 この調整池が原因で井戸が心配であるということにつきましてですが，工事計画時点におい

て，調整池整備に伴う近隣宅地の井戸への影響はないものと判断しましたが，念のため，本調

整池掘削工事前から下本郷区域内５カ所に深井戸と浅井戸の観測井戸を合計10本，また区民の

方から協力を得て宅地内の浅井戸５本を調査しております。 

 調査の内容としまして，すべての観測井戸及び宅地内の井戸において水位調査を月に２回実

施しており，宅地内井戸５本の内２本につきましては，水質調査を年に２回実施しております。 

 水位に関しましては，降雨量により変動している状態にあり，今年の夏については非常に降

雨量が少ないため，これまでの夏に比べ低下しているものと判断しております。水質について

も，現在のところ調査当初と比較して悪化していない状況です。 

 さて，下本郷地区の上水道整備計画につきましては，私自身が何度も何度も言っているとお

り，上水道の普及整備は積極的にしていく。昨日も細田議員の一般質問にも答えております。

料金の値下げはしない。今本当に困っている地区，非常に調整区域の中で，下本郷だけではあ

りません，飯倉地区，そういう地区でも困っておりますし，やはりそういう地区を，やはり上

水道の整備計画をもって積極的に整備をしていくということが，一番今大事じゃないか。 

 特に，80％少しの普及率。阿見町はまだまだ普及率が低いということを言われております。

これをやはり95％まで持っていくために，どう利益剰余を取り崩してもやはりやっていく，そ

ういう事業。水は生活，人間の命そのものでありますから，積極的にやっていくということは，

ここでお約束したいと思います。 

 本年度中に阿見町水道ビジョンに基づき，県道部分を整備いたします。これは下本郷地区の

整備であります。平成23年度には要望の多い，地区内の通称調整池側中道の整備を行います。

残りの地域については平成24年，25年度を目途に整備を進める計画ですが，その間の水道接続

状況を見ながら判断していきたいと考えております。 
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 水道を利用する際には，配水管からの取り出し工事が必要となりますが，この工事は個人負

担となります。また，加入分担金が発生しますが，積極的な接続をお願いしたいと思います。

この積極的な接続によって水道の布設，これが早まる，私はそう思っております。 

 調整池につきましては，荒川本郷地区の区画整理事業が廃止になったことにより急速な市街

化の整備が進まないと判断できることから，本年度，整備計画の見直しを行っているため工事

を一時休止しております。 

 平成23年度からは，調整池側中道に上水道管の整備が完了した後に，区民に十分な説明を行

いながら，今後の整備を進めていきたいと考えております。 

○議長（佐藤幸明君） ８番柴原成一君。 

○８番（柴原成一君） はい，ありがとうございました。要は，上水道整備した後に調整池の

見直しにかかる。要は，今現在の調整池の見直しをするということで，再確認したいと思いま

すが，そういうことでよろしいんでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） はい，お答えいたします。町長の答弁の中にもありましたよ

うに，180町歩からの区画整理が中止になったということで，一気に宅地化が進むというわけ

ではないということで，調整池工事には多額の費用も要すると，そういう中で，町の財政も厳

しい状況にあるということを踏まえまして，進捗に合わせて調整池を整備していこうというこ

とで，今計画を練っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ８番柴原成一君。 

○８番（柴原成一君） はい，わかりました。それからですね，下本郷区の方と何回か打ち合

わせを重ねているかとは思います。いろんな要求，要望が出ていると思うんですが，例えば断

面図が欲しいということの要望があったと思うんですが，それはまだもらってないということ

なんですが，要は中断して事業計画を見直すために出せなかったと，そういうことでよろしい

んでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） はい，お答えいたします。今，整備計画を見直ししておりま

す。どこからどういうふうに，どのぐらいずつ進めようかと。その辺が，大体の構想ができま

したら，地元住民の方と話し合っていきたいと，十分説明していきたいと考えております。 

○議長（佐藤幸明君） ８番柴原成一君。 

○８番（柴原成一君） ありがとうございます。それからですね，町長の答弁にありました上

水道の早期普及，なぜかといいますと，多分，前にも私も一般質問したんですが，井戸水は土
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壌汚染，要は硝酸態窒素，これがそろそろどの井戸にもあらわれてきて，もう飲用不適だ，乳

幼児が飲んだら害があるということになってますね。 

 ですから，どこの井戸水，うちも井戸水ですけど，井戸水はおいしい，うちの井戸水はいい

ぞという時代は終わったというふうに私は思ってます。そういうことですから，多分今日環境

課の方は来てませんけども，町内の井戸水検査をして，なおかつもうそろそろ危ないんだとい

うアピールもして，個人情報だから，多分どこどこの井戸はだめだとかいうふうな話はしない

んだと思うんですが，なるべく水道に切り替えてくださいというようなＰＲ，これを早急にし

ていただきたいというふうに思います。 

 都市整備部長，把握していらっしゃればで結構なんですが，阿見町内の井戸水の調査，何カ

所もあって，大体何カ所ぐらい不適であるということがわかれば。もしわからなかったら後で

結構ですけども，はい。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） はい，お答えいたします。今，柴原議員がおっしゃいました

ように，環境課，生活産業部のほうになります。都市整備部のほうでは水道水ですので，井戸

水については特に管理はしてございません。それで，下本郷地区につきましては，その井戸の

検査をやってる５カ所，井戸をお借りしてやってるわけですが，硝酸態窒素が出てる御家庭も

ございます。 

 環境課のほうに聞きますと，町内でも何カ所か硝酸態窒素が出てるということでございまし

て，議員御存じのように，これは化学肥料等ですね，それと畜産のふん尿そういうものが年々

しみ込んでいって，特に化学肥料につきましては，植物が吸収する以上に窒素分をやってしま

うと，それが残ってその窒素が酸化して硝酸性窒素・亜硝酸性窒素になるからだということで

認識しております。 

 ただ，これを飲むと議員おっしゃったように，特に赤ちゃんですね，内臓等がまだしっかり

できてないお子さんについては体に重大な影響があることも知られております。そういうこと

で，町長おっしゃるように水道の整備，これは幹線は平成32年までに町内全域に持っていくと

いうことで進めております。それに合わせて，その幹線が入ったとこの集落につきましては要

望の多い地区から順次整備をしていきます。 

 そういうことで，昨年も吉原の区画整理等，それから筑見区が一斉に町のほうに加入してい

ただきまして，収益が思ったより伸びてるということで，これを１年でも早く町内全域に水道

を普及させたいということで考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ８番柴原成一君。 
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○８番（柴原成一君） 先ほど答弁のちょっと再確認をしたいんですが，下本郷区の中道の幹

線工事は23年度にやる，今回の補正予算でも出てるんで，やることは想定してますけども，23

年度にやりますというお答えを聞きたいと思うんですが。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） はい，お答えいたします。今回の補正で，下本郷地区の通称

調整池側中道と言っているようですが，そこを今年度中に設計を予定しております。それで来

年度布設していきたいと。下本郷からシンワのほうに延びる幹線については，今年度と来年度

で県道に全部布設していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ８番柴原成一君。 

○８番（柴原成一君） あと，いろんな意見があるんですけども，ポイントだけちょっとお聞

きしたいと思いますが，例えば地区住民説明で調整池17メートル掘り下げるんだという話もあ

るんですが，その辺のところはいかがでしょうか。 

○議長（佐藤幸明君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。都市整備部長横田充新君。 

○都市整備部長（横田充新君） お答えします。住民の方にはちょっと誤解を与えた点がある

かと思います。それはお詫びしたいと思います。海抜何メートル，要するに土木工事につきま

してはそういう基準点がございまして，海抜何メートルで，一応設計等をしております。それ

で，海抜で説明したんですが，あの辺の地区は大体19メートルから21メートルぐらい高いとこ

ろであります。あそこのもともとの北古辺の田んぼですね，あれが19メートル程度で，ですか

ら海抜で言うと17メートル程度まで下げるということなんで，大体２メートルから３メートル

弱を掘削するということでございます。その辺，海抜で申し上げましたので誤解を生じたかと

思います。その点はお詫びしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ８番柴原成一君。 

○８番（柴原成一君） はい。全体的にね，下本郷区民からの要望をある程度のんでいただけ

たと思うんですが，一番心配してるのは，納得のいった答えを聞きたいということ，それから

始まってほしいということだと思うんです。ですから，今後とも上水道をまず早急に整備して

いただいた上で，地区住民との説明それから検討・研究，お互いに意見の交換をしながらです

ね，着工していい町をつくっていただきたいというふうに思います。 

 いろんな意見があります。ですから，それを真摯に受けとめて，今後とも対応していただけ

るよう要望して，質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（佐藤幸明君） これで，８番柴原成一君の質問を終わります。 
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 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    休会の件 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第２，休会の件を議題といたします。 

 議案調査の都合により，９月23日を休会にしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたしました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    散会の宣告 

 

○議長（佐藤幸明君） 以上で本日の日程はすべて終了しました。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

午前１１時４５分散会 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第  ４  号 

〔 ９ 月 24 日 〕 
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午前１０時００分開議 

○議長（佐藤幸明君） 皆さん，おはようございます。定刻になりましたので，ただいまから

本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は18名で，定足数に達しておりますので，会議は成立しました。 

 本日の議事については，お手元に配付しました日程表によって進めたいと思いますので，御

了承願います。 

 これより議事に入ります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第６３号 阿見町火災予防条例の一部改正について 

    議案第６４号 阿見町手数料徴収条例の一部改正について 

    議案第６５号 阿見町廃棄物処理条例の一部改正について 

 

○議長（佐藤幸明君） 日程第１，議案第63号，阿見町火災予防条例の一部改正について，議

案第64号，阿見町手数料徴収条例の一部改正について，議案第65号，阿見町廃棄物処理条例の

一部改正について，以上３件を一括議題といたします。 

 本案については，去る９月９日の本会議において，所管常任委員会に付託いたしましたが，

委員長より審査終了の報告を受けました。つきましては，委員長より審査の経過と結果の報告

を求めます。 

 初めに，総務常任委員会委員長川畑秀慈君，登壇願います。 

〔総務常任委員会委員長川畑秀慈君登壇〕 

○総務常任委員会委員長（川畑秀慈君） 皆さん，おはようございます。 

 それでは，命によりまして，総務常任委員会に付託されました議案につきまして，審査の経

過と結果について，会議規則第77条の規定により御報告申し上げます。 

 当委員会は９月10日午前10時に開会し，午前10時50分まで，慎重審議を行いました。出席議

員は全員の６名で，議案説明のため執行部より天田町長を初め関係職員13名，議会事務局２名

の出席をいただきました。 

 初めに，議案第63号，阿見町火災予防条例の一部改正について御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑なし。質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，

採決に入り，議案第63号，阿見町火災予防条例の一部改正については，全委員が賛成し，原案

どおり可決しました。 

 次に，議案第64号，阿見町手数料徴収条例の一部改正について御報告申し上げます。質疑を

許しましたところ，質疑なし。質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，採決に
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入り，議案第64号，阿見町手数料徴収条例の一部改正については，全委員が賛成し，原案どお

り可決しました。 

 当委員会の決定に対して，議員各位の御賛同をお願い申し上げ，委員長報告といたします。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，産業建設常任委員会委員長柴原成一君，登壇願います。 

〔産業建設常任委員会委員長柴原成一君登壇〕 

○産業建設常任委員会委員長（柴原成一君） 皆さん，おはようございます。 

 それでは，産業建設常任委員会に付託されました議案につきまして，審査の経過と結果につ

いて，会議規則第77条の規定により御報告いたします。 

 当委員会は９月14日午前10時から午後２時53分まで，審議を行いました。出席委員は６名で，

議案説明のため執行部より天田町長を初め関係職員13名，議会事務局２名の出席をいただきま

した。 

 まず，議案第65号，阿見町廃棄物処理条例の一部改正について。 

 質疑を許しましたところ，他市町村のごみがまざっていたというが，それは事業系のものか，

一般家庭から出たごみか。また，それを防止する具体策があれば説明していただきたいとの質

問があり，抜き打ち検査の結果，10台中１台の中から他市町村系のごみが見つかりました。土

浦市の袋，つくば市の袋，牛久市の袋が見つかりました。龍ケ崎の業者でした。すべての業者

に通知をし，今後同じようなことがあれば厳重に処すという通知を郵送しましたとの説明があ

りました。 

 また，廃棄物条例の一部改正の説明仕様の中で，変わった内容について説明をお願いしたい

という発言があり，改正前は別表ということで１つの表になっていましたが，第１表と第２表

に分けたものです。第１表は町が収集するもの，第２表は持ち込みごみを対象にした料金とい

うことで，わかりやすいように改正したものですとの説明がありました。 

 質疑を終結し，討論に入り，値上げについては反対との討論がありました。討論を終結し，

採決に入り，議案第65号，阿見町廃棄物処理条例の一部改正については，賛成者多数により，

原案どおり可決いたしました。 

 当委員会の決定に対し，各議員の御賛同をお願いいたします。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で委員長報告は終わりました。 

 これから討論に入ります。 

 討論を許します。 

 18番細田正幸君。 

○１８番（細田正幸君） 私は，議案第65号，阿見町廃棄物処理条例の一部改正について反対

討論をいたします。改正について，これは値上げの条例でございます。今まで家庭用のごみは
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50キログラムを超えるもの100円，それを今度150円にする。それから事業系一般廃棄物につい

ては150円を230円にすると。これは，それぞれ家庭用ごみで67％の値上げ，事業系で65％の値

上げになります。現在不況が全然回復しないという中で，家庭また事業系のごみを値上げする

ということについては問題だというふうに思いますので，反対をいたします。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） これをもって討論を終結いたします。 

 御異議がありますので，順次採決いたします。 

 初めに，議案第63号を採決します。 

 本案についての委員長報告は，原案可決であります。議案第63号は委員長報告のとおり可決

することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。 

 よって議案第63号は，原案どおり可決することに決しました。 

 次に，議案第64号を採決します。 

 本案についての委員長報告は，原案可決であります。議案第64号は委員長報告どおり可決す

ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。 

 よって議案第64号は，原案どおり可決することに決しました。 

 次に，議案第65号を採決します。 

 本案についての委員長報告は，原案可決であります。議案第65号は委員長報告どおり可決す

ることに御異議ございませんか。 

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議がありますので起立によって採決いたします。 

 本案を原案どおり可決することに賛成の諸君は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤幸明君） 起立多数であります。 

 よって議案第65号は，原案どおり可決することに決しました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第６６号 平成２２年度阿見町一般会計補正予算（第３号） 
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    議案第６７号 平成２２年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

    議案第６８号 平成２２年度阿見町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

    議案第６９号 平成２２年度阿見町老人保健特別会計補正予算（第１号） 

    議案第７０号 平成２２年度阿見町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

    議案第７１号 平成２２年度阿見町水道事業会計補正予算（第２号） 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第２，議案第66号，平成22年度阿見町一般会計補正予算

（第３号），議案第67号，平成22年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算（第２号），議案

第68号，平成22年度阿見町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号），議案第69号，平成22

年度阿見町老人保健特別会計補正予算（第１号），議案第70号，平成22年度阿見町介護保険特

別会計補正予算（第２号），議案第71号，平成22年度阿見町水道事業会計補正予算（第２号），

以上６件を一括議題といたします。 

 本案については，去る９月９日の本会議において，所管常任委員会に付託いたしましたが，

委員長より審査終了の報告を受けました。つきましては，委員長より審査の経過と結果の報告

を求めます。 

 初めに，総務常任委員会委員長川畑秀慈君，登壇願います。 

〔総務常任委員会委員長川畑秀慈君登壇〕 

○総務常任委員会委員長（川畑秀慈君） 先ほどに続きまして，御報告申し上げます。 

 議案第66号，平成22年度阿見町一般会計補正予算（第３号）うち，総務常任委員会所管事項

について御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑なし。質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，

採決に入り，議案第66号，平成22年度阿見町一般会計補正予算（第３号）うち，総務常任委員

会所管事項は，全委員が賛成し，原案どおり可決しました。 

 当委員会の決定に対して，議員各位の御賛同をお願い申し上げ，委員長報告といたします。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，民生教育常任委員会委員長浅野栄子君，登壇願います。 

〔民生教育常任委員会委員長浅野栄子君登壇〕 

○民生教育常任委員会委員長（浅野栄子君） 皆様，おはようございます。 

 ようやく猛暑も威力を落とし，秋風が漂ってまいりました。皆様におかれましては熱き議場

を制し，元気に御出席いただきましてありがとうございます。 

 それでは，命によりまして，民生教育常任委員会に付託されました議案につきまして，審査

の経過と結果について，会議規則第77条の規定により御報告申し上げます。 

 当委員会は去る９月13日午前10時に開会し，午後２時８分まで，慎重審議を行いました。出
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席委員は６名の全員参加でありました。佐藤議長の出席をいただき，議案説明のため執行部よ

り天田町長を初め関係職員22名，議会事務局から局長以下１名の出席をいただきました。つけ

加えまして，当日２名の傍聴者がございました。 

 初めに，議案第66号，平成22年度阿見町一般会計補正予算（第３号）うち，民生教育常任委

員会所管事項についての，審査の経過と結果につきまして御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑あり。１点目，収入印紙等購買基金の100万円増額について

の質問がありました。これに対し，この100万円の補正は21年６月に始まったパスポート事務

を取り扱うために設置した基金で，パスポートを受けるときに手数料として印紙と証紙で納め

るので，ワンストップでできるように町民課を販売所にして，その販売用の印紙を用意するた

め設定したものです。 

 当初１日６件，月120件を見込んで，10年のものは１万6,000円になるので200万の設定をし

たけれども，申請の多い月やパスポート以外で販売希望があり，金種がなく断ることもあった

ので金種のストックが必要ということで100万の増額になったという答弁がありました。 

 続いて２点目には，放課後子どもプラン事業について。コーディネーター，アドバイザーの

人数と内容についての質問がありました。これにつきましては，放課後子どもプラン事業の補

正内容については，人員についてコーディネーターが一人，アドバイザーが12名，補正につい

ては活動時間が14時から17時までという時間換算だったけれども，保護者の迎えが実態は17時

半になってしまう事情や，14時前の打ち合わせをするなど時間が大幅に超過することから，時

間超過分として23万6,000円の増額をしたということです。 

 また放課後子どもプラン学習アドバイザー報酬の80万3,000円の補正については，12名のう

ちアドバイザーは１日４人体制で臨んでいたけれども，当初，児童の予想を100名と想定しス

タートしたところ８月１日現在第一小学校が140名，舟島小学校が119名で，現在も微増してい

る状況であることや，想定した以上に子供たちの動きが激しいということで，１日４人体制で

あったものを５人体制に変えたということと，緊急雇用対策のほうから10分の10の補助を受け，

プランの事務補助として一人臨時職員を雇用するというのが補正の内容であるとの回答であり

ました。 

 その後，放課後児童クラブの６年生までの対応と放課後児童クラブと放課後子どもプランの

連携をしっかりと持って，よりよいものに進んでほしいとの要望がありました。 

 質疑を終結し，討論に入りましたが，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第66号，

平成22年度阿見町一般会計補正予算（第３号）うち，民生教育常任委員会所管事項は，全委員

が賛成し，原案どおり可決いたしました。 

 続きまして，議案第67号，平成22年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ
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いての，審査の経過と結果につきまして御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑なし。質疑を終結し，討論に入りましたが，討論なし。討論

を終結し，採決に入り，議案第67号，平成22年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）につきましては，全委員が賛成し，原案どおり可決いたしました。 

 続きまして，議案第69号，平成22年度阿見町老人保健特別会計補正予算（第１号）について

の審査の経過と結果について御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑なし。質疑を終結し，討論に入りましたが，討論なし。討論

を終結し，採決に入り，議案第69号，平成22年度阿見町老人保健特別会計補正予算（第１号）

については，全委員が賛成し，原案どおり可決いたしました。 

 続きまして，議案第70号，平成22年度阿見町介護保険特別会計補正予算（第２号）について

の審査の経過と結果について御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑なし。質疑を終結し，討論に入りましたが，討論なし。討論

を終結し，採決に入り，議案第70号，平成22年度阿見町介護保険特別会計補正予算（第２号）

につきましては，全委員が賛成し，原案どおり可決いたしました。 

 当委員会の決定に対し，議員各位の御賛同をお願い申し上げ，委員長報告とさせていただき

ます。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，産業建設常任委員会委員長柴原成一君，登壇願います。 

〔産業建設常任委員会委員長柴原成一君登壇〕 

○産業建設常任委員会委員長（柴原成一君） それでは，議案第66号，平成22年度阿見町一般

会計補正予算（第３号）のうち，産業建設常任委員会所管事項についての，審査経過と結果を

御報告いたします。 

 質問を許しましたところ，衛生費の清掃費の中でさくらクリーンセンター維持管理需用費，

施設等修繕費462万円上がっているが，決算の主要施策の成果及び予算執行実績報告書の中で

は霞クリーンセンター維持管理費が7,942万1,000円の減額，約20.8％の減になりましたとあり

ますが，今回のさくらクリーンセンターとの兼ね合いは何かあるのですかという質問があり，

さくらクリーンセンター内の水をろ過して処分する施設に補修が必要になったための補正で，

そちらとの兼ね合いはありませんとの答弁がありました。 

 また，商工振興事業プレミアム付商品券事業補助金の詳細について聞きたいという質問があ

り，プレミアム相当額300万円と事務費200万円，あわせて500万円を商工会に支援いたします。

時期は11月から２月を予定していますとの答弁がありました。 

 また土木費の道路橋梁維持補修事業の中の公有財産購入費162万6,000円，街路事業費で都市

計画道路中郷寺子線等整備事業公有財産購入費1,200万円とは何かとの質問があり，162万
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6,000円は阿見吉原東地区区画整理事業の造成に関連した町道の取りつけ部分です。また，

1,200万円は国からの交付金のうちデマンド交通のシステムを見直して減額になった部分を街

路事業に流用するということで，用地購入費に充てるということですとの答弁がありました。 

 質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第66号，平成22年

度阿見町一般会計補正予算（第３号）うち，産業建設常任委員会所管事項は，全員が賛成し，

原案どおり可決しました。 

 議案第68号，平成22年度阿見町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）につきまして，

申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑なし。質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，

採決に入り，議案第68号，平成22年度阿見町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）につ

きましては，全委員が賛成し，原案どおり可決いたしました。 

 次に，議案第71号，平成22年度阿見町水道事業会計補正予算（第２号）について，審査の経

過と結果について御報告申し上げます。 

 質疑を許したところ，委託料の追原浄水場耐震診断717万円，下本郷区設計業務866万4,000

円は何かとの質問があり，青い給水塔のあるところが追原浄水場で，県の開発公社から譲り受

けたところです。55年度以前の建物で耐震診断が必要となっています。また，下本郷地区内の

設計業務は下本郷区から早期整備の要望がありましたので，設計を行うということで予算を計

上しましたとの答弁がありました。 

 質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第71号，平成22年

度阿見町水道事業会計補正予算（第２号）は，全委員が賛成し，原案どおり可決しました。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で委員長報告は終わりました。 

 これから討論に入ります。 

 討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 討論なしと認めます。 

 これより採決いたします。 

 議案第66号から議案第71号までの６件についての委員長報告は，原案可決であります。本案

６件は委員長報告のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。 

 よって議案第66号から議案第71号までの６件は，原案どおり可決することに決しました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  
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    議案第７２号 平成２１年度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第３，議案第72号平成21年度阿見町一般会計歳入歳出決算

認定についてを議題といたします。 

 本案については，去る９月９日の本会議において，所管常任委員会に付託いたしましたが，

委員長より審査終了の報告を受けました。つきましては，委員長より審査の経過と結果の報告

を求めます。 

 初めに，総務常任委員会委員長川畑秀慈君，登壇願います。 

〔総務常任委員会委員長川畑秀慈君登壇〕 

○総務常任委員会委員長（川畑秀慈君） 先ほどに引き続きまして，御報告申し上げます。 

 議案第72号，平成21年度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について，うち総務常任委員会所

管事項について御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，公用車の維持管理費6,469万8,000円というのがあるが，修理修繕

代はリース代に含まれているのか，また公用車は全部で何台を保有しているのかという問いに

対して，修理代はリース代に含まれています。公用車は約130台所有していますとの答弁があ

りました。 

 次に，修理代がリース代に含まれているにもかかわらず公用車の修繕費というのが出ている

がなぜかという問いに対して，公用車については全部がリースではなく，リースから直接町所

有の方向に移行しつつあります。車検のときに修繕箇所が出てくる場合，町で所有している車

については修繕費が出てきます。それと通常使用してる中で修繕が必要になった場合の修繕費

ですと答弁がありました。 

 続いて，フラワーコリドール事業はどういう事業か，また210万円かかっているのはなぜか

という問いに対して，大室の元ストックヤード跡地で展開している事業です。当初県の補助事

業でやっていたものを町が単独で継続しているもので，地権者の組合に菜の花の栽培を委託す

る経費です。１平米当たり30円掛ける有効面積が７ヘクタールですので210万円になりますと

答弁がありました。 

 次に，消防費の決算額で9,670万円が少なくなっているがなぜかという問いに対して，１項

１目が常備消防事業費で5,500万，２目の非常備消防で約200万，３目の施設費で3,970万にな

ります。その常備消防費の5,500万の内訳ですが，職員給与関係で2,100万，これは３人の方が

退職し，新採用の３人の差額です。期末勤勉手当，扶養手当，退職手当等の負担金で1,630万，

共済費で負担率の改定により290万ほど増えたが，これを計算すると約5,500万になります。そ

のほかに公用車の維持管理費があります。これが2,570万，はしご車のオーバーホールで皆減
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になります。常備消防事業費400万ありますが，これはインフルエンザが発生したため，その

ときの対応分が削減ではなく皆減になります。あわせて5,500万です。 

 ２目の非常備消防の200万は消防団員６名の退職で，その分が200万円ほど減っています。３

目の施設費3,970万は８トン車の水槽車の購入分の皆減で，合計9,600万になりますと答弁があ

りました。 

 質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第72号，平成21年

度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について，うち総務常任委員会所管事項については，全委

員が賛成し，原案どおり認定いたしました。 

 当委員会の決定に対して，議員各位の御賛同をお願い申し上げ，委員長報告といたします。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，民生教育常任委員会委員長浅野栄子君，登壇願います。 

〔民生教育常任委員会委員長浅野栄子君登壇〕 

○民生教育常任委員会委員長（浅野栄子君） 先ほどに引き続き，御報告申し上げます。 

 議案第72号，平成21年度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について，うち民生教育常任委員

会所管事項についての審査の経過と結果につきまして御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑あり。１点目，決算意見書の中の繰出金について，監査の意

見書として引き続き特別会計引出金の抑制への取り組みをお願いしたいと毎年書かれておりま

す。国保や介護保険へ繰入金として運用されているが，抑制への取り組みはしているのかとい

う質問がありました。 

 それに対し，まず国保の特別会計においては，一般会計で負担するものとして保険税の軽減

分，保険基盤安定分は低所得者分の保険税の軽減額があり，それの町負担分と国庫あるいは県

のほうからも負担分が入るのを一般会計で合わせて特別会計のほうへ支出することなので，こ

の部分については削減できないことになっていると言いました。 

 また職員給与費等も事務費や給与関係は一般会計でするようにというような国の方針がある

ので，これも削減はできないと。出産育児一時金の出産費用は３分の２を一般会計で負担する

ことになっているので，こちらも削減はできないと。またマル福制度によって医療費が増大す

ることが実証されているので，その波及増分として繰り入れを行っているということです。 

 そのほか保健衛生費として衛生普及費，人間ドック等疾病予防費あるいは特定健康診査に係

る事業費等を繰り出しているので，国保に関しては削減は実際にはできないとの答弁でした。 

 介護保険については，介護保険の給付適正化事業という形で利用者が適正に利用しているか

チェックをすることと，介護保険をどのぐらい使っているかを通知するということで，明確な

抑制ではないが，この２点を行っているという答えでした。 

 これに対して，本当に抑制に努力すべきことはないのかという質問があり，それに対して高
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齢者の増加，そして要介護者の増加も予想されるので，ある程度給付の抑制に努めていきたい

と考えているとの答えがありました。 

 次に，給食センター整備事業がＰＦＩの形で事業化をするという説明があったが，このメリ

ット・デメリットはということで，ＦＢＩとは……。ＦＢＩじゃない，済みません。ＰＦＩで

ございます。ＰＦＩとはプライベート・ファイナンス・イニシアティブ――素敵な発音ではあ

りませんが――この頭をとってＰＦＩであります。これは，公共施設等の建設・維持管理・運

営等を民間の資金，経営能力及び技術的な能力を活用して行う新しい手法であると。 

 ２つ目には民間資金等の活用による公共施設等の整備促進に関する法律，ＰＦＩ法に基づき

実施するというのがＰＦＩであります。 

 この質問に対して，まず予算面，お金のシミュレーションをしたとき8,800万安くなるとメ

リットがある。実際のところ55億から56億の仕事なので，２％か１％お金なのだが，町は損は

しないということだったが，一番大きいのは年度当初の費用が何億円もで，この場合ＰＦＩの

ほうが初期費用23年，24年，25年でかかる費用が４億ぐらい抑制できると。頭出し建設費の後

払いになるので，事業の頭出しがしやすいということで，町の財政事情をかんがみてＰＦＩ事

業のほうで進めるという説明をしたという答弁でしたが，この事業については22日の全員協議

会で事業計画の見直しについて説明させていただきたいということで，この質問はここで終了

いたしました。 

 続いて，予科練平和記念館の開館以来の入場者数，また現状についての質問がありました。 

 予科練平和記念館入場者は，８月３日に５万人を達成し，８月末には５万8,000人を超えた

ということです。館内の販売の状況は，「阿見と予科練」が107冊，「予科練物語」が495冊，

「続阿見と予科練」が76冊，ガイドブックが415冊，あわせて計952冊，金額的には65万2,600

円が売り上げで，お土産の予科練まんじゅうというほうは把握できていないということです。

入場者は８月末で町内が9.8％，県内54.7％，県外35.5％となっているという答弁でございま

した。 

 続いて，この予科練平和記念館が教育委員会所管なので，教育的施設になってしまって，入

場者を増やすとかの努力をしないで，平和の発信をすればよいという感覚になってしまわない

かと思う。１つの観光施設として１年間にかかる6,500万に見合うような入場者を確保しよう

とする考えが薄れてしまうのではないかという意見がありました。 

 それに対して，確かに教育委員会として平和とか教育とかでやっていくのだが，当然，これ

からの町の振興に活かしていきたい。今年当たりは目標10万人という形で，10万人を下らない

ような施策，それはホームページ，各高速道路のパーキングエリア，旅行会社との契約とか，

町の振興の１つの核として商工観光課と連携してやっていきますという答弁がありました。 
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 続いて，町民運動会交付金について。町民運動会中止・廃止という声が聞かれているが，町

民運動会の今後の方向について確認したいという質問がありました。 

 これに対して，町民運動会は中学校単位に地域の皆さんと地域のコミュニティーをつくって

いただくということで，それから全体の健康増進ということで，町では今後も継続的にむしろ

盛大に進めていきたいという考えであることを言いました。交付金については，基準額を80万

とし，あとは行政区の比率と人口比率をもって交付しているという答弁がありました。 

 続いて，平和記念式典派遣事業51万5,900円の内容についての質問がありました。 

 それについて，広島の原爆記念日に向けて昨年度より中学生を派遣している事業で，２泊３

日で平和記念式典に参列し，平和・命の尊さなど勉強してくるそうです。各中学校２名ずつ，

引率各中学校１名ずつ，教育委員会から１名参加しているという答弁でした。 

 続いて，舟島ふれあいセンター事業の中に，予備費より流用，委託料を需用費に充て，結局

183万1,000円増えたという，これは何かという質問がありました。 

 このことにつきまして，君原公民館の茶室のシロアリ駆除と，隣の図書館の外の浄化槽のふ

たの修繕と灯油タンクの清掃をしたことと，舟島ふれあいセンターの火災時の排煙オペレータ

ー交換と浄化槽の汚水ポンプの交換と外の入り口にあるマンホール回りの補修に使用したと答

弁がありました。 

 続きまして，各小中学校の体育館の使用について，使用する側として，毎月毎月生涯学習課

に行って印鑑をもらわなければ使用できないのはいろいろと不便な利用状況で，報告などもフ

ァクスで送ってでも町民サービスになるんじゃないか，もう少し簡略化できないのかという質

問がありました。 

 そのことについて，学校開放の体育館は延べ人数で７万8,000人の利用があり，校庭につい

ては２万9,000人と，数多くの人が利用していて，事実上飽和状態に近い状態であると。学校

開放の基本的な大前提として，学校外活動にあいている時間をどうぞ活用くださいという趣旨

で，学校開放しているので，学校側の行事の関係でいすを並べたりすることもあり，申請時，

今月はこの日は使用できなくなったとか，夏休みに子供会育成会の練習が入っているので調整

しますとして，そのようなこともあるので，月に一度は教育委員会へ来ていただいている状態

であると，そういうことです。 

 そしてまた，ファクスという話がありましたが，ファクスのあるなしの環境もあると思うの

で，申請の簡略化については考えていきたいと思っているとの答弁がありました。 

 質疑を終結し，討論に入りましたが，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第72号，

平成21年度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について，うち民生教育常任委員会所管事項につ

きましては，全委員が賛成し，原案どおり認定いたしました。 
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 当委員会の決定に対し，議員各位の御賛同をお願い申し上げ，委員長報告といたします。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，産業建設常任委員会委員長柴原成一君，登壇願います。 

〔産業建設常任委員会委員長柴原成一君登壇〕 

○産業建設常任委員会委員長（柴原成一君） それでは，議案第72号，平成21年度阿見町一般

会計歳入歳出決算認定について，うち産業建設常任委員会所管事項の審査の経過と結果を御報

告申し上げます。 

 質疑を許したところ，塵芥処理費の施設技術管理委託料1,638万円はとの質問があり，これ

は平成19年に議会から提言をいただいた管理者を置くべきであるということで，21年度から配

置している技術管理者への委託料ですとの答弁がありました。 

 また土木費の景観整備事業景観形成ガイドライン委託料189万円についてと町民の森奨励金

109万4,000円の説明を求めるとの発言があり，現在は路線ごとにばらばらになっているガイド

ラインを全部まとめて作成するために委託するものです。また町民の森奨励金は，土地を提供

していただいている方に奨励金として平米60円を支払っているものです。若栗で9,431平米，

中央で１万625平米ですとの答弁がありました。 

 また鳥獣駆除事業費の3,000円は何かとの質問があり，猟友会が行うパトロールの日当です

との答弁がありました。 

 また，農林水産費の農業集落排水事業特別会計繰出金ですが，毎年増加していくと採算が取

れなくなるのではないか，今後対策を考えているのかとの質問に対し，町の繰出金が増えると

いうのは非常にまずいので，今後十分検討していきたいとの答弁がありました。 

 質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第72号，平成21年

度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について，うち産業建設常任委員会所管事項は，全委員が

賛成し，原案どおり可決しました。 

 当委員会の決定に対し，議員各位の賛同をお願いし，報告といたします。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で委員長報告は終わりました。 

 これから討論に入ります。 

 討論を許します。 

○１８番（細田正幸君） 私は，議案第72号，平成21年度阿見町一般会計歳入歳出決算認定に

ついて反対討論をいたします。 

 一般会計から私はいつも国保会計に値下げをするために援助をしろということを言っており

ます。国保会計の値下げについては全然考慮をされていない。また，昨年１年霞ヶ浦湖岸整備

事業についていろいろ提案してきましたけれども，何ら取り上げられておりません。また，そ

の中で特に前進面は霞クリーンセンターで施設管理委託料ということで，１名専門家を雇って
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おります。そのために今後の補修の予算ですね，それが大幅に減額になったという前進面はあ

りますけれども，前の２点について私は不十分だというふうに思っておりますので，反対をい

たします。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 議案第72号ついての委員長報告は，原案認定であります。本案は，委員長報告どおり認定す

ることに御異議ございませんか。 

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議がありますので，起立によって採決いたします。 

 本案を原案どおり認定することに賛成の諸君は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤幸明君） 起立多数であります。 

 よって議案第72号は，原案どおり認定することに決しました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第７３号 平成２１年度阿見町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

    議案第７４号 平成２１年度阿見町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

    議案第７５号 平成２１年度阿見町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 

    議案第７６号 平成２１年度阿見町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

    議案第７７号 平成２１年度阿見町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

    議案第７８号 平成２１年度阿見町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

    議案第７９号 平成２１年度阿見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

    議案第８０号 平成２１年度阿見町水道事業会計決算認定について 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第４，議案第73号，平成21年度阿見町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算認定について，議案第74号，平成21年度阿見町公共下水道事業特別会計歳入歳
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出決算認定について，議案第75号，平成21年度阿見町老人保健特別会計歳入歳出決算認定につ

いて，議案第76号，平成21年度阿見町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について，

議案第77号 ，平成21年度阿見町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について，議案

第78号，平成21年度阿見町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について，議案第79号，平成21

年度阿見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について，議案第80号，平成21年度阿見

町水道事業会計決算認定について，以上８件を一括議題といたします。 

 本案については，去る９月９日の本会議において，所管常任委員会に付託いたしましたが，

委員長より審査終了の報告を受けました。つきましては，委員長より審査の経過と結果の報告

を求めます。 

○議長（佐藤幸明君） 初めに，民生教育常任委員会委員長浅野栄子君，登壇願います。 

〔民生教育常任委員会委員長浅野栄子君登壇〕 

○民生教育常任委員会委員長（浅野栄子君） 先ほどに引き続き，御報告申し上げます。議案

第73号，平成21年度阿見町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についての審査の経過と結

果につきまして御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑あり。１つ，国保の歳入の概要で，短期被保険者証交付世帯

数と資格証明書交付世帯数の前年度対比の件数についての説明をお願いしたいという質問があ

りました。 

 これに対し，平成21年度が969件あり平成20年度の前年度は915件の短期被保険者証交付世帯

数で，資格証明書は平成21年度が193件，平成20年度は208件となっているとの回答がありまし

た。この件は引き続いて，国民健康保険税の収入歩合が65.4％になったということで，前年度

比で3.1％改善しているとあるが，国保税の収入歩合が上がるのはいいことだが，915件が969

件と増えたことで収入歩合が上がってきた点との兼ね合いはどのように考えるのかという質問

です。 

 これに対して，資格証明書が208件から193件と減ったが，減ったほうは資格証明書はあくま

で悪徳滞納者ということで，全く納付意識のない人に対して資格証明書を発行している。これ

が減ったということは，当然資格証明書から短期被保険者証に移行したものと考えられる。短

期被保険者証は，50件弱増えているけれども，景気低迷ということで，所得的にも落ちている

人が増えて，年内完納または停滞繰越分も完納できない人が多くなっているように感じるが，

分納で納めている人もいるので，６カ月，３カ月という期間で短期被保険者証を交付している

という答弁でした。 

 続いて，ジェネリック医薬品の使用促進・普及についての質問がありました。このことにつ

きましては，町としても利用促進を図るという回答がありました。これにつきましては，ほか
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の医院から薬局に行き，阿見町とわかるとジェネリックじゃなくていいんですかと聞かれ，阿

見町はジェネリックに対し一生懸命やっているんだと感じたという意見が出ました。 

 質疑を終結し，討論に入りましたが，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第73号，

平成21年度阿見町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につきましては，全委員が賛成し，

原案どおり認定いたしました。 

 続きまして，議案第75号，平成21年度阿見町老人保健特別会計歳入歳出決算認定についての

審査の経過と結果につきまして御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑なし。質疑を終結し討論に入り，討論なし。討論を終結し，

採決に入り，議案第75号，平成21年度阿見町老人保健特別会計歳入歳出決算認定につきまして

は，全委員が賛成し，原案どおり認定いたしました。 

 続きまして，議案第78号，平成21年度阿見町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につきまし

て，審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑あり。介護保険不納欠損額498万4,400円と収入未済額1,600

万近くあるが，この理由は何かという質問がありました。 

 それに対して，不納欠損の498万4,400円は介護保険の場合は時効のほうが２年となっている

ので時効を超えてしまったもので，収入未済のほうは，そのまま翌年度へ繰り越しされたもの

であるとの回答がありました。 

 質疑を終結し討論に入り，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第78号，平成21年度

阿見町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につきましては，全委員が賛成し，原案どおり認定

いたしました。 

 続きまして，議案第79号 ，平成21年度阿見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて。質疑を許しましたところ，質疑なし。質疑を終結し討論に入り，討論なし。討論を終

結し，採決に入り，議案第79号，平成21年度阿見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

につきましては，全委員が賛成し，原案どおり認定いたしました。 

 当委員会の決定に対し，各議員の御賛同をお願い申し上げ，委員長報告とさせていただきま

す。 

○議長（佐藤幸明君） 次に，産業建設常任委員会委員長柴原成一君，登壇願います。 

〔産業建設常任委員会委員長柴原成一君登壇〕 

○産業建設常任委員会委員長（柴原成一君） 議案第74号，平成21年度阿見町公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算認定についての，審査の経過と結果を御報告いたします。 

 質問を許したところ，下水道料金の徴収については，水道料金との兼ね合いでどんなふうに

具体的に仕事が進んでいるのでしょうかとの質問があり，下水道料金と水道料金の１本の徴収
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で，0.3％収納率が上がっていますとの答弁がありました。 

 質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第74号，平成21年

度阿見町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定については，全委員が賛成し，原案どおり

可決しました。 

 続きまして，議案第76号，平成21年度阿見町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて。質疑を許したところ，保留地の販売の方法について，どのように考えているのかとの

質問があり，土地の値段についても動向を見ながら，随時見直しながらやっていきたい。また，

民間を活用した方法もないかなと考えています。例えば一括で業者を選びまして，公募すると

かの方法も考えながらやっていきたいと思っていますとの答弁がありました。 

 質疑を終結し討論に入り，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第76号，平成21年度

阿見町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定については，全委員が賛成し，原案どおり

認定しました。 

 続きまして，議案第77号，平成21年度阿見町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて。質疑を許したところ，農業集落排水事業を阿見町ではどのように展開していくのかと

の質問があり，費用対効果があるか考えて，将来的には農業集落排水事業はやめていかなけれ

ばならないと考えていますと天田町長より答弁がありました。 

 質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第77号，平成21年

度阿見町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定については，全員が賛成し，原案どおり

認定しました。 

 続きまして，議案第80号，平成21年度阿見町水道事業会計決算認定について。質疑を許した

ところ，水道事業の推進について長期的にどのように考えているのかという質問があり，費用

対効果については農村部において厳しい面もあるが，水は命にかかわる問題なので，積極的に

推進していきたいと天田町長より答弁がありました。 

 質疑を終結し，討論に入り，水道事業には改善すべき点があり，水道料金を値下げするべき

であるという観点から反対しますとの反対討論がありました。 

 討論を終結し，採決に入り，議案第80号，平成21年度阿見町水道事業会計決算認定について

は，賛成者多数により，原案どおり認定しました。 

 当委員会の決定に対し，議員各位の御賛同をお願いし，御報告といたします。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で委員長報告は終わりました。 

 これより討論に入ります。 

 討論を許します。 

 18番細田正幸君。 
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○１８番（細田正幸君） 私は３件について，反対討論をいたします。 

 １件目は，議案第73号，平成21年度阿見町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

でございます。国保会計については収納率も悪いわけですけれども，これは国保税そのものが

高いということに大きな原因があるというふうに思っております。決算の状況を見ても，今委

員長の報告の中で短期保険証それから資格証明書交付世帯数の発表がありましたけれども，こ

れを考えてみますると，世帯数7,582世帯について，いわゆる滞納をしてて短期保険証と資格

証明書交付世帯数合計しますと，1,162件になります。これは7,582世帯のうち15％の人が滞納

して，いわゆる保険証，正規の保険証をもらえないという事態になっているというふうに思い

ます。 

 アンケート調査でも，国保会計は高過ぎると，値下げをしてもらいたいという要望が圧倒的

に多い状態になっております。そういう点について，値下げの検討がされてないということに

ついて問題だということで反対をしたいと思います。 

 それから議案第79号，平成21年度阿見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

反対をいたします。 

 後期高齢者医療制度については，不満が，差別医療だということで国民の不安が高まりまし

て，民主党政権で廃止という方向を出しましたけれども，いまだ先送りになって廃止になって

おりません。で，後期高齢者医療の現況ですけれども９月16日に社会保険庁の調べで，いわゆ

る後期高齢者の短期保険証発行件数が全国的に発表されております。 

 これは47のうち41都道府県で３万2,961件があったというふうに報告されております。その

うち茨城県は1,496件で，例えば東京――茨城県より３倍，４倍ぐらい人口が多いとこでも―

―1,407人。そういうことを考えると茨城県の短期保険証発行件数は群を抜いて高いというふ

うになっております。 

 これは，いわゆる75歳以上の所得のない人に，この保険制度を行い，そして保険料をとって

いると。所得のない人からとるということで，保険料を払えない高齢者が増えているという現

実があります。こういう状況は直ちにやめるべきだというふうに思います。したがって，この

特別会計について反対をしたいと思います。 

 最後に平成……。失礼しました。第80号，平成21年度阿見町水道事業会計決算認定について

でございます。水道会計については，監査意見書でもいわゆる積立金が11億2,000万もあると。

この点については考慮すべきだという意見書も出されております。これは水道事業全体の予算，

歳入８億8,000万と比べてみても１年分以上の金を積み立てていると。 

 で，その中では当然町長が言っている農村部への幹線の工事費も21年度は２億2,000万支出

してるわけですけれども，それを支出してでも１億円からの利益を上げていると。これは当然，
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水道事業会計については，私は取り過ぎだというふうに思っておりますので，値下げできる可

能性はあるというふうに思っております。 

 そういう点で，土浦並みにせめて制度を変えて，10立方基本ということを最低料金あります

けれども，それを１立方からの料金制度にすれば水の節約にもなりますし，値下げできるとい

うふうに思いますので，改善する必要があるということで反対をいたします。 

 以上です。 

○議長（佐藤幸明君） ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 反対討論がありますので，順次採決いたします。 

 初めに，議案第73号を採決します。本案についての委員長報告は，原案認定であります。議

案第73号は，委員長報告どおり認定することに御異議ございませんか。 

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議がありますので，起立によって採決いたします。 

 本案を原案どおり認定することに賛成の諸君は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤幸明君） 起立多数であります。 

 よって議案第73号は，原案どおり認定することに決しました。 

 次に議案第74号を採決します。本案についての委員長報告は，原案認定であります。議案第

74号は，委員長報告どおり認定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。 

 よって議案第74号は，原案どおり認定することに決しました。 

 次に，議案第75号を採決します。本案についての委員長報告は，原案認定であります。議案

第75号は，委員長報告どおり認定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。 

 よって議案第75号は，原案どおり認定することに決しました。 

 次に，議案第76号を採決します。本案についての委員長報告は，原案認定であります。議案

第76号は，委員長報告どおり認定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。 

 よって議案第76号は，原案どおり認定することに決しました。 

 次に，議案第77号を採決します。本案についての委員長報告は，原案認定であります。議案

第77号は，委員長報告どおり認定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。 

 よって議案第77号は，原案どおり認定することに決しました。 

 次に，議案第78号を採決します。本案についての委員長報告は，原案認定であります。議案

第78号は，委員長報告どおり認定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。 

 よって議案第78号は，原案どおり認定することに決しました。 

 次に，議案第79号を採決します。本案についての委員長報告は，原案認定であります。議案

第79号は，委員長報告どおり認定することに御異議ございませんか。 

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議がありますので，起立によって採決いたします。 

 本案を原案どおり認定することに賛成の諸君は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤幸明君） 起立多数であります。 

 よって議案第79号は，原案どおり認定することに決しました。 

 次に，議案第80号を採決します。本案についての委員長報告は，原案認定であります。議案

第80号は，委員長報告どおり認定することに御異議ございませんか。 

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議がありますので，起立によって採決いたします。 

 本案を原案どおり認定することに賛成の諸君は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤幸明君） 起立多数であります。 

 よって議案第80号は，原案どおり認定することに決しました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第８１号 平成２１年度土浦石岡地方社会教育センター一部事務組合会計歳入歳

出決算の認定について 
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○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第５，議案第81号，平成21年度土浦石岡地方社会教育セン

ター一部事務組合会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。 

 本案については，去る９月９日の本会議において，所管常任委員会に付託いたしましたが，

委員長より審査終了の報告を受けました。つきましては，委員長より審査の経過と結果の報告

を求めます。 

 民生教育常任委員会委員長浅野栄子君，登壇願います。 

〔民生教育常任委員会委員長浅野栄子君登壇〕 

○民生教育常任委員会委員長（浅野栄子君） 先ほどに引き続き御報告申し上げます。 

 議案第81号，平成21年度土浦石岡地方社会教育センター一部事務組合会計歳入歳出決算の認

定について審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 質疑を許しましたところ，質疑なし。質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，

採決に入り，議案第81号，平成21年度土浦石岡地方社会教育センター一部事務組合会計歳入歳

出決算の認定につきましては，全委員が賛成し，原案どおり認定いたしました。 

 なお，今年３月31日をもって土浦石岡地方社会教育センター一部事務組合は解散しておりま

す。 

 当委員会の決定に対し，議員各位の御賛同をお願い申し上げ，委員長報告とさせていただき

ます。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で委員長報告は終わりました。 

 これより討論に入ります。 

 討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

 これより採決いたします。 

 議案第81号についての委員長報告は，原案認定であります。本案は，委員長報告どおり認定

することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。よって議案第81号は，原案どおり認定するこ

とに決しました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議案第８２号 農業集落排水資源循環統合補助事業実穀上長地区処理施設機会電気設

備工事請負契約について 
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○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第６，議案第82号，農業集落排水資源循環統合補助事業実

穀上長地区処理施設機械電気設備工事請負契約についてを議題といたします。 

 本案については，去る９月９日の本会議において，所管常任委員会に付託いたしましたが，

委員長より審査終了の報告を受けました。つきましては，委員長より審査の経過と結果の報告

を求めます。 

 産業建設常任委員会委員長柴原成一君，登壇願います。 

〔産業建設常任委員会委員長柴原成一君登壇〕 

○産業建設常任委員会委員長（柴原成一君） では，議案第82号，農業集落排水資源循環統合

補助事業実穀上長地区処理施設機械電気設備工事請負契約について，審査の結果を御報告いた

します。 

 質疑を許したところ，工事の現在の進捗状況，これから何の工事が出てくるのかとの質問が

あり，管路工事の進捗状況は，平成21年度末現在でトータルで１万2,480.15メートル完了です。

全体の90.42％が管路施設の工事完了となっております。これからは管路工事の残り，汚水処

理施設の外構工事を予定しておりますとの答弁がありました。 

 また予定価格と落札価格の差額が余りにも大きいが，予定価格の積算の見方を考えたほうが

いいんじゃないか，この差額に対してはどのように考えているのかとの質問に対し，予定価格

につきましては，設計を土地改良団体連合会に委託し，設計額を出しているが，土地改良団体

連合会とも話をし，その辺は研究をしてみたいとの答弁がありました。 

 質疑を終結し，討論に入り，討論なし。討論を終結し，採決に入り，議案第82号，農業集落

排水資源循環統合補助事業実穀上長地区処理施設機械電気設備工事請負契約については，全委

員が賛成し，原案どおり可決しました。 

 当委員会の決定に対し，議員各位の御賛同をお願いし，御報告といたします。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で委員長報告は終わりました。 

 これより討論に入ります。 

 討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

 これより採決いたします。 

 議案第82号についての委員長報告は，原案可決であります。本案は，委員長報告どおり可決

することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。 
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 よって議案第82号は，原案どおり可決することに決しました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    請願第１号 土地改良事業関連予算の確保に関する請願書 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第７，請願第１号 土地改良事業関連予算の確保に関する

請願書を議題といたします。 

 本案については，去る９月９日の本会議において所管常任委員会に付託いたしましたが，委

員長より審査終了の報告を受けました。つきましては，委員長より審査の経過と結果の報告を

求めます。 

 産業建設常任委員会委員長柴原成一君，登壇願います。 

〔産業建設常任委員会委員長柴原成一君登壇〕 

○産業建設常任委員会委員長（柴原成一君） それでは，請願第１号，土地改良事業関連予算

の確保に関する請願書の審査の結果を御報告いたします。 

 まず紹介議員の諏訪原実議員より説明を求めました。 

 質問を許し，質問なし。討論に入り，討論なし。討論を終結し，採決に入り，請願第１号，

土地改良事業関連予算の確保に関する請願書は，全委員が賛成し，原案どおり採択しました。 

 当委員会の決定に対して，議員各位の御賛同をお願いし，委員長の報告といたします。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で委員長報告は終わりました。 

 これから討論に入ります。 

 討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

 これより採決いたします。 

 請願第１号についての委員長報告は，採択であります。本案は，委員長報告どおり採択する

ことに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。 

 よっては，請願第１号は，委員長報告どおり採択することに決しました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    意見書案第１号 土地改良事業関連予算の確保を求める意見書（案） 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第８，意見書案第１号，土地改良事業関連予算の確保を求
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める意見書（案）を議題といたします。 

 本案に対する趣旨説明を求めます。８番柴原成一君登壇願います。 

〔８番柴原成一君登壇〕 

○８番（柴原成一君） それでは意見書の趣旨説明を。 

 土地改良事業関連予算の確保を求める意見書（案）の朗読をもって説明にかえさせていただ

きます。 

 土地改良事業関連予算の確保を求める意見書（案）。 

 政府は平成22年度予算で，米戸別所得補償モデル事業と水田利活用・自給力向上事業を導入

するとしているが，土地改良事業費の大幅削減を初めとして，農村現場では大きな混乱を招い

ている。 

 これまで政府が推進してきた担い手農家や集落営農の位置づけ，23年度本格導入に向けての

安定財源，貸しはがしにより農地集積が進まないこと，米の過剰対策や米価下落対策が講じら

れていないこと，全国一律単価では地域の産地形成が進まないこと，米以外の果樹・野菜，畜

産・酪農が置き去りにされていることなど，多様な農業の展開を阻害し，地域の元気が失われ

ることへの強い懸念がある。特に今回の農政転換に当たって，地方の農村現場の意見を事前に

聞くことなく，拙速に制度設計が進められたことが大きな混乱の原因となっている。 

 よって，国会及び政府においては，下記の点に十分留意し，生産性の高い競争力に富んだ農

家の育成を進める施策の充実を行うよう強く求めるものである。 

記 

 １ 食糧・農業・農村基本計画の策定に当たっては，生産性の高い担い手農家や集落営農を

推進すべき施策として明確に位置づけるとともに，農地集積の加速化，農家所得の向上

に配慮すること。 

 ２ 米戸別所得補償モデル事業では，米余りと米価下落を招く懸念があることから，しっか

りとした出口対策を講じるとともに，米の消費拡大に努めること。 

 ３ 全国で多様な農業が展開されていることから，水田利活用・自給力向上事業では，全国

一律単価ではなく，地域主催の理念に沿った地域の話し合いで決める方式を基本とする

こと。 

 ４ 大幅な削減となった農業農村整備事業については，予算の復元により，現在進められて

いる事業や今後新たに取り組む事業が計画通り実施できるようにすること。 

 以上，地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 平成22年９月24日。茨城県阿見町議会議長佐藤幸明。 

 失礼しました。 
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 提出者，難波千香子，細田正幸，大野孝志，吉田憲市，平岡博。 

 意見書の提出先，衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣，財務大臣，農林水産大臣，内閣

官房長官。 

 以上であります。 

○議長（佐藤幸明君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております意見書案第１号については，会議規則第

39条第２項の規定により委員会の付託を省略することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたしました。 

 これより討論に入ります。 

 討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 意見書案第１号については，原案どおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認めます。 

 よって意見書案第１号は，原案どおり可決することに決しました。 

 案文の「案」の文字の削除をもって，可決された意見書の配付といたします。「案」の文字

の削除を願います。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議員派遣の件 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第９，議員派遣の件を議題といたします。 

 本件は地方自治法第100条第13項及び阿見町議会会議規則第121条の規程により，別紙のとお

り議員を派遣しようとするものです。 

 お諮りします。本件に御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたしました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    議会運営委員会及び常任委員会並びに特別委員会の閉会中における所管事務調査につ

いて 

 

○議長（佐藤幸明君） 次に，日程第10，議会運営委員会及び常任委員会並びに特別委員会の

閉会中における所管事務調査の件を議題といたします。 

 議会運営委員会委員長及び各常任委員会委員長，並びに特別委員会委員長から閉会中におけ

る所管事務調査の申し出があります。 

 お諮りします。本件について御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤幸明君） 御異議なしと認め，さよう決定いたしました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    閉会の宣告 

 

○議長（佐藤幸明君） 議員各位には終始熱心に審議を尽くされ，ここにそのすべてを議了し，

滞りなく閉会の運びとなりました。議員各位並びに町長初め執行部各位の御協力に深く感謝を

申し上げますとともに，この上とも御自愛，御健康を御祈念いたします。 

 これをもちまして，平成22年第３回阿見町議会定例会を閉会いたします。御苦労さまでした。 

午前１１時３７分閉会 

―――――――――――――― 
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

 

     議   長   佐 藤 幸 明 

 

     署 名 員   細 田 正 幸 

 

     署 名 員   平 岡   博 
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平成２２年第３回定例会 議案付託表 

 

総務常任委員会 

議案第63号 

議案第64号 

議案第66号 

 

議案第72号 

阿見町火災予防条例の一部改正について 

阿見町手数料徴収条例の一部改正について 

平成22年度阿見町一般会計補正予算（第３号） 

 内 総務常任委員会所管事項 

平成21年度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について 

民 生 教 育 

常 任 委 員 会 

議案第66号 

 

議案第67号 

 

議案第69号 

議案第70号 

議案第72号 

 

議案第73号 

 

議案第75号 

 

議案第78号 

 

議案第79号 

 

議案第81号 

平成22年度阿見町一般会計補正予算（第３号） 

 内 民生教育常任委員会所管事項 

平成22年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号） 

平成22年度阿見町老人保健特別会計補正予算（第１号） 

平成22年度阿見町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

平成21年度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について 

 内 民生教育常任委員会所管事項 

平成21年度阿見町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

について 

平成21年度阿見町老人保健特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

平成21年度阿見町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

平成21年度阿見町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について 

平成21年度土浦石岡地方社会教育センター一部事務組合会

計歳入歳出決算の認定について 

産 業 建 設 

常 任 委 員 会 

議案第65号 

議案第66号 

 

阿見町廃棄物処理条例の一部改正について 

平成22年度阿見町一般会計補正予算（第３号） 

 内 産業建設常任委員会所管事項 
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産 業 建 設 

常 任 委 員 会 

議案第68号 

 

議案第71号 

議案第72号 

 

議案第74号 

 

議案第76号 

 

議案第77号 

 

議案第80号 

議案第82号 

 

請願第１号 

平成22年度阿見町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号） 

平成22年度阿見町水道事業会計補正予算（第２号） 

平成21年度阿見町一般会計歳入歳出決算認定について 

 内 産業建設常任委員会所管事項 

平成21年度阿見町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

平成21年度阿見町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

平成21年度阿見町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

平成21年度阿見町水道事業会計決算認定について 

農業集落排水資源循環統合補助事業実穀上長地区処理施設

機械電気設備工事請負契約について 

土地改良事業関連予算の確保に関する請願書 
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閉会中における委員会（協議会）の活動 

平成22年６月～平成22年９月 

１．委員会（協議会）の活動 

委員会名 月  日 場   所 事     件 

６月22日 第２委員会室 ・議員提出議案第２号について 

・平成22年第２回定例会最終日の日程に

ついて 

・その他 

議会運営委員会 

８月31日 第２委員会室 ・平成22年第３回定例会会期日程につい

て 

・その他 

７月14日 第２委員会室 ・議会だより第125号の発行について 

・その他 

７月27日 福島県広野町  視察 

・議会だよりの編集について 

８月３日 第２委員会室 ・議会だより第125号の校正について 

・その他 

議 会 だ よ り 

編 集 委 員 会 

８月10日 第２委員会室 ・今後の議会だよりの編集作業について 

・その他 

全 員 協 議 会 

 

８月30日 全員協議会室 ・阿見町廃棄物処理条例の一部改正につ

いて 

・「あみ議会だより」のリニューアルに

ついて 

・その他 
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総務常任委員会 

 

８月18日 神奈川県寒川町  視察 

・事業仕分けの実施について 

・外部評価の実施について 

民 生 教 育 

常 任 委 員 会 

７月29日 全員協議会室

特別養護老人

ホーム阿見こ

なん 

・介護施設の現状について 

 視察 

・特別養護老人ホーム阿見こなん施設の

概要について 

産 業 建 設 

常 任 委 員 会 

６月24日 町    内

（耕作放棄地）

 視察 

・耕作放棄地再生利用対策事業現地調査

について 
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２．一部事務組合議員活動状況 

組 合 名 月  日 事     件 議決結果等 出 席 者 

茨城県後期高齢

者医療広域連合

会 

８月27日 第２回定例会 

・茨城県後期高齢者医療広域連

合副広域連合長の選任の同意

を求めることについて 

・平成22年度茨城県後期高齢者

医療広域連合後期高齢者医療

特別会計補正予算（第２号） 

・専決処分の報告及び承認を求

めることについて（平成21年

度茨城県後期高齢者医療広域

連合後期高齢者医療特別会計

補正予算（第６号）） 

・専決処分の報告及び承認を求

めることについて（平成22年

度茨城県後期高齢者医療広域

連合後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）） 

・平成21年度茨城県後期高齢者

医療広域連合一般会計及び同

後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について 

・上程議案等に対する質疑及び

一般質問 

・上程議案等に対する討論及び

表決について 

・閉会中の所管事務調査につい 

て 

 

河内町 

野髙貴雄氏 

 

原案可決 

 

 

原案承認 

 

 

 

 

原案承認 

 

 

 

 

原案認定 

 

藤井孝幸 
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